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まえがき 本論文の課題 
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Ⅰ 先行研究 
戦前の中国人留日学生団体の動向はさまざまな観点で研究されてきている。日本で最初
に中国人留学生団体を取り上げたのは，實藤恵秀による『中国人日本留学史稿』1（1939
年），『中国人日本留学史』2（1960 年）とその増補版（1970 年）であった。上記の著作で
實藤は中国人の日本留学の動機や変遷，留学生の日本における生活実態を解明したばかり
か，留学生団体が発行した雑誌や翻訳活動によって日本語彙が中国語文に如何に取り込ま
れたのか，革命運動における留日学生の活躍を分析した。 
近年，中国の社会主義思想受容における留日中国人学生の寄与が日本の社会科学研究者
にも注目され，興味深い成果が数多く発表されている。その代表的な研究成果として，石川
禎浩の『中国共産党成立史』，三田剛史の『甦る河上肇―近代中国の知の源泉』，折戸洪太の
『中国における社会主義経済理論の展開』3などがあげられる。 
石川は内外文献の比較を通じて中国マルクス主義の受容における日本マルクス主義思潮
の流入，ソビエト・ロシアとコミンテルンから中国共産主義運動への積極的働きかけ，五四
運動後に社会変革を指向した中国知識人の集結と共産党結成への歩みを検討し，中国共産
党成立の経緯に迫ろうとしている。三田は著作の第Ⅰ部で河上肇の学問と思想を紹介した
後，第Ⅱ部で河上肇の著作の中国への伝播，河上肇に師事した中国人留学生と同時代の中国
人知識人や革命家への河上の影響から彼の思想の中国での受容の全体像を明らかにしよう
としている。折戸は中国のマルクス主義文献の翻訳初期の状況を紹介した後，郭大力・王亜
南訳『資本論』と向坂逸郎訳『資本論』を取り上げ，両者の第 1 巻の目次を比較し，両者の
漢字が「似ている」と指摘している。 
 
本論文のコンセプトや構成は，上記の研究に多くを負っている。研究史との関連で本論文
が特に着眼したのは次の 2 つの問題である。第 1 は，實藤恵秀による『中国人日本留学史』
に盛り込まれた史実やその評価が，實藤同書以後の研究成果，特に中国での同種の研究成果
に鑑みると，その枠組みを含めて大幅な訂正が必要となっていることである。 
實藤は中日間翻訳事業に関する研究の開拓者として，数十年間中国人日本留学史の研究
                                                     
1 実藤恵秀（1939）『中国人日本留学史稿』，財団法人日華学会。 
2 実藤恵秀（1960）『中国人日本留学史』，くろしお出版。 
3 折戸洪太（2004）『中国における社会主義経済理論の展開』，不二出版。 
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に没頭して近代中国語訳日本人著書や清末新書などを数多く蒐集してきた。東京都立中央
図書館（旧東京都立日比谷図書館）が所蔵している「實藤文庫」は，近代日中文化交流史研
究の拠点であり，實藤による一連の著作や蒐集文献に専ら典拠を求める研究者も少なくな
い。しかし，譚汝謙が指摘したように，實藤恵秀と小川博の蒐集方法には限界がある。二人
は 1949 年以後大学図書館や研究室が購読した譯本や書籍展覧会の目録に依拠したのであ
り，中国大陸で出版した『全書新書目』を利用しておらず，これに関連した誤記や遺欠が数
多い。1945 年以前の，約三百年間の中日訳書の蒐集・記述にも不備がある。例えば，日本
譯中国書において，二人は五四以来新文学の翻訳を偏重し，近代社会科学や歴史，地理など
の訳書は概観するだけであり，中国譯日本書の訳書時期についても，例えば，日清戦争から
民国元年を「教育・法律書翻訳時代」と一括している点は検討の余地がある4。 
このほか，本論文第 1 章で述べるように，肝心な漢訳西洋法律書の日本への伝播及び日
清戦争前後社会科学文献の翻訳における中国人独自の試みも，實藤の著作からは読めない。
實藤に日本語来源とみなされる「主権」や「特権」5などの中国語は，明六社の会員である
津田真道・西周らが漢訳『万国公法』を翻訳する際に，その専用語を積極的に日本語に取り
入れることで，新しい単語語彙として，日本語のなかに定着させたものである。漢訳書が西
洋の原著と和訳本の仲介をして，西洋学の架け橋となった時期もあった。 
第 2 は，石川・三田・折戸の研究に総じて言える問題である。石川の研究は 2008 年度に
山口一郎記念賞と日本学術振興会賞を受賞し，その成果は中国でも大きな注目を集め，2006 
年に中国社会科学出版社より中国語訳が刊行されるなど，中国国内でも大きな影響力を持
つ研究となっている。しかし，この石川の研究を含め，彼らの研究には大きな欠陥がある。
石川を批判した大村泉によって指摘された問題だが，これらの研究はマルクス・エンゲルス
の著作の中国での翻訳普及を問題にしながら，マルクス・エンゲルスの古典との関係，特に
独英両国語のテキストとの関係を事実上無視して行論を組み立てている点である。以下で
は，『共産党宣言』の普及を例にして説明する。 
 
1915-1919 年に日本に留学し，中央大学で法学士の学位を取得した陳望道によって翻訳
                                                     
4 譚汝謙（1980）「中日之間譯書事業的過去，現在與未来（代序）」『中国譯日本書総合目録』所収，實藤
恵秀監修・譚汝謙主編・小川博偏輯，香港中文大学出版社，S.42～43． 
5 實藤恵秀（1960），S.396～402． 
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された中国最初の『共産党宣言』（上海社会主義研究者，1920 年）の翻訳底本をどうみるの
か，という問題は，中日両国間ではしばしば取り上げられている。陳自身は回想録において，
「わたしは日本語版から転訳したが，その本は戴季陶がわたしに提供したものだった」と述
べたが，中央編訳局の公式見解では，陳訳は『社会主義研究』第 1 号に掲載された幸徳・堺
訳を底本に，陳独秀が北京大学図書館からとりよせた英語版も参照した，となっていて英訳
が加わる6。石川禎浩は陳の回想に基づき，陳訳の底本は幸徳・堺訳（1906）であったと断
定した。英語版への参照については，「その根拠は明らかではなく，陳望道自身の回想も英
訳版に触れていないので，どの程度それを参照したのかは不明である」と述べた7。 
日中 2 か国の文献に限って普及史を検討する石川論文の限界を提示したのは大村による
研究であった。大村は独文，英訳，日本語訳と中国語訳の四者を厳密に検討した。例えば，
大村は，英訳の German Police-spies という表記が，幸徳・堺訳では「獨逸の探偵」であり，
陳望道訳では「徳国偵探」となっていることに着眼し，幸徳・堺訳が Deutsche Polizisten
（ドイツの警察）を「独逸の探偵」と訳すのは，英語の spies に力点を置いたからであり，
これと中文の「徳国偵探」との対応は，陳望道訳の基礎は日本語訳にあることを示唆する，
というのである。他方，大村は，陳望道が幸徳・堺の誤訳「Danish」→「和蘭」（オランダ）
を正確に「丹麥」（デンマーク）と訳出したことから，英訳を参照せずにこうした改訳は不
可能であるとし，これらを根拠に，陳訳『共産党宣言』は日本語訳を底本に適宜英訳を参照
して成立したとみるべきであるというのである。 
大村は，この論文で陳力衛が指摘する戦後の中国語訳『共産党宣言』における訳語の「先
鋭化」をも批判した。陳によれば，例えば，最新版では陳望道訳に見られない「暴力」が用
いられている。大村はこの最新訳との陳訳との相違を翻訳底本の相違に帰着すると指摘す
る。最新訳では「暴力」が用いられているのは，ドイツ語原文に gewaltsam の語があるか
らであり，英語訳では，この gewaltsam は violent と訳出されたり，対応する訳語がない場
合がある，という。日本語は誤訳あるいは意識的にこれを落としたとみられるが，陳訳はこ
の日本語訳の不備を訂正していない，というのである8。 
                                                     
6 例えば，鄧明以（1983）「『共産党宣言』是怎様伝播到中国来的」『―記念馬克思逝世 100 周年―馬克思
恩格斯著作在中国的伝播』，中央編訳局編集，人民出版社，S.11-27。季正聚（2008）「『共産党宣言』と中
国」『マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究』（49），S.3-8． 
7 石川禎浩（2001）『中国共産党成立史』，岩波書店，S.59． 
8 大村泉（2009）「幸徳秋水／堺利彦訳『共産党宣言』の成立・伝承と中国語訳への影響」『大原社会問題
研究所雑誌』（603），S.9～10． 
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大正デモクラシーの時期に日本マルクス主義思潮が大量に中国に流入したことについて
は，實藤恵秀，譚汝謙，折戸洪太，石川禎浩，三田剛史などによる研究から，全体像を捉え
ることが可能となった。しかし，日本では，中国におけるマルクス・エンゲルス主要著作の
普及史に関する調査は緒に着いたばかりであり，翻訳底本，特にその原典にまでさかのぼっ
た研究は，上記『共産党宣言』の普及史研究を除けば，全くと言ってよいほど研究が進んで
いない。 
問題は中国でも同様である。中国語文献に目を転じると，確かに，民国時期マルクス・エ
ンゲルス古典文献の翻訳史に関する著作が数多く刊行されている。日本語文献からの影響
を立ち入って検討し，厳密に考証するものはない。最新の代表的成果として，国家の重点的
研究プロジェクトに指定される次の 2 つの研究文献を取り上げてみよう。 
第 1 は，田子渝等著（2012）『馬克思主義在中国初期伝播史（1918-1922）』（国家哲学社
会科学成果文庫），学習出版社，である。田は第 1 章第 3 節「初期伝播主要渠道」で「日本
渠道」を述べたが，主に石川研究からの引用であった。 
第 2 は，徐素華著（2013）『馬克思恩格斯著作在中国的伝播―MEGA²視野下的文本，文
献，語義学研究―』（中国社会科学院文庫・馬克思主義研究系列），中国社会科学出版社，で
ある。ここで，徐は日本語文献との関連で中国語マルクス・エンゲルス文献の翻訳に言及し
たが，本格的に調査したのかさえ疑問である。実際，中国社会科学院文庫に収録されるこの
著作には，誤記や誤認が多数存在する。徐は第 3 章「馬克思恩格斯著作的最早中文譯本」で
食力訳『労働と資本』の「河上肇序言」を引用した際に，河上肇による「題名の誤記」を脚
注で指摘している。  
  
これ（Loharbeit und Kadital）は河上肇が当時書いた独文の書名であるが，私は独文『マ
ルクス・エンゲルス著作集』を調べたところ，第6巻第397ページの独文題名は「Lohnarbeit 
und Kapital」であった9。 
 
筆者は食力訳の原著である河上肇譯『労働と資本』を収録する『社会問題研究第 4 冊』を
                                                     
9 徐素華 2013，S.37．原文「这是河上肇当年所写的德文书名，但笔者对照德文版《马克思恩格斯全集》
第 6 卷第 397 页上的书名，发现两者有差异。德文版《马克思恩格斯全集》第 6 卷第 397页上的德文书名
是《Lohnarbeit und Kapital》」。 
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調査したが，河上肇による独文題目の表記「Lohnarbeit und Kapital von Karl Marx」に問題
がなかった。これは中文翻訳者の食力（陳溥賢）による誤記である。しかも，彼がつけた独
文題目の表記は，「Kapital」のみを誤記したが，徐の著作で引用した「Loharbeit und Kadital」
ではなく，「Lohnarbeit und kadital」であった10。 
 
Ⅱ 本論文の構成 
本論文は，以下では，中国におけるマルクス主義著作を含む社会科学文献の翻訳史を，翻
訳時期によって第一部「民国以前」，第二部「民国時期」に分けて検討する。第一部では，
實藤恵秀をはじめとする日本人研究者たちにみおとされていた，日清戦争前の日本への文
化輸出国であった清国の代表的な知識人魏源による漢訳西洋地理史志や法律書の日本への
伝播，経済学古典の『国富論』の翻訳において，厳復による独自の貢献を明らかにする。 
さて，本論第一部の構成は，以下のとおりである。 
第一部 民国以前社会科学文献の伝播 
第 1 章 清末「洋務運動」前後社会科学文献の翻訳 
第 2 章 日本留学風潮と留日学生の社会主義文献の翻訳 
 
第 1 章では，魏源による『海国図志』と漢訳『万国公法』の日本への伝播，厳復による独
自の翻訳を論述する。アヘン戦争で西洋文明摂取を痛感した清朝知識人の魏源は林則徐の
委嘱を受け，1844～52 年にかけて各国の地理と歴史を紹介する『世界地理大全』を『海国
図志』として編訳・刊行した。この本がアヘン戦争の情報とともに日本に伝来された。当時
外国船の出没に危機感を持つ日本志士たちはこの本に激しく刺激された。1864 年に成書と
なった漢訳『万国公法』も，刊行後すぐに長崎に輸入され，その翌年に明六社の会員によっ
て日本語に翻刻されると，幕末・明治初期の法律用語や，通常の漢語語彙に与えた影響が大
きかった。アロー戦争の戦敗により屈辱的な北京条約を締結した清朝政府は，西洋の近代的
軍事工業を導入したり，西欧各国へ留学生を派遣したり，「自強」・「求富」を目指す「洋務
運動」を始めた。1870 年代末に英国に留学した厳復は，西洋文献の翻訳に当たり，「群己権
界」（liberty），「天演」（evolution），「愛理学」（philosophy），「群学」（sociology），独自の造
                                                     
10 『晨報』第 7 版，1919年 5月 9日。 
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語によって表記した。しかし，新造語の多くが，中国語では定着せず，後に和製漢語によっ
て置き換えられた。第 1 章ではその原因を探究する。 
明治維新までに，日本は中国から間接的に西欧文化を吸収したが，日清戦争後，日本留学
風潮により逆転を迎えてきた。第 2 章では，留日風潮と原因，清末民国時期留日学生数の変
遷を紹介した後，留日学生・政治亡命者の翻訳活動と日本で社会主義思想の受容を詳述する。
中国人の大規模な日本留学ブームは張之洞と梁啓超の呼びかけによって煽動されたという。
清国が日本に敗れた翌年の 1896 年に 13 名の清国留学生が日本に派遣された以来，留学生
の数は次第に増加し，1906 年に 8000 名ほどに達したと言われる。陳独秀・陳溥賢・郭沫
若などをはじめとする進歩的文化人は，日本でマルクス主義思想を受容することにより，マ
ルクス・エンゲルス原著を含むマルクス主義文献を日本語から翻訳・紹介する記事の序幕を
開いた。 
 
第二部では，日中の研究者たちによって十分に検討が行われていない中国におけるマル
クス・エンゲルスの主要著作の普及史を，独英日中の原典と翻訳そのものに立ち入り，各文
献を照合しながら考察する。中国の革命実践活動に大きな影響を及ぼし，そして今さらも社
会主義建設に指導的綱領にあたるマルクス・エンゲルスの代表作『ドイツ・イデオロギー』
と『資本論』がいかなる経路で西欧から日本経由で中国に伝播されたのかという課題に照明
を当てる。 
本論第二部の構成は，以下のとおりである。 
第二部 民国時代マルクス・エンゲルス主要文献の翻訳普及史 
第 3 章 中国における『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点 
第 4 章 陳啓修による『資本論』初訳（1930）と翻訳術語の継承 
第 5 章 郭大力・王亜南による『資本論』全訳（1938）の成立過程 
 第 6 章 建国後『資本論』の翻訳 
第 3 章では，初期マルクス・エンゲルスの代表作の一つである『ドイツ・イデオロギー』
の日中普及・翻訳史に絞り込む。中国初の『ドイツ・イデオロギー』第 1 章「フォイエルバ
ッハ」の翻訳は郭沫若によって試みられ，1938 年に上海言行出版社より『徳意志意識形態』
と云うタイトルで公表された。この翻訳は1947年上海群益出版社から同名で再版されたが，
郭自身は同書の「序」でこの翻訳が成立したのは「20 年前」と記している。南京大学教授
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張一兵は，2007 年に郭訳を翻刻・刊行した際，特に根拠を付すことなく郭訳は 1931 年に
行われたと述べている。これに対して，清華大学韓立新教授は 1947 年の「序」を論拠に，
郭訳は 1927 年に作成されたものであると指摘し，中訳を作成する際，郭沫若は，1926 年
に刊行された櫛田・森戸訳を収録した『我等』雑誌版を参考にしていると推定した。 
本章では，中国マルクス主義哲学界を代表する研究者韓と張が郭訳成立に関する事実認
識で齟齬を来していることに着眼し， 郭版出版経緯に関する検討を加え，成立時期の推定
では張が正しく韓が誤っていることを解明した後，張が全く触れず，韓が一部誤って触れた
郭版と日訳との関係について立ち入った考察を行う。筆者は 1927 年に郭版は成立していて
そこには雑誌『我等』からの影響が見られるという韓の推定を否定し，訳語，訳注または誤
訳の踏襲から，郭版の実質的な翻訳底本は森戸＋櫛田の『我等叢書』版であり，リャザーノ
フ版は必要に応じて適宜参照されたに過ぎないことを明らかにする。郭はおそらく，1931
年に千葉県の自宅で翻訳を作成した。郭訳は，当時治安維持法によるマルクス主義弾圧の中，
日本の良心的な郭の支援者とその協力に応えた郭自身の真摯な取り組みによって初めて完
成されたのであった。 
第 4，5，6 章では，中国における『資本論』の翻訳普及史をその翻訳者と出版時期によっ
て 3 系統に分けて概観する。本部分で主に取り扱われる中国語翻訳は，次の訳本である。 
（1）陳啓修による翻訳 
  馬克思著陳啓修譯（1930）『資本論 第 1 巻第 1 分冊』，上海昆侖書店． 
（2）王亜南・郭大力による翻訳と改訂版 
 ①馬克思著郭大力王亜南譯（1938）『資本論』（全三巻），上海読書生活出版社． 
 ②馬克思著郭大力王亜南譯（1953～56）『資本論』（全三巻），人民出版社． 
 ③馬克思著郭大力王亜南譯（1963）『資本論』（全三巻），人民出版社． 
（3）建国後郭・王訳改訂版に基づく中央編訳局の改訳 
 ①中共中央馬克思恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（1972～75）『資本論』（全三巻），
人民出版社． 
 ②中共中央馬克思恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（2004）『資本論』（全三巻），人民
出版社． 
第 4 章では，陳啓修による中国最初の『資本論』の翻訳（1930）と，翻訳の原本である
カウツキー民衆版の第 8 版（1928 年版），ベルリンの J. H. W. Dietz Nachf. G.m.b.H.より
9 
 
発行されたドイツ語版と，日本語初訳である高畠素之訳『資本論』決定版の改造社版（1927
～28）と，岩波茂雄から依頼されて河上肇・宮川實による文庫版『資本論』（1927～28）
との関係を，各訳文を比較しながら，重要な術語，訳注と誤訳の踏襲から検討する。一言で
言えば，東京帝国大学を卒業した陳啓修による翻訳は，日本語訳を底本として，カウツキー
の民衆版を参照しながら訳出されたものであり，1927 年に岩波書店より刊行された河上・
宮川訳の『資本論』第 1 分冊と第 2 分冊の重訳である，と推定できる。ここでも，『ドイ
ツ・イデオロギー』と同様に日本語訳が中国語版の出現に大きく関与したことになる。 
第 5 章では，1938 年 8 月に上海で出版された中国最初の『資本論』全三巻の翻訳を取り
上げる。この翻訳は郭大力と王亜南が分担翻訳し，上海の読書出版社より刊行された。1970
年代に出版された中央編訳局版の『資本論』もその改訂版に基づく新訳であるが，中国の『資
本論』の普及史においては，郭大力と王亜南による翻訳は最も影響力をもった版本である。
ここでは，まず第 1 に，陳訳以後に出現した諸抄訳の特徴を概説した上で，郭・王訳の成立
過程を分析し，この中国最初の『資本論』全 3 巻の翻訳でも訳者の言明が必ずしも正確では
なく，日本語訳を相当程度参照したもの，重要な経済学上の術語やマルクスに特有の表現が，
例えば，「Kapitalistenklasse」→「資本家階級」，「Ausbeutung」→「搾取」，「einstellen」
→「採用（する）」などの翻訳が，当時としては参照可能であった高畠素之訳と河上・宮川
訳から取ったものであり，郭・王訳の日本語訳への依存を指摘する。第 2 に，翻訳者の郭大
力と王亜南の翻訳分担，留日経歴を持つ王亜南による日本語から翻訳術語の導入を明確に
し，實藤の著作に記録された日本語来源の中国語を基準にして，中国最初の『資本論』全訳
に登場する術語のうち，日本語来源とみられる術語の点数を明らかにする。結論を先取りす
ると，最初の中国語訳『資本論』第 1 巻の学術的な翻訳術語のうち，実に約九割が日本語来
源ないしは日本語訳に一致するのである。 
第 6 章では，建国後郭による 2 回の改訂における術語の改訳から考察を開始し，「脱日本
語」の傾向を指摘する。次に，二つの漢訳術語，「公社」（Gemeinde,Gemeinwesen，Kommune）
と「工人」（Arbeiter）を取り上げ，中国語におけるその訳語の由来と変遷を検討する。その
後，「公社」の出自，Gemeinde,Gemeinwesen,Kommune 三者概念の同等性及び「共同体」
から「公社」への改訳に看過できない歴史背景を取り上げる。最後に，「労働者」と「工人」
に訳出された Arbeiter の具体例を分析し，中央編訳局による翻訳区分の基準を解明する。 
本論文の結論では，上記第一，二部の考察結果を要約して提示するとともに，中国人研究
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者が今後銘記すべき課題について問題提起を試みたい。 
11 
 
初出について 
 
本論文第二部に収録される論文，それぞれの初出は以下のとおりである。 
 第 3 章の内容については，『新 MEGA と『ドイツ・イデオロギー』の現代的探究――
廣松版からオンライン版へ』（大村泉 渋谷正 窪俊一編著，八朔社，2015 年）の第 13
章に収録された論文「中日両国における『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点」を，第
4 章については，『経済学史研究』第 56 巻第 1 号（2014 年 7 月）に掲載された論文「中
国における『資本論』の受容過程についての一考察―陳啓修の日本滞在と翻訳術語の継承
―」を，第 5 章と第 6 章については，『マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究』第 58
号（2016 年 3 月）に掲載された論文「中国語訳『資本論』の成立過程―郭・王訳の考察
と翻訳術語の変遷―」を，それぞれ加筆改稿したものである。 
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第一部 民国以前社会科学文献の伝播 
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第 1 章 清朝政府「洋務運動」前後社会科学文献の翻訳 
1840 年から 2 年間にわたって清とイギリスの間に行われたアヘン戦争で，イギリスに敗
れた清国は，南京条約によって賠償金の支払い，香港の割譲，沿岸 5 都市の開港などを強制
され，華夷秩序に基づく中華思想は深くに傷つけられた。 
以来，一部の知識人と官僚は西洋文明摂取の必要を痛感し，世界に目を向けた。広東に
駐在していた欽差大臣林則徐は，イギリスの地理学者ヒュー・マレーの『世界地理大全』
の一部を『四洲志』として中国語に編訳させた。アヘン戦争後，林則徐はイリに左遷さ
れ，赴任途中で魏源と会い，『海国図志』の刊行を委嘱した。魏は林から譲り受けた『四
洲志』を底本として，史志や島志，それに外国語で書かれた外国に関する書や新聞を加え
て書いたものを，1844 年に『海国図志』（50 巻）として編纂した。その後，魏は増補に努
め，1847 年に 60 巻本に，さらに 1852 年に 100 巻本を高郵で刊行した。本書編集の目的
について，魏は『海国図志』の「原叙」で，「夷を以て夷を攻め，夷を以て夷を款し，夷
の長技を師とし以て夷を制すため」11という狙いを述べ，外国の軍事・産業技術を学ぶこ
とでその侵略から防衛するという思想をあげている。清がアヘン戦争で戦敗した情報が日
本に流れてきた後，幕末の開明的な志士たちはこの戦争について研究を始めたとき，『海
国図志』が日本に伝来された。幕府の認可を得て，この書の研究が盛んになった。この本
によって志士の海防に対する危機意識は一挙に高まるのであり，幕末の日本の開国に大き
な影響を与えた12。 
 
Ⅰ 幕末・明治初期『万国公法』の翻訳 
 1839 年に林則徐はオランダ法律学者ヴァッテルの『国際法』の一部をアメリカ人の宣教
師パーカーに翻訳させ，『各国律令』として刊行した。清代中国の国際法に関する最初の
知識はここから得たものだと考えられる。英仏の連合軍に敗れ，1860 年代に入ってから，
清国の一部の進歩的政府官僚は，ますます国際法を翻訳する必要を意識するようになっ
た。プレスビリアンの宣教師ヴィリアム・マーティンは，当時最も広汎に用いられた国際
法の概説書であったホイ―トンの『国際法原理』を，総理衙門の支援によって，『万国公
                                                     
11（原文）「为以夷攻夷而作，为以夷款夷而作，为师夷之长技以制夷而作」 
12 大谷敏夫（2015）『魏源と林則徐―清末開明官僚の行政と思想』，世界史リブレット 070，山川出版社。 
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法』のタイトルのもとに，1864 年に京都崇實館より刊行した13。 
 マーティの翻訳動機は，中国人に国際法を理解させるという単純なものではなく，宗教
的使命感によって支えられていた。中国側にとって条約の中国語にとって完全に外来の概
念や術語に直面して，マーティと中国人訳者たちは苦心して適切な漢語の組み合わせを探
して新造語を生み出し，場合によっては音訳を採用していた。14republican を「民主」と
いう新造語に訳し，President を「伯理璽天徳」（プレジデント）と音訳した。 
日本には漢訳版が刊行後すぐに長崎に輸入された。早くもその翌年の 1865 年には開成
所が返り点と振り仮名を付け加えて漢訳を翻刻したという。その後も何回か翻刻され15，
そして，多くの藩校や郷校で教科書または参考書として採用され，明治 5 年に学制が交布
されてからも『日本外史』などとともに用いられる。本書は幕末・明治初期の法律用語
や，通常の漢語語彙に与えた影響が大きかった。 
明治初期ヨーロッパの法学の輸入，法律用語の翻訳は，津田真道・西周・加藤弘之・箕
作麟祥によって進められたが，彼らが参照したのは『万国公法』であった。彼らは当時明
六社の同人であり，社会に大きな影響力を持っていた。彼らが積極的に漢訳『万国公法』
の専門語を日本語に取り入れることで，新漢語の定着に寄与したのである。このように漢
訳書が西洋の原書や和訳本の仲介をして洋学の門口を広げ，西洋学の架け橋となる。それ
と同時に，新しい漢語語彙を日本語のなかに定着させる契機にもなった。 
松井利彦は 1985 年に論文「漢訳『万国公法』の熟字と近代日本語」で，漢訳『万国公
法』の熟字からの影響を津田真道訳『泰西国法論』，西周訳『万国公法』，大築訳『万国公
法』16に即して考察し，以下のような熟語が漢訳から転用されたものであることを解明し
た17。 
                                                     
13ウィ―トンが実際に利用した原書は 1855 年ボストンで出版された第 6 版である。楊焯（2015）『丁譯
「万国公法」研究』，北京：法律出版社，S.7．京都とは日本の京都ではなく都という意味で，ここでは清
朝の首都北京を指す。 
14 張嘉寧（1991）「『万国公法』成立事情と翻訳問題―その中国語訳と和訳をめぐって―」『日本近代思想
体系 15 翻訳の思想』所収，加藤周一・丸山真男編，岩波書店，S.381-405. 
15 日本で翻刻されたマーティ漢訳『万国公法』は，主に①開成所（西周訓点）『万国公法』全 6 冊老皀版
1865 年，②呉碩三郎・鄭右十郎共訳平井義十郎校閲『和解万国公法』1868 年（刊行されなかった），③
堤殼士志訳『万国公法訳義』御用御書物製本書版全 4 冊 1868 年，④重野安繹訳注『和訳万国公法』全三
冊 1870 年，⑤高谷龍州註釈・中村正直批閲（序文）『万国公法蠡管』全八冊済美黌 1876 年があるとい
う。 
16 H.ホイートン著大築拙蔵訳（1882）『恵頓氏万国公法』司法省。この本はマーティ漢訳の翻刻ではな
く，ホイートンの原著から直接翻訳するものであるが，漢訳の「限定」を使わず，「定限」を用いるよう
に，漢訳本との関係も深い。 
17 松井利彦（1985）「漢訳『万国公法』の熟字と近代日本漢語」『国語と国文学』62（5），S.67-77． 
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国債・合邦・自主・戦利・特権・平時・民主・盟邦・野蛮・越権・海峡・各処・過大・
慣行・管制・急行・強制・共用・協力・君権・現今・現在・合法・公約・誤解・国会・私
権・実権・実務・首位・主権・上告・商事・聖書・専権・全国・戦時・戦前・船内・全
廃・属地・奪回・直行・特約・突然・物件・砲弾・某国・例外・聯邦・権利など。 
幕末・明治初期まで，中国は日本への文化輸出の優位で立っていた。他方，このような
新造語がそのまま中国に定着したわけではなかった。中国において『万国公法』の受容・
影響が緩慢であったため，そこで使用された新語が中国で普及し，それが日本に伝播した
わけではない。新語彙のほとんどは，『万国公法』が日本に伝播し，日本で定着し，日清
戦争後に起きた留学ブームによって日本を訪れた中国人留学生や政治亡命者の翻訳活動に
よって再度中国に持ち込まれたものであった18。『万国公法』の名称自体も『国際法』によ
って取り換えられた19。 
 
Ⅱ 洋務運動 
  清政府は，アロー戦争（1856～60 年）の戦敗によりイギリス，フランス，ロシアとそ
れぞれ 1861 年に屈辱的な北京条約を締結し，近代ヨーロッパの軍事的優位を痛感し，外
交機関として総理各国事務衙門を創立した。中央では，同治帝が摂政として君臨した恭親
王奕訢が，従来の排外的・保守的性格の政策を改め，西洋の機械技術と自然科学の優越を
認め，それを導入する試みが始まった。 
  この「洋務運動」とは，洋務派官僚が 1860～90 年代なかばにかけて，清朝の政治制度
を維持するために，「自強」（前期）と「求富」（後期）をスローガンとして，西洋の軍事
設備，機械技術を導入する活動である。洋務派は「自強」段階において，安慶内軍械所
（1861），江南製造局（1865），福州船政局（1866）など，各地に 24 箇所の近代的軍事工
場を創立した。「求富」段階において，輪船招商局（1872），天津電報総局（1880）など，
軍事工業以外の民用企業を創設した。このほか，1875 年からイギリス・ドイツ両国に軍艦
を注文・購入し，翌年にイギリス・フランス各国へ海軍学習のため学生を派遣し，北洋艦
                                                     
18 林学忠（1995）「日清戦争以降中国における国際法の受容過程：特に国際法関係の翻訳と著作をめぐっ
て」『東アジア地域研究』（2）。 
19 佐藤慎一（1996）『近代中国の知識人と文明』，東京大学出版会，S.45． 
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隊などの近代海軍を建設した20。 
洋務派は大量の銃砲軍艦を輸入しただけではなく，運動の初期から西欧の軍事，外交を
理解し，生産技術を持つ人材を育成する必要性を感じており，1862 年から外国語，軍事技
術や自然科学を教育する西洋書籍翻訳局や陸海軍学校を 30 か所あまり各地に新設して，
「西洋学」の普及に努めた。この時期，政府側の翻訳はほとんど科学技術の専門書に集中
し，社会科学関連の本はごく少数であった。江南製造局翻訳館を例にしてみると，1868 年
上海に創設されて以来 1880 年までの 13 年間，翻訳館は合わせて 143 部（うち 98 部が刊
行され，45 が未刊）の外国書を翻訳したが，国史や公法関係の社会科学書籍はわずか 7 部
であった。21 
さらに洋務派は 1870 年代からヨーロッパやアメリカに少年を留学させ，人材の育成に
力を入れた。近代中国の留学生派遣は，「聡明ですぐれた才能を持つ児童を西欧各国の書
院へ派遣し，軍政，船政，数学，諸製造学を学ばせ，約 10 年余の成学後に帰国させ，西
洋のすぐれた技をすべて中国に習熟させる」という曽国藩の献言によりはじめられた。22  
洋務派は「中体西用」という意図で 1872～75 年までの４年間，毎年アメリカに 30 名の
少年を留学させた。留学中に留学児童が知らずのうちにアメリカのブルジョア思想や社会
習俗に感化されることとなり，ついに清国政府は 15 年を予定していた留学期間を短縮
し，1881 年に留学生全員に帰国命令を出した。アメリカ派遣とともに，洋務派はさらに西
欧諸国（イギリス，フランス，ドイツ）へも並行して，1877～1902 年の間に計 4 回，留
学生を派遣した。23 
 
Ⅲ 厳復による翻訳 
1871 年に福建船政学堂を卒業して，1877～79 年にイギリス留学に派遣された厳復は，
当時の中国で最高の西洋知識を持ち，西洋の社会科学書籍を中国に紹介した先駆者である
24。厳復は最初にトマス・ヘリン・ハクスリの『進化と原理』を『天演論』として翻訳し
て，1897 年に『国聞報』に連載したのち，翌年に単行文を刊行した。社会進化論を解明す
                                                     
20 折戸洪太（2007）『中国経済改革と洋務運動―歴史の鑑に映す』，白帝社，S.60～92. 
21 傅雅蘭（1984）「江南製造総局翻譯西書事略」『翻譯論集』所収，商務印書館，S.224～226． 
22 『中国近代教育史資料彙編 留学教育』（1991 年 7 月），上海教育出版社。 
23 折戸洪太（2007），S.93～108． 
24 佐藤慎一（1996），S.20 
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るこの翻訳が当時の中国社会に衝撃的影響を与え，訳語の「物競天擢」，「適者生存」，「優
勝劣敗」などは新聞や雑誌の専用名詞として定着した。そのほか，厳復は，『原富』（『国
富論』，1901-1902），『群已権限論』（『自由論』，1903），スペンサーの『社会学研究』を
『群学肄言』（『社会学研究』，1903），『社会通詮』（『政治史概説』，1904），『法意』（『法的
精神』［7 巻本］，1909），『名学』（『論理学体系』前半，1905），『名学浅説』（『論理学初
歩』，1909）と，西欧の経済学，哲学と社会学の古典を次々と翻訳・刊行した。25 
厳復は中国語訳で，例えば，「群己権界」（liberty），「天演」（evolution），「愛理学」
（philosophy），「群学」（sociology）など，西洋の術語を中国の古典に求め，漢文の造語に
よって表記した。厳復はよく訳書に「引論」（序言）を付け，例えば，『名学・引論』で
logic（論理）という西洋術語の由来や中国語に訳すときに，通用語の「邏輯」ではなく，
「名学」と造語した経緯を説明している。 
「邏輯此翻名学。其名義始輿希臘，為邏各斯一転之根。邏各斯一名兼両義，在心之意，
出口之詞皆以此名。引而申之，則為論，為学。……邏輯最初譯本為固陋所及見者，有明季
之『名理探』，乃李之藻所譯，近日税務司譯有『辨学啓蒙』。曰探，曰辨，皆不足輿本学之
深広相副。必求其近，姑以名学譯之。蓋中文惟「名」所涵，其奥衍精博輿邏各斯字差相
若，而学問思辨皆所以求誠，正名之事，不得舎其全而用其偏也」26。 
このほか，economics（経済学）を「計学」と訳出し，「計学，西名葉科諾密，本希臘
語。葉科此言家，諾密為聶摩之転，此言治言計，則其義始輿治家。……蓋其訓之所苞至
衆，故日本譯之以経済，中国譯之以理財。顧必求吻合，經濟既嫌太廓，而理財有過狹，自
我作故，乃以計學當之」27と，厳復は『原富』の「訳事例言」で日本語訳の経済学に言及
しながらも，新造語の妥当性を主張している28。 
1898 年に出版された『天演論』の「譯例言」29で，厳復は「信・達・雅」という翻譯の
「三原則」を提起し，術語の翻訳に触れた。「新理踵出，名目紛繁，索之中文，渺不可
得。既有牽合，終嫌参差。譯者遇此，獨有自具衡量，即義定名」と，新たな西洋理学を翻
                                                     
25 水田洋（2014）「厳復（1854-1921）による『国富論』中国語訳（1901-02）について」『日本学士院紀
要』第 70 巻（1），S.1～18． 
26 穆勒原著厳復譯述（1931）「引論」『穆勒名学』所収，商務印書館，S.1～15． 
27 ［英］亜当・斯密著厳復譯（1901）「譯事例言」『原富』（上），商務印書館，1981(翻刻)。 
28 王中江（1995）「中日関係的一側面―叢厳術語到日訳術語的転換及其綠由」『近代史研究』（4），S.141-
154. 
29 赫胥黎原著厳復譯述（1930）「譯例言」『天演論』所収，商務印書館，S.1～3． 
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譯する際に，適切な漢文がなく，予め原義に即して名称を定めるほかはない。「他如物
競・天擇・儲能・効實諸名，皆由我始。一名之立，旬月踟蹰」と，一名を立つために知恵
を絞り切って１か月もかかる，と翻訳の難を表明した。 
厳復には苦心して作った哲学・経済学・法学・社会学に関する術語が多数あるが，中国
語では定着せず，後に和製漢語によって置き換えられた。梁啓超は厳復に対して 1902 年
に創立した『新民叢報』で『原富』を紹介する際，国民に文明思想を伝播するため，文字
を易しくしようと，呼びかけた。古文体の訳文では，読者が限られ，大衆への普及は極め
て困難であった30。 
「其文筆太務渊雅，刻意摹仿先秦文体，非多読古書之人，一繙殆難索解。夫文界之宜革
命久矣。欧美，日本諸国文体之変化，常輿其文明程度成正比。況此等学理之書，非以流暢
鋭達之筆行之，安能使学僮受其益乎？著譯之業，将以播文明思想輿国民也，非為蔵山不朽
之名誉也。文人結習，吾不能為賢者諱矣」31 
私見では，厳復は西洋学の術語を翻訳する際に古字を多用することから，近代の西洋文
明を伝達するのには難しい面があると思われる。また，和製漢語の多くは合成語や四字術
語で表意することが多いから，単字の漢文より厳密に西洋術語の意味をより正確に伝達す
ることができるようにも思われる。厳復らの訳語より，和製漢語が中国でも多用されるよ
うになった原因ではなかろうか。 
 
Ⅳ 小結 
一言で言うと，厳復をはじめとする「洋務運動」前後の中国知識人は，西洋文献の翻訳
で，基本的に日本の影響を受けず翻訳を進めた。この時期には，日中両国で並行して翻訳
が行われ，用語の接点も少なかった。 
中国語のなかに日本で造語された学術的な翻訳術語が数多く使われる大きなきかっけと
なったのは，1910 年代に訪日した中国知識人が「大正デモクラシー」と遭遇したことであ
る。1910 年代後半以後，陳望道・郭沫若・陳啓修をはじめとする民主的人士がマルクス主
                                                     
30 厳復は士大夫階級として，翻訳に当たって古典に求めるのは，庶民と隔絶した文化担当者としての権
威を獲得するという儒教的イデオロギー的側面もあったためだ，という説もある。佐藤慎一（1996），
S.26-27，参照。 
31梁啓超（1902）「介紹新著・原富」『新民叢報』（1）。 
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義文献の翻訳を開始するのだが，その際彼らは，日本語訳に依拠して中国最初の『共産党宣
言』，『ドイツ・イデオロギー』，『資本論』などを刊行し，日本で造語された学術的な翻訳術
語をそのまま中国語へ取り入れた。 
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第 2 章 日本留学風潮と留日学生の社会主義思想の受容 
 
Ⅰ 日本留学風潮 
 1894～95 年にかけて行われた日清戦争で清国が日本に大敗したことは，中体西用論に
基づく洋務運動の終焉を宣告した。思いがけない戦敗と屈辱的講和条約で台湾を割譲し二
百兆両を賠償させられたことは，「わが国が四千年の深き夢から呼び醒まされた」32。
「区々たる東瀛三島」の日本に惨敗したことが中国の文人社会に与えたショックは大きか
った。日本を強くした原因は西洋文化をうまく吸収したことにあるのであり，日本を通じ
て西洋文化を学習することが，中国にとって最良の出路であると朝野はともに悟った。清
国が日本に敗れた翌年の 1896 年に，ときの駐日清国公使裕庚は，外部大臣西園寺公望を
通して 13 名の清国留学生を高等師範学校長嘉納治五郎に託した。これが，近代における
中国人日本留学の始まりであった33。 
 
1-1．日本留学の原因 
 隋唐の王朝時代に日本は先進国であった唐の制度や文化を学ぶために，200 年以上に
わたり，計 14 回ほど遣隋使と遣唐使を派遣した。ところが，明治維新以後，留学僧を迎
えていた中国は日本へ留学生を送る国となり，日本は彼らを受け入れ，教育する国となっ
た。なぜ明治末期・大正初期に中国人の留学生が日本に集まったのであろうか。 
当時の中国文人たちは，直接に欧米に行き，精密な文化を学ぶよりは，中西文化の緩衝
地帯を果たす日本で西洋学を学習した方が便利であるという考えを持っていた。大規模な
日本留学の風潮は張之洞が 1898 年に書いた『歓学篇』によって煽動されたという。張は
『歓学篇』の「遊学」で「西学は甚だ繁，およそ西学の切要ならざるものは，日本人がす
でに削除・選別してこれを酌量に改す。」34と述べ，「各種西洋学の重要なものを，日本は
すべて翻訳した。我れは経を日本に取らば，力はぶけて，効率は速やかになる。…日本文
                                                     
32梁啓超（1898）「第 1 篇 改革實情」『戊戌政変記』。 
33厳安生（1991）『日本留学精神史』，岩波書店。丁暁禾主編（1998）「第二部学子狂飈―日本」『中国百
年留学全記録壱』珠海出版社，S.163。折戸洪太（2007）『中国経済改革と洋務運動―歴史の鑑に映す』，
白帝社。 
34（原文） 「西学甚繁，凡西学不切要者，東人已刪節而酌改之」 張之洞（1898）「遊学」『歓学篇』。 
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を勉強し，日本書を翻訳すれば，効率がより良い。それ故に，洋人に師事するより，洋文
を通じたほうが良い，西洋書を訳すよりは日本書を翻訳した方がよい」35と西洋本家より
日本書を重訳する効率性を強調した。戊戌運動によって変法運動が挫折したため，日本に
亡命した梁啓超は横浜で『清議報』（1898），『新民叢報』（1902）を創刊し，多くの東西近
代思想家の学説を中国に紹介した。彼が創刊した雑誌を通じて展開することになった啓蒙
活動は中国の青年たちに大きな影響を及ぼした。日本を通じて西洋を学ぶことについて，
梁啓超は張之洞と同じ認識を持ち，膨大な原典を学ぶよりは日本が選んだものから吸収す
るほうが経済的で利益を得やすいと考えた。梁は『清議報』で「論学習日本語之益」を発
表し，「今に我が国の翻訳者は休みなく翻訳の作業を努めているが，翻訳されてから読む
のでは遅いし数も少なく，日本文を学んで読む速さと多さに比較できないほどだ。それ
故，私は我が国の人に日本文を学ぶことを勧める」36。 
両国の距離が近く，家族や国家が一朝有事の際，すぐに帰国できる。このほか，中日は
ともに漢字文化圏の国であるため，中国人にとっては日本文が通暁しやすい面もあった。
そのつぎに，留学費用とも関係があり，留日の授業料と生活費は欧米よりはるかにやす
く，当時の為替相場では，中国内陸で勉強する費用で日本留学ができたとさえ伝えられて
いる。 
 
1-2．清末民国時期留学生数の変遷 
1896 年初派遣以来，中国人留学生はしだいに増加し，1899 年には 200 名を突破し，
1902 年には 400～500 名であった。1905 年科挙廃止を機に，日本に留学してきた中国人
の数が劇的に増加した。1906 年にはピークに達し，8000 名ほどになったと言われている
37。1911 年に辛亥革命がおこるとともに留学生のほとんどが中国に帰国したが，翌年に誕
生した中華民国政府の下でも国費留学生の派遣を絶やすことはなかった。満州事変で一時
                                                     
35 （原文）「各種西学書之要者，日本皆已譯之。我経取輿東洋，力省効速，則東文之用多。……若学東洋
文，譯東洋書，則速而速者也。是故従洋師不如通洋文，譯西書不如譯東書」張之洞（1898）「広譯」『歓学
篇』。 
36 梁啓超（1899）「論学日文之益」『清議報』（2），第 10 冊，587～588。引用文の翻訳は次の論文を参照
した。馮寶華（1997）「梁啓超と日本―福沢諭吉の啓蒙思想との関連を中心に―」『比較文学・文化論集』
（14），S.49～62． 
371906 年には日本で留学する中国人は 2 万人とも言われるが，実藤恵秀は青柳篤恒が「支那留学生と列
国」（1907 年）に書いた「最近の確実なる統計に因れば文武男女学生共に約八千人」という説を採用し，
1906 年の留学生者数を約 8 千人とみる。実藤恵秀（1970）「第 2 章 日本留学のうつりかわり」『中国人
日本留学史』（増補版）所収，くろしお出版，S.55～61。 
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激減したものの，日華学会の調査によれば，1931 年の時点で中華留学生は総計 3096 人で
あった38。日中戦争が全面爆発する直前の 1937 年 6 月時点の調査では，中華留学生者数
が大幅に増加していて，5945 名に達し，満州事変以前の 2 倍ほどになっていた39。戦前の
日本では中華留学生が外国人留学生の中で圧倒的な多数を占めていた40。 
近年，民国時期中国人日本留学生の数に関する研究の代表的な研究成果として，周一川
の「近代中国人留学生統計資料に関する考察―民国期を中心に」41があげられる。周は中
国人留学生に関する統計資料を担当機関（中華民国留日学生監督処，文部省，日華学会な
どの 5 機関）に分け，各統計の背景，目的，内容，性質などを析出するとともに，遺漏や
誤記などのミスを指摘した。筆者は周が史料をまとめて作成した各統計表に基づき，下記
の各年度民国留日学生総人数統計表を作成した。 
 
中国留学生収容官公私立学校数並総員数調（毎年 5 月末現在）42 
 公私立学校数並員数43             官立学校数並員数44 総員数 
年度 収容学校数 員数計 収容学校数 員数計 合計 
大正 3 年度 135 3130 37 666 3796 
同  4 年度 117 2333 32 778 3111 
同  5 年度 118 1976 35 814 2790 
同  6 年度 116 2075 36 816 2891 
同  7 年度 109 2812 36 912 3724 
同  8 年度 121 2496 35 959 3428 
                                                     
38 『留日中華学生名簿』（5 版）日華学会学報部，昭和六年。実藤恵秀は第 2 章の注記で「昭和 10 年現
在，日華学会の正確なる調査になる≪第五版中華学生名簿≫によれば，じつは留学生総計 3781 人であっ
た」と述べた。筆者の調査で実藤の記述には誤記があり，実は昭和 10 年（1935 年）に出版された留学生
名簿は第 5 版ではなく，第 9 版であった。 
39 『中華民国満州国留日学生名簿』（11 版）日華学会学報部，昭和十二年六月。 
40 田中剛（2013）「日本敗戦前後の中国人留日学生政策―汪精衛政権・「満州国」・「蒙疆政権」」『長江流
域社会の歴史景観』所収，森時彦編，京都大学人文科学研究所，S.235～263. 
41 周一川（2015）「近代中国人留学生統計資料に関する考察―民国期を中心に」『近現代中国人日本留学
生の諸相』所収，大里浩秋 孫安石編著，神奈川大学人文学研究叢書 35，御茶の水書房，S.115～136． 
42 表は周稿の［資料１］と［資料 3］を合算するものである。表は不完全な統計であるが，合計に留学予
備教育学校（東亜同文書院など）が含まれていないという（周一川 2015，S.122）。 
43 出典：文部省普通学部局（大正 15 年 5 月末）「支那留学生ニ関スル調査」外務省記録文書『在本邦留
学生関係雑件』第 3 巻所収．［資料１］（周一川 2015，S.118）。 
44文部省普通学部局（大正 10 年 5 月末）「直轄学校在学支那朝鮮留学生員数調」外務省記録文書『在本邦
清国留学生関係雑纂―日華学会』所収。［資料 3］（周一川 2015，S.123）。 
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同  9 年度 112 2236 36 1015 3521 
同 10 年度 87 948 44 1171 2119 
同 11 年度 133 1071    
同 12 年度 295 1828    
同 13 年度 360 1756    
同 14 年度 378 2095    
同 15 年度 156 1774    
日華学会『名簿』の留学生統計（1927～1944）45 
年（版・回） 総人数【多重学籍】 高等・専門（内枠） 備考 
1927（第 1 版） 1924 未分類 軍事学校，試験場な
どが含まれている
が，予備校が含まれ
ていない。 
1928（第 2 版） 2480 未分類 同上 
1929（第 3 版） 2485 未分類 予備校が含まれてい
る。以下同様 
1930（第 4 版） 3049 未分類 同上 
1931（第５版） 3096【124】 2528（大 945，専
1065，陸 378，特
予 140） 
学校分類が始まる。 
1932（第 6 版） 1421【21】 1365（大 600，専
616，陸 50，特予
99） 
『名簿』注：実際に
在留勉強中の者は
800 名内外。 
1933（第 7 版） 1417（中 1046，満
311）【60】 
1266（大 556，専
688，特予 22） 
専には陸軍が含まれ
ている。以下同様 
                                                     
45 表は周稿から引用するものである。『名簿』に収録されていない学校もあり，不完全な統計である。出
典：『中国留学生名簿』（1927～32），『留日学生名簿』（1933～36），『中華民国・満州国留学生名簿』
（1937～39），『中華民国留日学生名簿』（1940～44），日華学会学報部。【表 2】（周一川 2015，
S.127）。 
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1934（第 8 版） 2340（中 1419，満
749）【172】 
1855（院 147，大
669，専 971，特予
68） 
 
1935（第 9 版） 3781（多重学籍を除く
中 2394，満 1133）
【247】 
2911（院 261，大
839，専 1149，予科
662） 
総人数は内枠数と会
わない。 
1936（第 10
版） 
5909（多重学籍を除く
中 3857，満 1805）
【258】 
4777（院 354，大
1078，専 2068，予
科 1277） 
 
1937（第 11
版） 
5945（中 4009，満
1936）【415（中 352，
満 63）】 
5114（院 301，大
1214，専 2068，予
科 873） 
 
1937．11．1 （中 403）  出典：第 14 版名簿 
1938（第 12
版） 
3132（中 1512，満
1620）【29（中 10 満
19）】 
2916（院 150，大
921，専 3126，予
科 215） 
『名簿』の注： 
正味在籍：3103 
一時帰国：1099 
残留実数：2004 
1939（第 13
版） 
2357（中 1023，満
1334）【25（中 8，満
17）】 
2016（院 75，大
500，専 1179，予科
262） 
『名簿』の注： 
正味在籍：2332 
一時帰国：415 
残留実数：1917 
1940（第 14
版） 
2137（中 1204，満
93346） 
未分類  
1941（第 15
版） 
2722（中 1466，満
1256） 
未分類  
                                                     
46 14 版から統計名簿は『中華民国学生名簿』と改称し，中華民国留学生だけを調査することになった。
以下（1940～43）「満州国」学生数の統計は周稿【表３】から引用するものであり，官吏（在職）留学生
が含まれていない。出典：「留日学生性別男女比較表」『満州国留日学生録』所収，駐日満州国大使館，
1943，S.96．「五，附表 留日学生性別男女比較表」『満州国留日学生録』所収，1937，S.1．【表３】（周
一川 2015，S.130） 
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1942（第 16
回） 
2561（中 1341，満
1220） 
未分類  
1943（第 17
回） 
2384（中 1380，満
1004） 
未分類  
1944（第 18
回） 
中 1118 1028（学部以上
346，専 590，予科
92） 
 
 
Ⅱ 清末留日学生・政治亡命者の翻訳活動 
 『海国図志』や『万国公法』などの伝播から見られるように，明治維新まで日中両国の文
化交流において，中国は一方的に政治制度・仏教・法律などを日本へ輸出する側に立ってい
た。譚汝謙の統計では，日清戦争までの 300 年間に日本訳中国書は 129 種に達した。これ
に対して，中国訳日本書はわずか 12 種であった47。日清戦争以降，文化を中国から輸入し
ていた日本は中国へ文化を輸出する国となった。 
 総理衙門の管轄下に置かれた京師同文館は 1896 年に東文館を設け，日本語人材の育成を
目標とした。翌年に康有為・梁啓超をはじめとする維新派は上海で大同譯書局を創設し，そ
の翻訳の対象が「日本文献を主とし，西洋文献を補助とする」48という。このほか，全国各
地で日本語学校が新設された。これらの学堂は日本人によって創設されたものは多数あり，
日本人教習を招聘し，日本語を教えるほか，小学校や中学校の科目（歴史，地理，倫理など）
も教えた。この中，特に考古学者・教育者の羅振玉が 1896 年に上海で創立した東文学堂は，
日本語書籍を翻訳できる人を育成し，王国維，呉爾昌，瀋紘など傑出した人材を輩出した49。 
 日清戦争後，日本に派遣されてきた留学生たちは，翻訳の実力が備わると，1900 年代初
頭に「訳書彙編社」などの日本書漢訳団体を作った。訳書彙編社は『訳書彙編』という月刊
誌を発行し，18～19 世紀の欧米および日本の政治・社会学・哲学など，大学の講義に使う
著作を中文の翻訳で雑誌に連載し，多くの単行本も刊行した。その創刊号の目録をみると，
                                                     
47 譚汝謙（1980）「中日之間語言文学的翻譯（代序）」『中国譯日本書総合目録』所収，實藤恵秀監修・譚
汝謙主編 小川博編輯，香港中文出版社，1980，S.33～117．以下では，譚稿と略称する。 
48 （原文）「以東文為主，而輔以西文」。梁啓超（1902）「大同譯書局敍例」『時務報』第 42 冊，『飲冰室
文集』之二所収，廣智書局，S.3-4． 
49 譚汝謙（1980），S．58～59． 
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例えば，（徳国）海留司烈著『社会行政法論』，（法国）孟徳斯鳩著『万法精理』，（日本）有
賀長雄著『近世政治史』とか，日本以外欧米人の著書も日本文から重訳したのである。訳書
彙編社に属した訳者には，章宗祥や曹汝霖など民国時代に政治家に転じた人物もいた50。 
譚汝謙の統計では，一部の中国訳日本小中学校の教科書を除き，1896～1911 年に留日学
生・政治亡命者による訳書の総数は 958 種に達した。社会科学の訳書は一番多く，366 種あ
り，全体の 38％を占める。世界歴史・地理関係の訳書は 175 種，全体の 18％，そのつぎに
語学関係の訳書は 133 種，全体の 13％を占める。応用科学と自然科学の専門書も約 100 種
日本語から訳出されたものである51。1903 年に趙必振によって訳出された『近世社会主義』
（福井準造著 有斐閣 1899）は，マルクス主義学説を体系的に紹介する中国初の社会主
義文献として，民衆の革命思想の啓蒙に多大な役割を果たした。 
 
Ⅲ 民国初期留日学生の社会主義思想の受容 
3-1．陳独秀と李大釗のマルクス主義思想の受容 
 中国共産党草創期の「南陳北李」の主人公である陳独秀と李大釗の社会主義思想の受容も
日本と切り離すことはできない。1902 年に清国政府によって奨励されていた日本への留学
に応じ，成城学院の陸軍科へ留学する陳独秀は，日本で「奨励会」に加入し，民族主義を以
って宗旨とする「青年会」の創立者の１人として積極的に活動し，革命運動の中に身を投じ
ていたという。1915 年に日本より帰国した陳は 9 月に上海で『青年雑誌』（翌年に『新青
年』と改称）を創刊した。『新青年』において陳は中国人の精神を支配している封建的・儒
教的文化や社会制度を一掃し，それを「徳先生」（デモクラシー）や「賽先生」（サイエンス）
などの西欧近代思想によって置き換えるべきであると主張した。この過激な主張は魯迅や
胡適など辛亥革命後の政治情勢に不満を抱えた当時の中国知識人の広い共感を得て，『新青
年』が一躍「新文化運動」の中心となった52。 
1919 年の五四運動後，『新青年』は急速にマルクス主義に傾倒し，マルクス主義学説を宣
伝する陣地となった。1913～16 年にかけて早稲田大学に留学した中国マルクス主義の先駆
                                                     
50 実藤恵秀（1970）「第 5 章 留学生の翻訳活動」『中国人日本留学史』（増補版）所収，くろしお出版，
S.276．張迪（2009）「近代中国における日本書籍の翻訳と紹介―19 世紀末から 20 世紀初頭の概況とそ
の特徴―」『言葉と文化』（10），S.197-209. 
51 譚汝謙（1980），S.61． 
52 中屋敷宏（1980）「「五四」新文化運動と陳独秀―中国近代文学の思想的基礎についての考察―」『文系
論叢 文学科篇』（1），S.201-225． 
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者李大釗は，帰国 3 年後『新青年』第 6 巻第 5-6 号に上・下 2 回にわたって「我的馬克斯
主義観」を連載した。この文章は中国人に系統的にマルクス主義学説を紹介する初めての作
品であったという53。李は「上」で経済理論史におけるマルクス学説の地位，唯物史観を紹
介し，「下」で労働価値論などのマルクス経済学を論じている。しかし，李大釗は河上肇を
通じてマルクス学説を摂取したという。三田剛史は研究史を踏まえて『甦る河上肇―近代中
国の知の源泉』で次のように述べている。 
 
「上」は全七章の内，2・3・5 章のほとんどと 1・6 章の一部が，河上肇の論文「マルク
ス主義の理論的体系」の翻訳ないしは若干の要約となっている。「下」は，福田徳三の著作
を種本としている。つまり，1919 年の時点で，李大釗はマルクス主義に対する思想的理解
を河上肇から学んでいたと言える54。 
 
同時代の日本の社会主義文献の出版状況をみると，1919 という年は特筆すべき年でもあ
った。日本国内では 1910 年の大逆事件で幸徳秋水らの社会主義者が処刑された後，社会主
義運動は「冬の時代」に入り，沈滞することとなった。しかし，1917 年のロシア革命の勃
発や普選運動の高まりを中心とする大正デモクラシーの運動が進展するなかで，社会主義
は再び多くの人々から関心を引き寄せてきた。1919 年にジョン・ズバーゴ著・村上正雄訳
『カール・マルクス伝』や，『資本論』第 1 巻の的確な紹介書といわれるカウツキー著高畠
素之訳『マルクス資本論解説』と山川均著『マルクス資本論大綱』など，20 種類以上のマ
ルクス主義文献の翻訳と解説書がこの年に出版された。著作のほか，河上肇が 1919 年に創
刊したマルクス主義研究の個人誌『社会問題研究』や，堺利彦らの『新社会』と山川均らの
『社会主義研究』などの雑誌が毎回数万部を発行し，驚異的な売れ行きを示していた55。 
 
3-2．陳溥賢によるマルクス主義文献の翻訳と後期の転向 
                                                     
53 侯且岸「対李大釗「我的馬克思主義観」之重要価値新識」『北京日報』（2011．7．11）。これは中国学
界の通説となっているが，これより一年前に，食力（陳溥賢）による河上肇譯『賃労働と資本』がすでに
1919 年 5 月 9 日～6 月 1 日に『晨報』の「馬克思研究」コラムに連載され，それに先行するということ
が周知の事実になっている。 
54 三田剛史（2003）『甦る河上肇―近代中国の知の源泉』藤原書店，S.320．三田は次の論文を参照して
いる。斉藤道彦（1970）「李大釗 私のマルクス主義観」『櫻美林大学中国文学論叢』（2）。後藤延子
（1992）「李大釗とマルクス経済学」『人文科学論集』（26），信州大学人文学部。 
55 石川禎浩（2001）『中国共産党成立史』岩波書店，S．38． 
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 五四運動前後，中国における社会主義関連著作の出版状況を見ると，マルクス・エンゲル
ス・レーニンらの古典著作そのものよりも，カウツキーや日本人社会主義者による解説書の
翻訳および「正統派」マルクス主義以外の文献の方がはるかに多いのである。この時期，カ
ウツキーの解説書など欧米の社会主義文献が，日本経由で中国語に重訳されたものも少な
くなかった，と思われる。 
 例えば，1918 年 12 月に北京で再創刊された『晨報』56は，『新青年』よりも早くマルク
ス主義伝播の第一声をあげ，マルクス主義の普及史において重要な位置を占めている。五四
前夜に第七版の「名人小史」欄に 1919 年 4 月 1 日から 4 日まで，4 回にわたって淵泉訳
「近世社会主義鼻祖馬克思之奮闘生涯」57を掲載した。さらにマルクスの生誕を記念する形
で，5 月 5 日に文化面にあたる第 5 版・第 7 版で「馬克思研究」欄を増設し，11 月中旬に
わたって以下のマルクス主義著作を日本語文献から翻訳・重訳して連載した。 
『晨報』の「馬克思研究」欄58（1919．5～11） 
翻譯文献 譯者 日付 回数 原著 
馬克思的唯物史
観 
淵泉 5．5～5．8 1～3 河上肇（1919．2）「マルクスの社会主義の理論的体
系」『社会問題管見』第 2 冊所収，弘文堂書房． 
労働輿資本（全
訳）59 
食力 5．9～6．1 1～24 カアル・マルクス原著河上肇譯（1919．4）「労働と
資本」『社会問題研究』第 4 冊所収，弘文堂書房． 
馬氏資本論釋義
（前半，抄訳） 
淵泉 
譯注 
6．3～7．17 1～43 カウツキー著高畠素之訳（1919．5）『マルクス資本
論解説』賣文出版社． 
馬氏唯物史観概
要 
無署名 7．18～7．24 1～7 堺利彦（1919．04）「唯物史観概要」『社会主義研究』
（1）所収，平民大学． 
馬氏唯物史観的
批判（抄訳） 
無署名 7．25～8．5 1～12 賀川豊彦（1919）「唯心的経済史観の意義」『改造』
（7 月号）所収，改造社． 
                                                     
56 『晨報』の前身である『晨鐘報』は 1916 年 8 月 15 日に，立憲派の名士湯化龍，蒲殿俊と劉崇佑によ
り，北京で創刊された新聞紙で，1918 年 9 月 22 と 24 日に，段祺瑞政府が鉄道を抵当に日本政府から 2
千万借金したニュースを掲載したため，24 日当日，京師警察庁に停刊を命じられた。 
57石川によれば，この論文は 河上肇（1918）「マルクスの『資本論』」『社会問題管見』所収の抄訳であ
る。石川禎浩 2001，S. 29． 
58 『晨報』（9），1919 年 4～6 月，人民出版社，1981 年複製版．『晨報』（10），1919 年 7～9 月，人民出
版社，1981 年複製版． 
59 食力（陳溥賢）譯『労働與資本』（『賃労働と資本』）はマルクス・エンゲルス著作の最初の中国語全訳
であり，『共産党宣言』初の中国語全訳（陳訳 1920）にも先行している。しかし，単行文を刊行しな
く，新聞に連載したため，大きな反響を呼ぶことができなかった。 
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馬氏資本論釋義
（後半，抄訳） 
淵泉 
譯注 
8．6～11．11 44 ～
138 
カウツキー著高畠素之訳（1919．5）『マルクス資本
論解説』賣文出版社． 
  
「淵泉」は李大釗の筆名であるという説が中国にあるが，石川の考証によれば，「淵泉」
とは当時『晨報』の記者陳溥賢の筆名である。さらに食力訳『労働與資本』や無署名の二本
の論文を含む『晨報』の「マルクス研究」欄に連載された文章はすべて陳溥賢が訳したもの
であるという。陳は吉野作造をはじめとする日本知識人と李大釗との仲介役として，李の社
会主義思想の受容に大きな影響を与えていた60。 
 陳溥賢（1891～1957），字は博生，福建閩侯県の人，13 歳の時に日本に留学し，早稲田
大学政治経済学科卒業後さらに欧米に遊学し，1916 年前後に帰国，『晨鐘報』に入社した。
1918 年末，『晨報』の特派員として再度日本にわたり，パリ講和会議に対する日本の態度に
関する記事を『晨報』に送りつつ，「黎明会」や社会主義思想の現状を精力的に取材した。
1919 年 5 月に帰国し，『晨報』の編集長を務め，学生運動を積極的に支持し，マルクス主義
を宣伝する第一人者として活躍していた。1920 年 11 月，中国新聞界初のヨーロッパ特派員
として渡英した61。 
石川の研究に触れていないことがある。1922 年 11 月イギリスより帰国した陳は『晨報』
に復帰し，1930 年まで編集長を務めていた。しかし，第一次国共合作が崩壊した後，1920
年代後半から反共産党の立場に立った。陳が編集長を務めた『晨報』の「社説」から彼及び
『晨報』の転向が窺われる。例えば，1928 年の「社説」は学生運動を痛烈に批判し，その
原因を社会主義思想の流入に転嫁している。 
 
言わば，学生の中毒程度は 3 段階がある。第 1 期は新思潮の流入，第 2 期は政治運動の
勃発，第 3 期は共産党邪説の侵入である。新思潮の流入は早すぎたため，学生の旧道徳観を
打破したが，新道徳の基礎がまだ出来ていない。…共産党邪説の侵入は新旧道徳の際限を撃
破したため，学校は党部となり，学生は工具となり，読書求学は反革命となった62。 
                                                     
60 石川禎浩・王捷（1999）「五四時期李大釗的思想與茅原崋山，陳溥賢」『李大釗研究論文集』所収，
S.576～590． 
61 石川禎浩（2001），S.31 
62 「社論 今日的学風（一）」『晨報』1928 年 4 月 9 日第 2 版．原文「也就說學生中毒的程度分三期，第
一期是新思潮的湧來，第二期是政治運動的興起，第三期是共產黨邪說的侵入。我們似乎可以說，因新思潮
湧來的太驟，所以學生舊道德觀念為之打破，而新道德基礎不能確立。…乃至共產黨學說侵入，新舊道德的
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新道徳の基礎が出来ていないのに，社会主義思潮の流入は旧道徳の基礎を撃破したため，
青年学生は判断の基準を失い，社会に混乱をもたらしたではないかという困惑は，李の転向
を促す一つの可能性であると考えられる。文書の最後，「最初に新思潮を提唱する人はこれ
らの怪現象が社会への侵入を予想していなかった。しかし，正直に言えば，最初に新思潮を
鼓吹する人の言論には過激の部分があっただろう。」と反省の姿を示しつつ，国民政府を擁
護する立場に立っていた63。 
 
3-3．民国時期社会主義関連日本語文献の中国語訳 
三田は『甦る河上肇―近代中国の知の源泉』で北京図書館篇『民国時期総書目』と實藤恵
秀監修・譚汝謙主編・小川博偏輯『中国訳日本書総合目録』という二種類の既存目録から，
社会科学関連日本語文献の中国語訳を抽出して清末から民国期までの「中国語訳日本社会
科学文献目録」を作成した。三田の統計では，1875 年から 1949 年 9 月まで刊行された社
会科学関連日本語文献の中国語訳は，合計 1869 点が見いだされた。最も多くの中国語訳を
有する分野は経済であり，533 点となる。その一例として，『民国時期総書目』（上・下）の
「経済総論」の項に政治経済学，経済学通論，経済思想史などの経済学書が 736 点収録さ
れている。翻訳文献は重複を除くと合計 368 点，50％あった。他言語から日本語経由の重
訳 23 点を含む日本語文献からの中国語訳は最多の 114，11.5％を占める。5 点以上の中国
語訳を有する日本人原著訳者の中，河上肇（34），山川均（25），堺利彦（14），安倍磯雄（7），
山川菊栄（6），幸徳秋水（5），福田徳三（5）らの社会主義者による著作の中国語翻訳が最
も多い64。 
 
                                                     
壁壘遂完全擊破，學校遂成為了黨部，學生完全變作工具，讀書求學遂成為反革命」。  
63「社論 今日的学風（一）」『晨報』1928 年 4 月 9 日第 2 版．原文「這些怪象，在最初提倡新思潮的人
也許意料不到其末流竟至於此。但是說一句公平話，最初鼓吹新思潮的人發言立論業實在不無過火的地
方」。転向に関しては，特に「社説 今日的学風（三）」と社説 今日的学風（四）」に共産党を痛烈に批
判し，学生の赤化を懸念する一方，国民政府への擁護が字句の端々に満ちている。「社論 今日的学風
（三）」『晨報』1928 年 4 月 11 日第 2 版．「社論 今日的学風（四）」『晨報』1928 年 4 月 12 日第 2 版。 
64 三田剛史（2003），S. 474～476． 
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第 3 章 中日両国における『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点 
 
Ⅰ はじめに 
マルクス・エンゲルスの独自の歴史観として知られる唯物論的歴史観 （史的唯物論）
が成立したのは，1845 年に二人が共同で執筆した『ドイツ・イデオロギー』第 1 章「フ
ォイエルバッハ」においてであった。渋谷正の研究によれば，二人のこの共著が，原語の
ドイツ語ではじめて公表されたのは， 1926 年に刊行された『マルクス・エンゲルス・ア
ルヒーフ』（以下，『アルヒーフ』と略称）の第 1 巻においてであった。編集者の名前を
取ってリャザーノフ版と呼ばれるこの版本は，刊行されたその年のうちにただちに日本語
で翻訳公表された。すなわち，同章は，櫛田民蔵と 森戸辰男によって翻訳され，雑誌
『我等』第 8 巻第 5，6 号に「マルクス/エンゲルス遺稿『獨逸的観念形態
ドイチエ・イデオ  ロギー
』」の第一篇＝
フォイエルバッハ論」として収録された。その訳稿は改訂されて『マルクス/エンゲルス遺
稿／ドイッチェ・イデオロギー』という書名で，1930 年 5 月に我等社の『我等叢書』の
第 4 冊として出版された。 
雑誌『我等』に掲載された櫛田・森戸による『ドイツ・イデオロギー』の最初の翻訳で
は，リャザーノフ版における「編集者序言（Einführung des Herausgebers）」，脚注，いわ
ゆる「清書稿」の前半部は省略されている。これに対して二人が改訂した『我等叢書』第
4 冊の翻訳では，雑誌『我等』で省略された部分も含まれており，リャザーノフ版の全訳
となっている65。 
中国初の「フォイエルバッハ」章の翻訳は郭沫若によって試みられ，1938 年に上海言行
出版社より『徳意志意識形態』と云うタイトルで公表された。郭沫若版の「訳者弁言」に
よれば，この版も 1926 年のリャザーノフ版を底本にして翻訳編集された。中日両国にお
ける『ドイツ・イデオロギー』普及史の起点はいずれも，このリャザーノフ版であった。 
郭版は，「編集者序言」と「清書稿」の前半部分も含むリャザーノフ版の全訳である。
郭沫若は「訳者弁言」で，リャザーノフ版による「編集者序言」の後に書かれた「手稿と
テキストの編集作業」を抄訳し，このリャザーノフ版の編集方針を 6 項目にまとめ，実際
                                                     
65 渋谷正（2012）「日本における『ドイツ・イデオロギー』の翻訳普及史」，『マルクス・エンゲルス・マ
ルクス主義』（53），S.47-63. 
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にもその骨子を梃子に編訳を施した。異文情報について言えば，抹消文を「」，『』のなか
に入れて小文字で表示したり，欄外にある加筆を本文に入れるかまたは脚注で示したりし
ている。 
マルクス・エンゲルスによる改稿情報が最初の中国語訳郭版においてすでに部分的に反
映されている。近年，中日両国の斯学関係者の間で，中日両国における『ドイツ・イデオ
ロギー』翻訳・普及史の起点がリャザーノフ版であったことに対して，そもそもこの翻訳
がいつ，どのようにして作成されたか，と云う問題関心が高まりつつある。日本国内での
こうした問題関心は渋谷正によって，中国国内では張一兵および韓立新によって先鞭がつ
けられた。 
日本国内では，張，韓は共に，中国のマルクス主義哲学界を代表する研究者として知ら
れる存在だが，二人のこの問題への言及を比較検討すると，郭版成立のもっとも基本的な
書誌的事項において，全く異なる認識を示している。 
すなわち，張は郭版の成立時期を 1931 年とみるのに対して， 韓は 1927 年とみるので
ある。この違いは，郭版成立の背景を検討する上で，決定的である。というのは，1927 年
であれば，郭は翻訳を中国国内で革命運動に邁進する傍ら行ったことになり，1931 年であ
れば，日本で亡命中に翻訳を仕上げたことになるからである。興味深いことに，郭版の
1931 年成立説を採る張は，郭版と日本語訳との関係に全く触れようとしない。ところが，
具体的ではないとはいえ，郭版の 1927 年成立説を採る韓は，この翻訳に櫛田と森戸の雑
誌『我等』での翻訳からの影響を推断するのである。 
本章では，郭版成立に関する韓と張とのこうした基本認識のズレが一体何に基づくもの
であるのかの考察からはじめ， 郭版成立時期の推定に関する韓と張の認識のいずれが正
当かを解明した後，張が一切言及しない郭版と日訳との関係について立ち入った考察を行
い，郭版成立でまだ不分明な問題点を明確にする。最後に，これとの関連で，『ドイツ・
イデオロギー』第 1 章「フォイエルバッハ」 のアジアにおける普及史研究において，中
日両国の研究者が取り組むべき喫緊の課題が何であるかについて問題提起を試みたい。 
 
Ⅱ 郭版成立時期推定に関する張一兵と韓立新の論拠 
最近の研究史で，中国国内で郭版への関心をリードしたのは，2007 年の張に郭版の翻
刻・刊行にある。張は，「2007 年深秋」の日付を持つ「跋」を同書に付す。ここで張は，
34 
 
「実は，郭氏は 1931 年前後既にこの本を訳し終え，その訳本は 1938 年 11 月に始めて上
海言行出版社から出版された」，と述べ，郭の翻訳は，「1931 年前後」に成立したと推定
した。論拠は不明だが，おそらく，『郭沫若年譜』の記述(後述)によるものであろう。 
これに対して，韓立新は，2011 年 2 月に東京で「東アジアにおけるマルクス研究の到
達点と課題」をテーマに開催された国際会議において，「中国における『ドイツ・イデオ
ロギー』翻訳史の概要」と題した報告66を行い，郭訳は 1927 年に作成されたものであると
指摘し，中訳を作成する際，郭沫若は，1926 年に刊行された櫛田・森戸訳を収録した『我
等』雑誌版を参考にしていると推定した。論拠は，郭版は，1947 年に上海群益出版社か
らも同名で刊行されているが，この上海群益出版社版の「序」では，郭自身が，「この本
は，20 年前の旧訳であった」67，と述べていることに求められた。すなわち，1947 年の
20 年前だと，1927 年になり，これは，上記『我等』雑誌版の 1 年後になるからである。 
郭版の成立時期において，張と韓は，このように全く異なる認識を示している。最初に
指摘したように，この 1927 年と 1931 年という年次の違いは，郭訳成立の背景を考える場
合，看過できない問題がある。郭沫若は，蒋介石に追われ，1928 年 2 月に日本へ亡命
し，千葉県市川市に居を構え，1937 年に中日戦争が勃発すると再び帰国して国民政府に参
加した。韓の推定だと，郭版の成立は，郭の日本への亡命前だが，張の推定だと，亡命中
になる。そもそも，いずれの推定が正しいのであろうか? 
 
Ⅲ 韓推定が直面する矛盾 
最初に，郭版成立年次に関する張と韓との対立点を取り上げよう。1947 年上海群益出版
社によって出版された『徳意志意識形態』の「序文」において，郭はこの翻訳の出版経緯
について，次のように述べている。「本書は 20 年前の旧訳であった。訳稿は神州国光社
の王礼鍚氏に渡したが，時局のためになかなか出版することができなかった。その後，抗
日戦争の時期に印刷されたが，大後方にいた私はすぐにはそれを見ることができなかっ
                                                     
66 韓立新（2012）「中国における『ドイツ・イデオロギー』翻訳史の概要」『マルクス・エンゲルス・
マルクス主義研究』（54・55），S.37～43． 
67郭沫若（1947）「序文」『德意志意識形態』 所収，馬克思恩格斯合著郭沫若譯，群益出版社．引用文は
筆者による翻訳である。 
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た。戦争が終わってから上海に戻ると，神州国光社から印税の代わりとして現物の本を手
渡され，私としては喜んで受け取った。」68。 
ここから韓立新は，郭の中国語訳は 1927 年（1947-20=1927）に作成されたと推断し
た。ところが，郭は同書の「訳者弁言」において，「フォイエルバッハ」章の日本語訳の
出版事情について次のように述べている。「訳者の知る限りでは，本書の日本語訳はすで
に 3 種類まで出ている」69。郭がここで言及している 3 種類の日本語訳とは，リャザーノ
フ版「フォイエルバッハ」章の最初の 3 つの日本語訳，すなわち櫛田·森戸訳（1926 年 5
－6 月の雑誌『我等』訳と 1930 年 5 月の『我等叢書』訳），1930 年 2 月の由利保一・竹
内隼人訳，1930 年 7 月の三木清訳以外にはない70。 
3 つの日本語訳がすべて出版されたのは 1930 年 7 月までであるから，郭が翻訳作業を
終えたのは 1930 年 7 月以降であると考えられる。こうして，翻訳作業の時期に関する
「訳者弁言」の記述と「序」の記述とは矛盾することになり，韓推定の根拠に疑義が生じ
る。 
リャザーノフ版『ドイツ·イデオロギー』の翻訳時期について，郭の記憶に従って整理さ
れたという『郭沫若年譜』では次のように述べられている。「本年(1931 年―引用者)郭沫
若は『ドイツ·イデオロギー』（[ドイツ]マルクス·エンゲルス共著）を訳し，『訳者弁言』
を執筆した」71。張の推定の根拠と考えられる一節だが，韓の推定の前提となる郭の記述
は，この年譜の記述とも矛盾する。 
こうして，韓の推定とその論拠は，大きな矛盾に直面することになる。もし，郭版への
日本語版の影響が，櫛田と森戸の雑誌『我等』での翻訳に限定されるのであれば，韓の推
定にも合理性がある。逆に，1930 年に刊行された日本語の翻訳からの影響が明白なら，
1927 年説は成立しない。そこで次に，この点を明確にしよう。 
 
Ⅳ 日本語訳の郭版への影響 
                                                     
68 郭沫若（1947），「序文」。 
69 郭沫若（1938）「譯者弁言」『德意志意識形態』所収，馬克思恩格思合著郭沫若譯，言行出版社．引
用文は筆者による翻訳である。 
70 渋谷正（2012）「日本における『ドイツ·イデオロギー』の翻訳普及史」『マルクス·エンゲルス·マル
クス研究』（53）所収，S.47～63． 
71 龚继民方仁念著（1987）『郭沫若年譜』（上），天津人民出版社。 
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筆者は Nation（国民・民族），Verkehr（交通・交易）をはじめとする 17 の翻訳術語を
選び，リャザーノフ版，雑誌『我等』訳，『我等叢書』の訳文，由利・竹沼訳72および郭
版での翻訳＝漢語表記について比較表を作成した（「附表 1」，参照）。誌面の制約上，
全体を掲げることはできないので，いくつかの術語について例示する。 
 
4-1．Proletariat 
以下はリャザーノフ版『フォイエルバッハ』章に現れる「Proletariat」の翻訳術語の対
照表である。 
番号 
リャザーノフ版 
（1926） 
雑誌『我等』訳
（1926） 
『我等叢書』訳
（1930） 
由利・竹沼訳 
（1930） 
郭沫若訳 
（1938） 
17-1 Proletariat 無産者 プロレタリア プロレタリアート 無產階級 
27-1 Proletariat プロレタリア プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 
32-1 Proletariat プロレタリアート プロレタリアート プロレタリアート 無產者 
52-1 Proletariats プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 無產階級 
53-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 無產階級 
54-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 普羅列塔利亞 
57-1 Proletariat プロレタリア プロレタリアート プロレタリアート 普羅列塔利亞 
63-1 Lumpenproletariat 浮浪プロレタリア 浮浪プロレタリヤ ロンペンプロレタリアート 全未脫掉遊民 
67-1 Proletariats 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
67-2 Proletariats 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
67-3 Proletariat 無産者 プロレタリヤ プロレタリアート 無產階級 
{3e}-1 Proletariat 無産者 プロレタリア プロレタリアート 無產者 
番号「17-1」は，草稿の 17 ページにおいて最初に現れる Proletariat であることを意味
する。櫛田・森戸による二つの日本語訳では，訳者が分担翻訳をしたためか，翻訳術語が
統一されていない。この結果，「Proletariat」が「無産者」，「プロレタリア」，「プロ
レタリアート」，「プロレタリヤ」と訳出=表記されている。郭が，リャザーノフ版を底
本にしていたとすれば，同じドイツ語を「無產階級」，「普羅列塔利亞」等に訳出=表記
                                                     
72由利保一訳・竹沼隼人閲（1930．02）『リャザーノフ編，マルクス・エンゲルス遺稿，ドイッチェ・イ
デオロギー，第一篇，フォイエルバッハ論』，永田書店。 
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することはなかったであろう。郭訳では，「Proletariat」→「プロレタリア」→「普羅列
塔利亞」のように，郭は「プロレタリア」の音訳「普羅列塔利亞」をも使っているので，
櫛田・森戸の二つの日本語訳から郭版への影響を看取できる。しかし，この事例だけで
は，郭が櫛田・森戸訳のどの版本を参照したのかは不分明である。そこで訳注を見ること
にしよう。 
 
4-2．訳注 
訳注は，翻訳文をよりよく理解するために翻訳者がつける注釈である。従って訳者が異
なれば訳注も自ずと異なったものになる。訳注を比較すると，郭が翻訳をする際参照した
版本を特定できよう。櫛田と森戸の雑誌『我等』所収の翻訳には訳注は存在しない。しか
し，『我等叢書』版の翻訳には多数の訳注があり，これと郭版との関係は次のように整理
できる。 
訳注比較表 
出所 1930 年『我等叢書』 1938 郭沫若版 参照状況 
テーゼ 第三章 über ihn として  「其他」 [全訳] 
５  物象 [無] 
17  *（一般的）此字原文 [無] 
18  *此字意乃「競争」 [無] 
18  此義殆以原始 [無] 
19  此指亞丹斯密 [無] 
20  中國昔時本是帝國 [無] 
23  即勞心勞力之別 [無] 
27 注一－訳者 注一 [抄訳] 
27 注二－訳者 注二 [全訳] 
27 注三－訳者 注三 [全訳] 
29 注三－訳者 危甘德季刊 [全訳] 
29  注四－訳者 哲学之未来 [全訳] 
29 注七－訳者 莎士比喜剧 [抄訳] 
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32  wahr 疑是 war 之誤 [無] 
50 注二－訳者 *爱欽 [全訳] 
56  偶然性與必然性相反 [無] 
60 注二－訳者 Sirmer [抄訳] 
64  *滿人之侵略中國就是絕好
的例證 
[無] 
65  *此節乃未寫成之文字 [無] 
Notizen  此語頗為費解 [無] 
 
上記比較表の「参照状況」欄の「全訳」は，郭沫若訳において，櫛田・森戸による『我
等叢書』の訳注から全文翻訳されたもので，「抄訳」はそれの要約･意訳であることを意
味する。「無」というのは，郭沫若は『我等叢書』の訳注を参照せずに，独自に訳注を付
記しているという意味である。 
郭版の訳注は櫛田・森戸による『我等叢書』の訳注と重なるものが多い。郭版における
訳注は総計で 21 箇所ある。そのうち，「全訳」と「抄訳」を含めて，『我等叢書』の翻
訳を参照したものは 9 箇所あり，およそ全体の半分を占めている。「全訳」の例として
は，草稿の 27 ページ，『我等叢書』訳における「注三」が挙げられる。 
 
「【注三―訳者】ウィデイ君とは Jakob Venedey(1805-1871)のことである。彼はドイツ
の自由主義的著作家で，その反政府的言動のために，長く仏英に亡命生活を送っていた
が，一八四八年の革命の際帰国してフランクフルトの準備会議および
Nationalversammlung に選ばれ，左派の一指導者となった。」73 
 
この訳注は，郭沫若訳において，次のように翻訳されている。 
 
「(注三)文迪泰（Jakob Venedey.1805-1871）74：德國自由主義的著作家，受政府迫害，
                                                     
73 『我等叢書』第 4 冊，我等社，S.133． 
74 郭版において，郭沫若は「ウィデイ」，「フランクフルト」のような人名と地名を下線で強調してい
る。 
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曾久亡命於英法，一九四八年革命之際始歸國，被選為佛郎克府準備會議及國會議員，成
為左翼之一指導者（譯者）」75 
 
両者の相違は，ドイツ語原文の「Nationalversammlung」を櫛田・森戸訳が原語のままで
あるのに対して，郭訳は「國會議員」と中国語訳している点にすぎない。既述のように，雑
誌『我等』版には訳注がない。また，櫛田·森戸共訳版の 3 ケ月前に出された由利・竹内訳
の訳注は郭版とは全く一致しない。これらのことから，郭訳は『我等叢書』の翻訳を参照し
たことが確認される。こうして，韓の郭訳=1927 年成立説が失当であり，上海群益出版社版
の「序」と『徳意志意識形態』の「序文」や年譜との矛盾の出発点は，郭自身の記憶違いに
あったのは明白である。 
 
Ⅴ 郭版の実質的な翻訳底本について 
5-1．郭版翻訳術語への『我等叢書』の影響 
 郭訳は『我等叢書』の翻訳をどの程度参照したのであろうか。マルクスによるページ付け
61～68 ページにおける「Nation」の，各版本における翻訳術語を見よう。 
 
番号 
リャザーノフ
版（1926） 
雑誌『我等』
訳（1926） 
『我等叢書』訳
（1930） 
由利・竹沼
訳（1930） 
郭 沫 若 訳
（1938） 
61-1 Nationen 国民 国民 国民 國民 
61-2 Nation 国民 国民 国民 國 
63-1 Nation 国民 国民 国民 國民 
65-1 Nationen 民族 諸民族 国民 民族們 
68-1 Nation 国民 国民 国民 國民 
68-2 Nationalität 国民主義 国民主義 国民的 國民性 
 番号「61-1」は，61 ページにおいて最初に現れる Nation であることを意味する。65 ペー
ジの「民族」を除き，櫛田・森戸訳では雑誌『我等』版，『我等叢書』版ともに「Nation」
はすべて「国民」と訳されている。また，櫛田・森戸は 65 ページの「Nationen」を雑誌『我
                                                     
75 馬克思恩格斯合著郭沫若譯（1938）『德意志意識形態』，言行出版社，S. 87。 
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等』では「民族」としていたが，『我等叢書』では「諸民族」と改めている。由利・竹沼訳
は「Nationen」を先の表以外の部分を含めて「国民」か「国」のどちらかにしており，「民
族」の術語を使わなかった。従って「Nationen」の訳語において，郭沫若訳は完全に櫛田・
森戸訳を踏襲し，「諸民族」を「民族們」に訳したといえる。 
各版本における具体的な使用例は次の通りである。 
 
 「 Persönliche Energie der <Nationen>Individuen einzelner Nationen-Deutsche und 
Amerikaner 」                              
（リャザーノフ版76 1926 年） 
 「（民族の）個々の民族の個人の人的エネルギー―独逸人やアメリカ人など―」 
（雑誌『我等』訳77 1926 年） 
 「（諸民族の）個々の諸民族に属する諸個人の人的エネルギー―ドイツ人や亜米利加人な
ど―」 
（『我等叢書』訳78 1930 年） 
 「【(国民の)】個々の国民の個々人のエネルギー―ドイツ人およびアメリカ人―」 
（由利・竹沼訳79 1930
年） 
 「各個民族門之個人們之自身的勢能——德國人與美國人——」 
（郭沫若訳80 1938 年） 
 
 この「Nationen」は「Deutsche und Amerikaner」を指している。周知のように，アメリ
カは移民の国であり，民族構成が非常に複雑で「アメリカ民族」という術語がそもそも成立
しない。ここでは，「民族」ではなく，由利・竹沼訳の「国民」が適訳である。その点で郭
訳は不適訳と言えるが，『我等叢書』の訳と重なる。 
 
                                                     
76 Siehe Marx-Engels-Archiv, I. Band, S.295. 
77 櫛田民蔵・森戸辰男訳（1925．02）「「マルクス・エンゲルス遺稿『独逸的観念形態』の第一篇＝フ
ォイエルバッハ論 下」『我等』（第 8 巻第 6 号），S.32． 
78 『我等叢書』第 4 冊，我等社，S.203． 
79 由利保一訳・竹沼隼人閲（1930．02）『ドイッチェ・イデオロギー』，S.127． 
80 馬克思恩格斯合著郭沫若譯（1938）《德意志意識形態》，言行出版社，S.134． 
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5-2．郭版の翻訳底本について 
 このような両者の類似，ないしは，日訳の郭中訳への影響は，郭訳の翻訳底本は，実質的
には『我等叢書』の日本語訳であって，リャザーノフ版は参照されたに過ぎないのではない
か，と云うことを示唆している。この点を立ち入って検討するために，筆者は初期の日本語
訳と中国語訳，最近の日本語訳と中国語訳から一つの段落を取り出して比較してみた。 
 
 「So oft sich durch die Entwicklung der Industrie und des Handels neue Verkehrsformen 
gebildet haben, [z.B.] Assekuranz etc. Kompanien, war das Recht jedesmal genötigt, 
sie unter die Eigentumserwerbsarten aufzunehmen).」 
（リャザーノフ版 1926年，S.301） 
 「商工業の発展に従って新たな交通形態「例へば」保険等，会社等が出来るたびに，法は
いつでも，それ等のものを財産権獲得の方法として承認しなければならなかったので
ある。」 
（雑誌『我等』訳 1926 年，S. 39） 
 「商工業の発展に従って新たな交通形態「例へば」保険等，商事会社等が出るたびに，法
は屡々それ等を財産権獲得の方法として承認しなければならなかった。」 
（『我等叢書』訳 1930 年，S.215） 
 「されば，産業及び商業の発展によって屡々新たな交通形態が[例へば]保険等，会社が作
られるや，その度毎に法は，それらの新形態を財産獲得様式の中に加へなければならな
かった。」 
（由利・竹沼訳 1930年，S.141） 
 「新的交通形態總常常是由工業與商業之發展形成了的，【例如】保險等等的商務公司一成
立，法律每次都不能不把它們認為財產獲得之方法。」 
（郭沫若訳 1938年，S.143） 
 「工業と商業の発[展]によって，新しい[交]通諸形態，[たと]えば，保険会社などの諸会社
が形成されるたびごとに，法は，そのつど，それらを財産獲得方法のなかにくわえざる
ざるをえなかった」 
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（服部訳81 1996年，S．103） 
 「每当工业和商业的发展创造出新的交往形式，例如保险公司等等，法便不得不承认它们都
是获得财产的方式」 
（編訳局82 2003 年，S.78） 
 
服部訳と編訳局訳はドイツ語版から翻訳されたものであることは疑問がないであろうが，
服部訳は「Companien」を「諸会社」に訳したに対して，編訳局訳はそれの翻訳を略した。
『我等叢書』訳は雑誌『我等』訳の翻訳を改め，「Kompanien」を「会社等」から「商事会
社等」に訳した。「製造会社」，「金融会社」，「通信会社」等を含む「Kompanien」（諸
会社）を，「商事会社」に改訳することは先の「民族」よりもはるかに，『我等叢書』訳の
誤訳ないしは不適訳である。しかし，ここでも郭訳は『我等叢書』訳を踏襲している。 
「保險等等的商務公司一成立，法律每次都不能不把它們認為財產獲得之方法」と云う翻訳
で，郭版の「每次」と「一…不能不」は語意の重複であり，中国語の文法から見れば，「每
次」を削除するべきである。恐らく，これも『我等叢書』における「屡々」と対応させたか
らであろう。郭はここでは，ドイツ語原文テキストを参照しなかった可能性が濃厚である。 
以上から，郭版の翻訳底本は，実質的には，1930 年 5 月に出版された『我等叢書』の訳
文であり，リャザーノフ版は必要に応じて参照された，と見る方が，合理性があるといって
も良い。 
郭は，おそらく，1931 年に千葉の自宅で翻訳を作成した。郭がリャザーノフ版はもとよ
り，『我等叢書』の入手や日本での翻訳に関する議論について，千葉や東京周辺の，これら
の文献を知悉した日本人関係者から，多くの援助を得たに違いあるまい。これだけの翻訳を，
当時の治安維持法下で，日本人関係者の協力なしに，郭単独の力でやりきることができたと
は，到底考えることができないからである。郭による『ドイツ・イデオロギー』の最初の中
国語訳は，アジアにおけるマルクス主義の普及の必要性・緊急性を認識していた中日両国知
識人の協力の産物であった可能性が濃厚である。 
一方で郭版成立時期を年譜に倣って 1931 年と推定しながら，その成立に対する日訳及び
                                                     
81 服部文男監訳（1996．07）『[新訳]ドイツ・イデオロギー』，新日本出版社。服部訳の翻訳底本は
IISG の関連草稿となっている。実質的には，1972 年に刊行された新 MEGA の試作版と見てよい。 
82 中共中央馬恩著作編訳局編訳（2003．02）『徳意志意識形態 節選本』，人民出版社。編訳局の翻訳底本
は明記されていないが，配列から見れば，恐らくバガトゥーリア版であると看取できる。 
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日本人関係者の関与について，張一兵が何一つ言及しなかったのは，同版の特質を紹介する
「跋」の記述としては，片手落ちではなかったか，と思うものである。 
 
Ⅵ 『ドイツ・イデオロギー』普及史研究の深化拡充に向けて 
『ドイツ・イデオロギー』の初訳には日中両国術語の同一性が支配的だが，現代の日本語訳と中
国語訳では，同一のドイツ語表記の概念が，全く異なる漢字表記になっている事例が相当数存在
する。例えば，既掲の「Nation」について，服部文男訳は文脈によって，「国民」や「国」と翻訳でき
ない箇所のみ，「民族」と翻訳しているのに対して，中央編訳局訳は，その全てを「民族」に訳し変
えている。 
「Verkehr」について言えば，服部訳は櫛田・森戸訳を継承し，それを「交通」と訳したが，中央編
訳局訳は郭訳の「交通」を捨て，さらに含意に幅がある「交往」に変えた。日本語訳の「交通」と中国
語訳の「交往」とが，同じ原語の翻訳だと直感できる関係者は多くあるまい。 
マルクス・エンゲルスが同一の文脈で用いている同一の概念に多義性があるはずがない。同じド
イツ語の概念(術語)が，中日両国の翻訳術語(漢字表記)において，ニュアンスの差を通り越し，全
く違った表記，たとえば「国民」と「民族」のようになるというのは，いずれか一方がマルクス・エンゲ
ルス自身の含意から乖離していることをも示唆する。この場合，日本人の理解するマルクスと中国
人の理解するマルクスが，全く違った考え方をしている，ということになりかねない。両国研究者の
研究交流の進展を阻害する要因になる恐れがある。 
現在，大村や渋谷，窪を中心に，韓ら中国人研究者の協力も得て，オンライン版の『ドイツ・イデ
オロギー』の編集が進行している。ここでは，全草稿異文の中日両国語への翻訳も視野に入れて
いると聞く。こうした試みを両国の関心を持つ多数の大学人や知識人の間に定着させ，両国の研
究交流を拡充させるには，翻訳術語の異同調査や，可能ならば統一に向けた共同研究が必須で
あろう。 
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15-1 nationalen nationalen 国民 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-2 nationalen nationalen 国民の 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-3 nationalen nationalen 国民の 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-4 Nationen Nationen 国民の 国民の 國民的 Nationen Nationen 
15-5 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民的 nationalen nationalen 
15-6 Nation Nation 国民の 国民 國 Nation Nation 
15-7 Nation Nation 国民の 国民 國民 Nation Nation 
15-8 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民的 nationalen nationalen 
16-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
20-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民の 諸国民の 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
20-2 Nationen Nationen 国民間 国民間 國民 Nationen Nationen 
21-1 nationalen nationalen 国民的 国民的 國家的 nationalen nationalen 
23-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民 国民性 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
26-1 nationale nationale 国民的 国民的 國民性 nationale nationale 
27-1 nationale nationale 国民的 国民的 國民性 nationale nationale 
27-2 Nationen Nationen 国民 国民 國民 Nationen Nationen 
27-3 nationalen nationalen 国民的 国民的 國民性 nationalen nationalen 
27-4 nationaler nationaler 国民的 国民的 國民性 nationaler nationaler 
41-1 Nation Nation 国民 国家 國家 Nation Nation 
45-1 Nation Nation 国民 国民 國 Nation Nation 
45-2 Nationen Nationen 諸国民 万国民 國民 Nationen Nationen 
47-1 Nationen Nationen 
さまざまの国
民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
47-2 Nationen Nationen 諸国民 諸諸の国民 國民 Nationen Nationen 
48-1 Nationen Nationen 諸国民 国民 國民 Nationen Nationen 
48-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
48-3 Nation Nation 全国民 全国民 國 Nation Nation 
49-1 Nationen Nationen 個々の国民 個々の国民 國 Nationen Nationen 
49-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國民 Nationen Nationen 
49-3 Nation Nation 国民 国民 國家 Nation Nation 
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49-4 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
50-1 Nation Nation 一国民 一国民 國家 Nation Nation 
50-2 Nationen Nationen 諸国民 諸国民 國 Nationen Nationen 
51-1 Nation Nation 国 国 國 Nation Nation 
51-2 Nation Nation 各国 各国 國家 Nation Nation 
51-3 Nation Nation 国民 国民 國家 Nation Nation 
51-4 Nationen Nationen 個々の国民 個々の国民 國家 Nationen Nationen 
52-1 Nationalitäten Nationalitäten 国民性 国民性 國民性 Nationalitäten Nationalitäten 
52-2 Nation Nation 各国 国民的 國民的 Nation Nation 
52-3 Nationale Nationale 国民性 国民性 國民性 Nationale Nationale 
52-4 Nationen Nationen 国民 国 國 Nationen Nationen 
52-5 Nationalität Nationalität 国民 国々 國家們 Nationalität Nationalität 
61-1 Nationen Nationen 国民 国民 国民 Nationen Nationen 
61-2 Nation Nation 国民 国民 國 Nation Nation 
63-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
65-1 Nationen Nationen 民族 諸民族 民族們 Nation Nation 
68-1 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
68-2 Nationalität Nationalität 国民主義 国民主義 國民性 Nationalität Nationalität 
69-1 national national 国民的 国民的 國民 national national 
｛1?｝ nationalgefühl nationalgefühl       nationalgefühl nationalgefühl 
｛1b｝ nationalgefühl nationalgefühl 国民的 国民的 國民感情 nationalgefühl nationalgefühl 
{3e}-1 Nationen Nationen 国民 国民 國民 Nationen Nationen 
{3e}-2 Nation Nation 国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-3 Nation Nation 国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-4 Nation Nation 一国民 一国民 一國 Nation Nation 
{3e}-5 Nation Nation 国民 国民 國民 Nation Nation 
{3e}-6 Nationen Nationen 国民 国民 國家 Nationen Nationen 
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8-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
8-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
14-1 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
16-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
17-1 verkeren verkeren 交通する 交通する 交通着 verkeren verkeren 
18-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
18-2 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
18-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
18-4 Weltverkehr Weltverkehr 世界交通 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
19-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通形態 交通形態 交通方式 Verkehrsform Verkehrsform 
19-2 Verkenr(右欄)           Verkenr(右欄) 
20-1 Verkenr Verkenr 交易 交通 交通 Verkenr Verkenr 
22-1 Verkenrsmittel Verkenrsmittel 交易諸手段 交易諸手段 交通手段 Verkenrsmittel Verkenrsmittel 
24-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
25-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易諸形態 交易諸形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
32-1 Weltverkehr Weltverkehr 世界交通 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
43-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交易 交易 Verkehrs Verkehrs 
44-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-2 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-4 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-5 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
44-6 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
45-2 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
45-4 Weltverkehr Weltverkehr 世界交易 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
45-5 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
46-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
46-2 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
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47-1 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
48-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
52-1 Weltverkehr Weltverkehr 世界交易 世界交通 世界交通 Weltverkehr Weltverkehr 
52-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
52-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
53-1 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
59-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
59-2 Verkehrs Verkehrs 交易 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
59-3 Verkehr Verkehr 交易 交通 交通 Verkehr Verkehr 
60-1 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
60-4 Verkehren Verkehren 交易 交通する 交通着 Verkehren Verkehren 
60-5 Verkehrsform Verkehrs     注釈 なし Verkehrsform Verkehrsform 
61-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易諸形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
61-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
61-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-1 Verkehrsformen Verkehrsformen 交易形態 交通諸形態 交通形態 Verkehrsformen Verkehrsformen 
62-2 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-3 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通之形態 Verkehrsform Verkehrsform 
62-4 Verkehrsform Verkehrsform 交易形態 交通形態 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
63-1 Verkehrsform Verkehrsform 交通の形式 交通の形式 交通形態 Verkehrsform Verkehrsform 
63-2 Verkehrsbedingungen Verkehrsbedingungen 交通条件 交通諸条件 
交通之諸條
件 
Verkehrsbedingun
gen 
Verkehrsbedingun
gen 
64-1 Verkersformen Verkersformen 交通形式 交通形態 交通形態 Verkersformen Verkersformen 
64-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
64-3 Verkehr Verkehr 
交通なるも
の 
交通なるも
の 交通 Verkehr Verkehr 
64-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
64-5 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
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65-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交際 Verkehr Verkehr 
65-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
65-3 Verkehr Verkehr 交通 交通   Verkehr Verkehr 
66-1 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
66-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
66-3 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
67-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
67-2 Verkehrsweise Verkehrsweise 交通方法 交通方法 交通方法 Verkehrsweise Verkehrsweise 
67-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
67-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
68-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
68-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
71-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
18-1 Verkehr 無       無 無 
18-2 Verkehrs 無       無 無 
18-3 Verkehr 無       無 無 
18-4 Verkehr 無       無 無 
｛2?｝
-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
｛2?｝
-2 
Die Form dieses 
Verkehrs 
Die Form dieses 
Verkehrs 交通の形態 交通の形態 交通之形態 Verkehrs Verkehrs 
{3e}-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{3e}-2 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
{3e}-3 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{3e}-4 Verkehrs         Verkehrs Verkehrs 
{5e}-1 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{5e}-2 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
{5e}-3 Verkehrs Verkehrs 交通 交通 交通 Verkehrs Verkehrs 
{5e}-4 Verkehr Verkehr 交通 交通 交通 Verkehr Verkehr 
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15-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
15-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
16-5 
Vertheilung der 
Arbeit 
Vertheilung der 
Arbeit 分配 分配 分配 
Vertheilung der 
Arbeit 
Vertheilung der 
Arbeit 
17-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
17-5 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
18-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
20-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
23-1 
Vertheilung der 
Arbeit 
Vertheilung der 
Arbeit 分配 分配 分配 
Vertheilung der 
Arbeit 
Vertheilung der 
Arbeit 
25-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
30-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
32-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
35-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
40-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 労働の分割 分工 無 Theilung der Arbeit 
40-2 
Vertheilung der 
Arbeit 
Vertheilung der 
Arbeit 
労働の＜分割
＞分配 
労働の＜分割
＞分配 分工 無 
Vertheilung der 
Arbeit 
40-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 無 Theilung der Arbeit 
41-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
41-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
43-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
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44-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
44-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
45-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
51-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 分労 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
51-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
54-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分労 分労 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
55-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
56-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 労働の分割 労働の分割 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
59-1 Theilung der Arbeit       分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
64-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
68-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
Notizen-
1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
19-1 Theilung der Arbeit       分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-1 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-2 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-3 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-4 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-5 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-6 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-7 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-8 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{3e}-9 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 分業 分業 分工 Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
{4b}-1 Theilung der Arbeit         Theilung der Arbeit Theilung der Arbeit 
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17-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-4 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-5 Gemeinschaftlichkeit Gemeinschaftlichkeit 共同性 共同性 共通性 Gemeinschaftlichkeit Gemeinschaftlichkeit 
17-6 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同性的 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
17-7 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同な 共同な 共通的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
18-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich       gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
18-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich       gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同性的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
32-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
40-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同関係 共同関係 共同關係 無 Gemeinwesen 
41-1 Gemeindewesens Gemeindewesens 町村自治体 地方自治体 公共機關 Gemeindewesens Gemeindewesens 
42-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同社会 共同社會 Gemeinschaft Gemeinschaft 
42-2 Gemeinde Gemeinde 自治体 自治体 共同體 Gemeinde Gemeinde 
55-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
55-2 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-2 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-3 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-4 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
56-5 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
57-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 社会   社會 Gemeinschaft Gemeinschaft 
57-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 社会的 社会的 社會的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-1 gemeinschaftlich gemeinschaftlich それ 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-2 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同的 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
58-3 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
58-4 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
61-1 Gemeinschaft Gemeinschaft 共同体 共同体 共同組織 Gemeinschaft Gemeinschaft 
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63-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制度 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
64-1 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
64-2 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
68-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
69-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
69-2 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
69-3 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
70-1 Gemeinwesens Gemeinwesens 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesens Gemeinwesens 
70-2 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
71-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同制 共同制 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
Notizen-1 Gemeinwesen Gemeinwesen 共同体 共同体 共同組織 Gemeinwesen Gemeinwesen 
18-1 Gemeinschaft 無       無 無 
18-2 Gemeinschaft 無       無 無 
{3e}-1 Gemeinde Gemeinde 部落 部落 公家 Gemeinde Gemeinde 
{3e}-2 Gemeinschaft Gemeinschaft     公家 Gemeinschaft Gemeinschaft 
{3e}-3 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 共同 共同的 共同的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
{3e}-4 Gemeinwesen Gemeinwesen     公家 Gemeinwesen Gemeinwesen 
{5e} gemeinschaftlich gemeinschaftlich 社会的 社会 社會的 gemeinschaftlich gemeinschaftlich 
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16-1 Eigenthum Eigenthum 財産制度 財産制 財產 Eigenthum Eigenthum 
17-1 Eigenthum Eigenthum 財産 財産制 財產 Eigenthum Eigenthum 
17-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産制 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
18-1 eigenthümliche eigenthümliche 独立な 自己固有 固有的 eigenthümliche eigenthümliche 
18-2 Eigenthum 無       Eigenthum Eigenthum 
18-3 Grundeigenthum Grundeigenthum   土地所有制 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
18-4 eigenthümliche eigenthümliche 固有の 固有の 獨特的 eigenthümliche eigenthümliche 
18-5 Eigenthumslos Eigenthumslos 無産な 無産な 無產 Eigenthumslos Eigenthumslos 
18-6 Eigenthumslosen Eigenthumslosen 無産 無産 無產的 Eigenthumslosen Eigenthumslosen 
19-1 Privateigenthums Privateigenthums 財産制度 財産制 
私有財產制
度 Privateigenthums Privateigenthums 
21-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私產制度 Privateigenthums Privateigenthums 
40-1 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 無 Eigenthum 
40-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 無 Grundeigenthum 
40-3 Eigenthümers Eigenthümers 財産権者 財産権者 有財產者 無 Eigenthümers 
40-4 Nichteigenthümers Nichteigenthümers 無財産権者 非財産権者 無財產者 Nichteigenthümers Nichteigenthümers 
41-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
41-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
41-3 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
41-4 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
41-5 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
41-6 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私有財產制 Privateigenthums Privateigenthums 
41-7 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產制 Privateigenthum Privateigenthum 
42-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
42-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
42-3 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
42-4 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
42-5 Eigentums Eigentums 財産 財産   Eigentums Eigentums 
43-1 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
46-1 Eigentumsverhältnisse Eigentumsverhältnisse 財産関係 財産諸関係 財產關係 Eigentumsverhältnisse Eigentumsverhältnisse 
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47-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地主 Grundeigenthum Grundeigenthum 
51-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
51-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
52-1 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産 私有財產制 Privateigenthum Privateigenthum 
52-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制度 私有財産 私產制度 Privateigenthum Privateigenthum 
52-3 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
53-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
53-2 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産制度 私有財産 私產制度 Privateigenthums Privateigenthums 
54-1 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
55-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
57-1 Mobileigenthum Mobileigenthum 動産 動産 動產 Mobileigenthum Mobileigenthum 
57-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
58-1 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産 動産 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
58-2 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産 動産 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
61-1 eigenthümliche eigenthümliche 固有な 固有な 固有的 eigenthümliche eigenthümliche 
63-1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
64-1 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
64-4 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
64-5 Eigenthümer Eigenthümer 所有者 所有者 財主 Eigenthümer Eigenthümer 
64-6 Eigentums Eigentums 財産 財産 財產 Eigentums Eigentums 
65-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
65-2 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 財主者 Privateigenthümer Privateigenthümer 
67-1 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
67-2 Eigentum Eigentum 財産 財産 財產 Eigentum Eigentum 
67-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産制 私有財産制 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
68-1 Eigentum Eigentum 財産制度 財産制度 財產 Eigentum Eigentum 
68-2 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-1 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
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69-2 Staatseigenthum Staatseigenthum 国家財産 国家財産 國家財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-3 Staatseigenthum Staatseigenthum それ それ 該財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-4 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有権 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
69-5 Privateieigenthum Privateieigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateieigenthum Privateieigenthum 
69-6 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有 動産所有 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
69-7 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
69-8 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有 土地所有 地產 Grundeigenthum Grundeigenthum 
69-9 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有 動産所有 動產 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
69-10 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
69-11 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
69-12 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
69-13 Privateigenthümern Privateigenthümern 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthümern Privateigenthümern 
69-14 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 
私有財產主
們 Privateigenthümer Privateigenthümer 
69-15 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
69-16 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
70-1 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-2 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
70-3 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-4 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
70-5 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-1 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 動産所有権 動産所有権 動產權 Mobilareigenthum Mobilareigenthum 
71-2 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 財産諸関係 財産諸関係 財產關係 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 
71-3 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-4 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
71-5 Privateigenthümer Privateigenthümer 私有財産者 私有財産者 私有財產主 Privateigenthümer Privateigenthümer 
71-6 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
71-7 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 所有 Eigenthum Eigenthum 
71-8 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 財産諸関係 財産諸関係 私有財產關係 Eigenthumsverhältnisse Eigenthumsverhältnisse 
71-9 Eigenthümer Eigenthümer 土地所有権者 土地所有権者 地主 Eigenthümer Eigenthümer 
附表１ Eigenthum 
番 号   Jahrbuch （2003）   Rjazanov （1926）  櫛田・森戸（1926）河上・櫛田・森戸（1930）郭沫若（1938）V.Adoratskij（1932） Probe（1972） 
56 
 
71-10 Grundeigenthümer Grundeigenthümer 土地 土地 土地 Grundeigenthümer Grundeigenthümer 
72-1 
Eigenthumserwerbsart
en 
Eigenthumserwerbsart
en 
財産権獲得の方
法 
財産権獲得の方
法 
財產獲得之方
法 
Eigenthumserwerbsart
en 
Eigenthumserwerbsart
en 
Notizen-
1 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地所有権 土地所有制 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
Notizen-
2 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産制 公家之產業 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
Notizen-
3 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
{3e}-1 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
{3e}-2 Eigenthums Eigenthums 財産 財産 財產 Eigenthums Eigenthums 
{3e}-3 Stammeigenthum Stammeigenthum 種族財産 種族財産 種族財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
{3e}-4 Staatseigenthum Staatseigenthum 国家財産 国家財産 國家之財產 Stammeigenthum Stammeigenthum 
{3e}-5 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-6 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 動産私有 私產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-7 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-8 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 部落財産 部落財産 公家財產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-9 Privateigenthum Privateigenthum 財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-10 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-11 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
{3e}-12 Privateigenthum Privateigenthum 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthum Privateigenthum 
{3e}-13 Privateigenthums Privateigenthums 私有財産 私有財産 私有財產 Privateigenthums Privateigenthums 
{3e}-14 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產制度 Eigenthum Eigenthum 
{3e}-15 Eigenthum Eigenthum 財産制 財産制 財產 Eigenthum Eigenthum 
{3e}-16 
Gemeinde-
Eigenthum 
Gemeinde-
Eigenthum 部落財産制 部落財産制 公家財產 
Gemeinde-
Eigenthum 
Gemeinde-
Eigenthum 
{3e}-17 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum   部落財産 公產 Gemeindeeigenthum Gemeindeeigenthum 
{3e}-18 Eigenthum Eigenthum 財産 財産 財產 Eigenthum Eigenthum 
{4b}-1 Haupteigenthum Haupteigenthum   主要財産 主要財產 Haupteigenthum Haupteigenthum 
{4b}-2 Grundeigenthum Grundeigenthum 土地財産 土地財産 地權 Grundeigenthum Grundeigenthum 
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11-1 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 資本家社会 資本家社会 
有產者的社
會史 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 
68-1 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 資本家社会 市民社会 
有產者的社
會 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 
69-1 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 資本家社会 市民社会 
有產者的社
會 
bürgerliche 
Gesellschaft 
bürgerliche 
Gesellschaft 
17-1 Proletariat Proletariat 無産者   無產階級 Proletariat Proletariat 
19-1 Proletariat(右欄)           Proletariat(右欄) 
27-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリア 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
32-1 Proletariat Proletariat プロレタリアート プロレタリアート 無產者 Proletariat Proletariat 
52-1 Proletariats Proletariats プロレタリア プロレタリアート 無產階級 Proletariats Proletariats 
53-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 無產階級 Proletariat Proletariat 
54-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
57-1 Proletariat Proletariat プロレタリア プロレタリアート 普羅列塔利亞 Proletariat Proletariat 
63-1 Lumpenproletariat Lumpenproletariat 浮浪プロレタリア 浮浪プロレタリャ 全未脫掉遊民 Lumpenproletariat Lumpenproletariat 
67-1 Proletariats Proletariats 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariats Proletariats 
67-2 Proletariats Proletariats 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariats Proletariats 
67-3 Proletariat Proletariat 無産者 プロレタリヤ 無產階級 Proletariat Proletariat 
{3e}-1 Proletariat Proletariat 無産者 プロレタリア 無產者 Proletariat Proletariat 
27-1 Vorstellungen Vorstellungen 表象 表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
27-2 Vorstellungen Vorstellungen 表象 諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
27-3 Vorstellungen Vorstellungen 表象 諸象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
55-1 Vorstellungen Vorstellungen 諸表象 諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
55-2 Vorstellungen Vorstellungen     觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
Notizen-
1 Vorstellungen Vorstellungen 表象 表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
1 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 諸觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
2 Vorstellungen Vorstellungen   表象 諸觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
3 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
附表１ その他 
番 号 Jahrbuch （2003） Rjazanov （1926） 櫛田・森戸（1926）   河上・櫛田・森戸（1930）   郭沫若（1938）  V.Adoratskij（1932） Probe（1972） 
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｛2b｝－
4 Vorstellungen Vorstellungen   概念 概念 Vorstellungen Vorstellungen 
｛2b｝－
5 Vorstellungen Vorstellungen   諸表象 觀念 Vorstellungen Vorstellungen 
{5e}-1 Vorstellungen Vorstellungen 思惑 諸表象 表象 Vorstellungen Vorstellungen 
{5e}-2 Vorstellungen Vorstellungen 思惑   表象 Vorstellungen Vorstellungen 
30-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
31-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
32-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
32-2 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
48-1 Bourgeoisie Bourgeoisie 大ブルジョアジイ 大ブルジョアジイ 大布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-2 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-3 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoisie Bourgeoisie 
48-4 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 他們 Bourgeois Bourgeois 
50-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布布佐亞 Bourgeois Bourgeois 
52-1 Bourgeoisie Bourgeoisie ブルジョアジイ ブルジョアジイ 資產階級 Bourgeoisie Bourgeoisie 
53-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
54-1 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布爾佐亞者 Bourgeois Bourgeois 
54-2 Bourgeoisgatting Bourgeoisgatting ブルジョア ブルジョア種族 布爾佐亞種族 Bourgeoisgatting Bourgeoisgatting 
54-3 Bourgeois Bourgeois ブルジョア ブルジョア 布爾佐亞 Bourgeois Bourgeois 
54-4 Bourgeoise Bourgeoise ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoise Bourgeoise 
56-1 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 資本家 資本家 Bourgeoise Bourgeoise 
57-1 
Bourgeoiseherrsc
haft 
Bourgeoiseherrsc
haft 
ブルジョアジイ
の支配 
ブルジョアジイ
の支配 布爾佐亞己 
Bourgeoiseherrsc
haft 
Bourgeoiseherrsc
haft 
57-2 Bourgeoise Bourgeoise ブルジョアジイ ブルジョアジイ 布爾佐亞己 Bourgeoise Bourgeoise 
68-1 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 ブルジョア 有產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
69-1 Bourgeois Bourgeois 資本家 ブルジョア 資本家 Bourgeois Bourgeois 
69-2 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 ブルジョア 資本家 Bourgeoise Bourgeoise 
69-3 Bourgeois Bourgeois 資本家 資本家 有產者 Bourgeois Bourgeois 
70-1 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 資本家 資產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
70-2 Bourgeoise Bourgeoise 資本家 資本家 資產階級 Bourgeoise Bourgeoise 
附表１ その他 
番 号 Jahrbuch （2003） Rjazanov （1926） 櫛田・森戸（1926）   河上・櫛田・森戸（1930）   郭沫若（1938）  V.Adoratskij（1932） Probe（1972） 
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Notize
n-1 Bourgeois Bourgeois 資本家 ブルジョア 資產階級 Bourgeois Bourgeois 
11-1 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
15－1 Ideologie(右欄) Ideologie(注釈)       Ideologie(注釈) Ideologie(右欄) 
｛2b｝－
1 Ideologie Ideologie   イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
｛2?｝ Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-1 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-2 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
{5e}-3 Ideologie Ideologie 観念形態 イデオロギー 觀念體系 Ideologie Ideologie 
18-1 Entfremdung Entfremdung 自己脱出 自己外化 自我疏遠 Entfremdung Entfremdung 
24-1 Ideenformation Ideenformation 観念諸体 観念的諸形成物 觀念構成 Ideenformation Ideenformation 
71-1 Ideen Ideen     觀念 Ideen Ideen 
71-2 Idee Idee     觀念 Idee Idee 
Notizen Idee Idee   観念 觀念 Idee Idee 
{5e}-1 Ideen Ideen 観念 諸観念 觀念 Ideen Ideen 
{5e}-2 Ideen Ideen 観念 諸観念 觀念 Ideen Ideen 
10-1 Gattung Gattung か族 種属 門類 Gatting Gatting 
22-1 Gattung Gattung 種族 種族 天機 Gatting Gatting 
55-1 Gattung Gattung 種 種 種屬 Gatting Gatting 
55-2 Gattung Gattung 種 種 種屬 Gatting Gatting 
18-1 Gattungsakt 無       無 無 
｛2b｝ Gattung Gattung   種族 門類 Gatting Gatting 
26－1 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
｛2?｝-1 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
｛2?｝-2 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
｛2?｝-3 Lebensmittel Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 Lebensmittel Lebensmittel 
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第 4 章 陳啓修による『資本論』初訳（1930）と翻訳術語の継承 
 
Ⅰ はじめに 
よく知られているように，日本で最初の『資本論』全訳は高畠素之によってなされ，
1920 年から「マルクス全集」第 1～第 10 冊として大鐙閣・而立社より刊行された。翻訳
の底本について高畠は，同書第 1 冊の「訳者序」の中で，「私の此の翻訳は原文第六版に
依り，傍ら英訳本を参照にした」83 （高畠訳 1920，S.3）と述べている。高畠訳は新潮
社の全面改訂訳（1925 年 10 月～1926 年 10 月，全 4 冊）を経て，改造社（1927 年 10 月
～1928 年 4 月，全 5 冊）より出版されるようになった。改造社版は高畠訳の決定版であ
り，戦前『資本論』翻訳の定本となった。 
 1927 年 8 月，河上肇は岩波茂雄から依頼されて文庫版『資本論』の翻訳を引き受け，
改造社の高畠版との競争もあったため，出版を急いで 10 月に宮川実との共訳84の第 1 分冊
が岩波文庫より刊行された。翻訳の底本について，河上肇は第 1 分冊の「邦訳への序言」
において次のように記した。 
 
翻訳の台本となしたるものは，カウツキーの普及版（Volksausgabe, herausgegeben 
von Karl Kautsky, Stuttgart, 1921）であり，高畠素之氏の使用されたるものと異なる。
（河上・宮川訳 1927，S.6） 
 
1928 年に河上と岩波の関係が悪化したため，文庫版『資本論』の出版は第 1 巻第 5 分
冊までで中断された。その後，この翻訳は 1931 年に改造社から出されることになった
が，時局が厳しさを増したために，結局第 1 巻上冊までで中絶してしまった。 
 さて，中国最初の『資本論』翻訳は陳啓修によってなされ，1930 年 3 月に上海崑崙書
店より『資本論第 1 巻第 1 分冊―第 1 篇―』85というタイトルで公表された。陳啓修の
「訳者例言」によれば，「翻訳の原本はカウツキー民衆版86の第 8 版（1928 年版），ベルリ
ンの J. H. W. Dietz Nachf. G.m.b.H.より発行されたドイツ語版である」（陳訳 1930，
S.1）。中国における『資本論』の普及史の起点は，この民衆版であった。陳啓修は当初
「この本を十冊に分けて出版する」（陳訳 1930，3）ことを計画したが，第 1 篇第 3 章ま
でを含む第 1 分冊だけで中絶した。 
 本章では，次の問題を取り上げる。 
 第 1 に，陳啓修版の翻訳底本を問題にする。陳啓修は「訳者例言」の最後に「東京に
                                                     
83 高畠素之訳（1920）『第 4 版 マルクス全集 資本論 第 1 巻 第 1 冊』，大鐙閣。以下，この日本語訳
を「高畠訳」と略記する。 
84 河上肇・宮川実訳（1927）『マルクス 資本論 第 1 巻 第 1 分冊』，岩波書店。以下，この日本語訳を
「河上・宮川訳」と略記する。 
85 馬克思著，陳啓修譯（1930）『資本論 第 1 卷 第 1 分冊―第 1 篇―』，上海：崑侖書店。下記の引用
文は筆者による翻訳である．以下，この中国語訳を「陳訳」と略記する。 
86 Marx/Engels. 1928.  Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie, 1 Band 1 Buch . Herausgegeben 
von Karl Kautsky, Volksausgabe. Berlin und Stuttgart: J.H.W.Dietz Nachf. G.m.b.H. 河上肇は「邦訳への
序言」で“Volksausgabe”を「普及版」と表記したが， 以下では，「民衆版」と略記する。 
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て，1，1，1930」（陳訳 1930，6）という日付を記した。陳訳は東京において訳出され
たのであるが，上述の日本語訳からどの程度の影響を受けたのであろうか。筆者は陳訳と
日本語訳の関係を検討した結果，陳訳は日本語訳を底本として，カウツキーの民衆版を参
照しながら訳出されたものであり，河上・宮川訳版の事実上の重訳であると推定してい
る。本章の第 1 節と第 2 節は，この推定の論拠をあげる。 
 第 2 に，中国のマルクス主義普及の初期における日本および日本人思想家の関与を取り
上げ，翻訳術語における日本語訳からの借用および現代訳への継承状況を論じる。これは
本章の結論を与える第 3 節，第 4 節および結語の内容を成す。 
 
Ⅱ 日本語訳の陳訳への影響 
 陳啓修は 1930 年に東京で作成した「訳者例言」において，日本語訳の参照状況につい
て次のように述べている。 
 
訳者はできる限りの範囲で，主に河上・宮川訳の日本語抄訳を参照したほか，必要に応
じて次の訳本も参照した。（一）J. Molitor の仏訳（Paris, alfred Costes 発行，1924 年
版），（二）Samuel Moor と Edward Aveling の英訳（Chicago, Chaeles H. Kerr & 
Company 発行，1921 年版），（三）高畠素之の日本語訳（東京，改造社発行，1927 年
版）。        
（陳訳 1930，S.2） 
 
陳訳と日本語訳はどのような関係にあるのか，日中両国の斯学研究者はそれを検討した
ことがなく，両者の関係はまだ明らかにされていない。本章では訳注と翻訳術語から，陳
訳と二つの日本語訳の関係を検討する。 
 
2-1．訳注の事例 
 訳注は読者の訳文理解を助けるために翻訳者がつける注釈である。翻訳者が異なれば，
訳注も異なったものになる。したがって訳注を比較すれば，陳が参照した訳本を特定でき
よう。陳訳の訳注には，訳語に関するものと人名・地名に関するものとの 2 種類がある。
訳語に関する訳注の例としては，民衆版の 4 ページ，“abstrahieren”に関する訳語があげ
られる。 
 
 Abstrahieren wir, sehen wir ab von seinem Gebrauchswert, so abstrahieren wir auch 
von den körperlichen Bestandteilen und Formen, die es zum Gebrauchswert machen.  
（民衆版 1928，S.4） 
我々が労働生産物の使用価値から抽象するのは，同時に又労働生産物を使用価値たらし
める諸々の有形的成分及び形態から抽象する所以である。 
（高畠訳 1920，S.7） 
吾々がもし労働生産物の使用価値を抽象し，それを度外視するならば，吾々は労働生産
物を使用価値たらしむるところの・物体的な諸構成部分および物体的な諸形態をもまた
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抽象するのである。 
（河上・宮川訳 1927，S. 42） 
如果我們把牠的使用價值捨象了去【捨象是 abstrahieren 的譯語；這個字又可以譯成抽
象，因為抽象原是捨象的反面；在德語裏面，要看上下文才能夠決定到底應該譯成抽象或
捨象―陳】，如果把牠的使用價值置諸度外，那末，我們同時就會變成把那些使勞動生產
物成為使用價值的種種體質的構成部份和形態，也都捨象了去，置諸不顧。 
（陳訳 1930，S.7） 
 
高畠訳と河上・宮川訳は“abstrahieren”を「抽象」と訳した。陳はそれを「捨象」と
訳し，「捨象は abstrahieren の訳語であり，この語はまた抽象とも訳され，抽象は捨象の
反面でもあり，ドイツ語の文脈により，訳語を決める」という訳注をつけた。ここに陳は
文脈により，“abstrahieren”を「捨象」と「抽象」とに訳し分け，日本語訳とは異なる理
解を示している。 
 しかし，河上・宮川訳の第 2 分冊の末尾には，「第一分冊における主なる訂正」が付さ
れており，その中に「抽象」に関連する以下の訂正指示がある。 
 
四二頁―十二行目および一三行目，四十三頁―十三行目，五六頁―四行目，五八頁―五
行目，六七頁―七行目，九六頁―六行目にある『抽象』を『捨象』に改む。 
（河上・宮川訳 1927，付録 IV） 
 
訂正指示がなされている箇所は，陳訳ではすべて「抽象」ではなく，「捨象」と訳され
ている。“abstrahieren”の訳語に関する陳の理解は河上・宮川訳の訂正指示から生まれ
たことが推察できよう。つまり陳は，河上・宮川訳の訂正指示まで十分に参照しながら翻
訳を進めたのであろう。しかし，この事例だけでは，陳が高畠訳よりも河上・宮川訳を参
照したとみなすには十分ではない。そこで次に，翻訳術語の参照状況を見ることにしよ
う。 
 
2-2．翻訳術語 
日本語訳と陳訳の関係を徹底的に調査するために，『資本論』第 1 篇について，MEGA2
第 II 部門第 8 巻 Apparat の“Sachregister”にあげられた経済学用語を選び，民衆版，高
畠訳，河上・宮川訳，陳訳，現代訳の大月訳87と編訳局訳での翻訳術語について比較表を
作成した。全体の比較表（附表 2「陳訳術語比較表」，参照）は本章の付録として添附する
が，ここでは接尾語“-mittel”に関連する術語について例示する。 
 
番号 民衆版 
（1928） 
高畠訳
（1919） 
河上・宮川
訳（1927） 
陳訳 
（1930） 
大月版
（1970） 
編訳局訳
（2004） 
                                                     
87 大内兵衛・細川嘉六監訳（1965）『マルクス＝エンゲルス全集 23a 資本論 第 1 巻（上）』大月書
店．以下，この翻訳を大月版と略記する。 
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42-6 Produktionsmittel  生産機関 生産手段 生產手段 生産手段 生产资料 
42-15 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 生活手段 生活资料 
64-36 Zirkulationsmittel  流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
74-28 Kaufsmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
85-21 Zahlungsmittel 支払用具 支払手段 支付手段 支払手段 支付手段 
  
番号，たとえば「42-6」は，それがカウツキー民衆版の 42 ページ 6 行目にあらわれる
術語であることを意味する。現代の中国語訳は“Produktionsmittel”と
“Lebensmittel”をそれぞれ「生産資料」および「生活資料」と訳し，ほかの“－
mittel”を「－手段」と訳したのに対して，大月訳は“－mittel”を｢－手段」に統一した。
高畠訳は「生産機関」と「生活資料」のほか，“－mittel”を「－用具」と訳した。陳訳に
おいて“－mittel”は基本的に「－手段」と訳されるが，“Produktionsmittel”は「生産手
段」，“Lebensmittel”は「生活資料」と区別して訳されており，河上・宮川訳と同じであ
る。陳訳が河上・宮川訳を参照したからこそ，同じドイツ語の接尾語“－milttel”に対す
る「－手段」と「－資料」という訳語の区別を引き継いだと考えるのが合理的であろう。 
 この他にも多くの術語で陳訳と河上・宮川訳と共通し，高畠訳とは異なるから，陳は河
上・宮川訳をこそ注意深く参照したのであった。 
 
Ⅲ 陳訳の底本について 
 このような両者の類似は，陳訳において，カウツキーの民衆版は翻訳底本というよりも
参照されたものに過ぎず，むしろ実質的な翻訳底本とは，河上と宮川による日本語版であ
ることを示してはいないだろうか。そこで次では，河上・宮川訳と陳訳との関係をさらに
立ち入って検討してみよう。なお，以下では参考のために最近の日本語訳と中国語訳も挙
示した。 
 
3-1．河上・宮川訳の誤訳の踏襲 
 筆者は河上・宮川訳の誤訳または不適切な訳語を取り出して，陳訳および現代の中国語
訳88と比較した。上述のように，陳訳は河上・宮川訳に即して訳出されたものとすれば，
河上・宮川訳が誤っている箇所は，陳訳もまた誤っているはずである。 
 
Die Gebrauchswerte der Waren liefern das Material einer eigenen Disziplin  
[Lehrzweigs] der Warenkunde.    
（民衆版 1928，S.4） 
商品の使用価値は，商品といふ特殊なる一学科の材料を供給する。 
（河上・宮川訳 1927，S.39） 
                                                     
88 中共中央マルクス・エンゲルス・レーニン・スターリン著作編訳局訳（2004）『資本論 第 1 巻』，北
京：人民出版社。以下，この翻訳を「編訳局訳」と略記し，第４節の中で，現代中国語訳の代表として，
現行の編訳局訳を取り上げる。 
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 商品的使用價值，對於一種叫商品學的特殊學科，供給着材料。 
（陳訳 1930，S.3） 
いろいろな商品のいろいろな使用価値は，一つの独自の学科である商品学の材料を提供
する。 
（大月訳 1965，S.48） 
商品的使用价值为商品学这门学科提供材料。 
（編訳局訳 2004，S.48） 
 
“einer eigenen Disziplin [Lehrzweigs] der Warenkunde”について，“eigen”は「自分
自身のもの，独自的，独自なる」という意味であるのに，河上・宮川訳はそれを「特殊な
る」と誤訳した。しかし，陳訳は河上・宮川訳の誤訳ないし不適切な訳語をも踏襲してい
るのである。 
続いて人名の誤訳に関する事例を見よう。 
 
Jacob bezweifelt, daß Gold jemals seinen vollen Wert bezahlt hat. 
（民衆版 1928，S.8） 
ヤコブは，金が嘗つてその完全な価値を支払はれたことがあるかどうかを疑っている。 
（河上・宮川訳 1927，S.47） 
雅可布懷疑着，金子是不是曾經照牠的完全的價值被支付過。 
（陳訳 1930，S.12） 
哲科布（Jacob）猜想金也許從來不會依照充分的價值來支付89。 
（郭·王訳 1953，
S.12） 
ジェーコブは，金にその全価値が支払われたことがあるかどうかを疑っている。 
（大月訳 1965，S.54） 
杰科布怀疑金是否按其全部价值支付过。 
（編訳局訳 2004，S.53） 
 
ここでマルクスが言及した文献は 1831 年にロンドンにおいて出版された『貴金属の生
産と消費に関する歴史的研究』であり，著者はウィリアム・ジェーコブである。“Jacob”
はイギリス人であるから，日本語訳に際しては，その名前はドイツ語読みの「ヤコブ」で
はなく，英語読みの「ジェーコブ」と表記すべきであろう。しかし，陳訳は中国語訳に際
して“Jacob”を，英語読みの音訳「哲可布」か「杰可布」ではなく，日本語読みの音訳
「ヤコブ」から「雅可布」とした。これは河上・宮川訳に依拠したことによる誤訳であろ
う。 
                                                     
89 郭大力・王亜南訳（1953）『資本論 政治経済学批判 第 1 巻』，北京：人民出版社。以下，この翻訳
を「郭·王訳」と略記する。郭・王訳は最初に 1938 に上海読書生活出版社より出版され，53 年版は 38 年
版の改訂版である。 
 65 
 
 
3-2．人名，地名に関する訳注の踏襲 
 人名および地名に関する訳注を見よう。マルクスの論述にはしばしばギリシャ神話やシ
ェイクスピアの戯曲が引用される。例として，民衆版の第 3 章「貨幣と商品流通」におけ
る次の記述があげられる。 
 
Dieser Widerspruch zwischen der quantitativen Schranke und der qualitativen 
Schrankenlosigkeit des Gelds treibt den Schatzbildner stets zurück zur Sisyphusarbeit 
[zur endlos sich erneuernden Arbeit] der Akkumulation der Ansammlung und 
Aufspeicherung von Gold und Silber． 
（民衆版 1928，S.91） 
 
陳は“Sisyphusarbeit”を説明するために次の訳注を本文テキストに挿入した。 
 
這種存於貨幣的量的限度和質的無限性之間的矛盾，會驅使貨幣蓄藏人不斷的從事於積聚
〔Akkumulation〕的西悉夫〔Sisyphe〕【西悉夫是希臘的一個貪財的國王。他死後被罰在地
獄做苦工，做運石上山的工作，但是，因為他所運的石一到山上就會落下來，所以他不得不
反覆不斷的做那種無限的工作。所以西悉夫式工作就是指那種永久不完的同一工作說的。―
陳】式的勞動。 
（陳訳 1930，S.208） 
 
  この訳注の最後に「陳」という名前があるので，陳啓修独自の訳注であるかのように見
える。ところが，同じ訳注が河上・宮川訳版にも付されている。 
 
 貨幣の量的限度と質的無限性との間のかかる矛盾は，蓄蔵者を驅って，蓄積のシンフス
的労働九三 aに向はしむる。 
 （九三 a）〔シンフスといふのはギリシャの貪欲な一国王である。彼は地獄において刑罰
として，石を山上に運んでそこに安置する仕事に命ぜられたが，石は山上に運ばれると
直ちに顚落し，従ってシンフスは同じことを繰り返し行はねばならなかった。―訳
者〕。 
（河上・宮川訳 1927，S.222） 
 
 陳は河上・宮川訳の訳注をほとんどそのまま訳出している。両者の相違は，陳啓修が日
本語訳の「訳者」を「陳」に変えたほか，「所以西悉夫式工作就是指那種永久不完的同一
工作說的（シシュフォス労働は繰り返し続く労働のことを指す）」という結語を加えた点
にあるに過ぎない。 
 
3-3．小括 
 以上から，1930 年に出版された陳訳の『資本論』の底本は，実質的には，1927 年に岩
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波書店より刊行された河上・宮川訳の『資本論』第 1 分冊と第 2 分冊であり，カウツキー
の民衆版は必要に応じて参照されたと見るほうが合理性がある，といっても過言ではない
であろう。 
 
Ⅳ 来日中国人留学生と中国でのマルクス主義普及の黎明期 
 上述のように，陳啓修は 1930 年の初めに東京で日本語訳を底本としてドイツ語版の民
衆版をも参照しながら，中国最初の『資本論』の翻訳を仕上げた人物であり，相当高い日
本語能力を持っていたと考えられる。ここでは，陳啓修の来日歴，河上肇との関わりにつ
いて概観する。 
 
4-1．陳啓修と日本 
 陳啓修，四川省中江人，1886～1960 年，またの名を陳豹隠，筆名に陳勺水，陳惺農な
ど。1905 年（1907 年説もある）来日し，旧制第一高等学校予科で日本語を学んだあと，
1913 年に東京帝国大学法学部の政治科に入学した。1917 年に東京帝国大学を卒業した
後，蔡元培の招聘で北京大学法科教授，政治学研究所主任となった。1923 年に大学からヨ
ーロッパ視察に派遣され，1925 年に帰国して国民革命に参加，広州の黄埔軍官学校や農民
運動講習所の教員，国立中山大学法学科科務主席，経済学部主任，武漢『中央日報』の編
集長等を歴任した。1927 年に第一次国共合作による国民革命が失敗した後，日本に亡命し
た。1930 年に北京大学教授に復帰した。日本亡命中に中国最初の『資本論』翻訳を作成し
た。 
新中国成立後，重慶大学商学部長，重慶財経学院総長，四川財経学院学術委員会委員を
歴任しつつ，『資本論』の翻訳・研究における業績により，1965 年に陳岱孫とともに，経
済学の「一級教授」と認定・表彰された。 
 
4-2．陳啓修と河上肇 
1930 年前後東京で『資本論』を翻訳した陳啓修は，日本語訳の入手や訳語に関する検討
について，多くの援助を得たに違いない。三田剛史の研究では，1920 年代に日本のマルク
ス文献を中国に初めて紹介した陳啓修などの来日留学生は，日本のマルクス主義研究の集
大成者である河上肇と直接的な関わりがあるという90。筆者は京都大学経済学部から公刊
された『河上肇文庫目録』の中に，陳啓修から河上肇へ献辞を添えて贈られた 2 冊の本を
確認することができた。 
  
資本論 第 1 巻第 1 分冊第 1 編 
  馬克思（Marx, K．）著 陳啓修 譯 
 上海 崑崙書店 民国 19（1930） 6，190，236P B6 
  見返し：呈 河上先生 教正乞高評 陳啓修謹贈 30．4．23 
経済学大綱 
                                                     
90 三田剛史（2003），S.358． 
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 陳豹隠訳 上海 楽群書店 1929 年 597P B6 
  見返し：呈 河上先生指正 陳豹隠 1929．5．8． 於東京本郷公属 窓下：訳
者の訂正記入91。 
 
陳啓修が河上肇の『経済学大綱』を翻訳したのは 1929 年であり，『資本論』の翻訳より 1
年前であった。陳は『経済学大綱』の「あとがき」の中で，「この本は大学の経済学原理の
教科書として，実に世界一の良書である」92と河上の著作を高く評価している。『経済学大
綱』を翻訳したことが，翌年の『資本論』翻訳の仕事につながったのであろうと筆者は推測
する。 
「一高時代に，フランス語を独学すると同時にドイツ語と英語も学習した」93陳啓修は，
「5 ヶ国の外国語が掌握できる」といわれているが，『資本論』のような経済学の専門書を
翻訳するには，相当に高いドイツ語能力が求められる。言語能力を一つの要因として，日本
で通算 15 年生活した陳啓修は，中国語版の『資本論』を使いこなせないドイツ語版から直
接に中国語に翻訳するのではなく，河上・宮川訳版から重訳することにしたと考えられる。 
陳啓修は献辞において河上肇を「河上先生」と呼び，中国国内でも陳はしばしば「日本留
学中に河上肇に師事した人物」と紹介されている。しかし日本国内には，陳が河上に師事し
た学生であったことを証明する史料がない。陳が 1927 年に日本へ亡命した時も，その翌年
に河上は京都大学経済学部を退職しているので，直接に彼のもとで学んだとは考えにくい。
しかし，陳は河上肇の中国人の弟子である杜国痒――杜は陳の一高時代の知人であり，丙辰
学社でも陳の同僚となった――を通じて河上肇を知り，河上の諸著作を学んだ可能性が高
いと推測する。 
 
Ⅴ 翻訳術語における陳訳および現代中国語訳『資本論』への日本語訳の継承 
 陳訳が公刊された 1930 年には，中国の近代工業の発展は西欧や日本と比較するとなお遅
れていたため，当時中国語には存在しなかった近代的工業・商業用語を翻訳するにあたり，
河上・宮川訳を事実上の底本にして訳出された陳訳の『資本論』では，日本語の術語が多数
採用された。当時陳訳の『資本論』を通して中国語に入った日本語の術語は，中国語版の現
代訳『資本論』にはどのように引き継がれたのか。これを解明するために，前述の術語比較
リストからいくつかの術語を取り出して検討したい。 
 
番号 民衆版 
（1928） 
高畠訳 
（1919） 
河上·宮川訳
（1927） 
陳訳 
（1930） 
大月版 
（1970） 
編訳局訳
（2004） 
6-13 Gallerte 凝結 膠質物 膠質物 凝固物 凝结 
6-31 wertbildende 
Substanz 
価値形成実体 価値を形成す  價值形 価値を形成 形成价值的
                                                     
91 京都大学経済学部編（1979）『河上肇文庫目録』，京都大学経済学部，S.103． 
92 陳豹隠訳（1929）『経済学大綱』，上海：楽群書店． 
93 劉南燕（2003）「陳啓修―最初に『資本論』を中国語に翻訳した人物（上）」『前進論壇』（中国工
農民主党）（9），S.31－35． 
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る実体 成實體 する実体 实体 
6-40 dieselbe 
menschliche 
Arbeitskraft 
一様なる人間
労働力 
同一なる人間
の労働力 
同一的人
類的勞動
力 
同じ人間労
働力 
同一的人类
劳动力 
64-36 Zirkulationsmi
ttel  
流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
74-1 Umlauf 通用 通流 流轉 流通 流通 
81-21 Produktionskri
se  
生産上の恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生産恐慌 生产危机 
81-21 Handelskrise  商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商业危机 
100-9 Maßstab der 
Preise  
価格標準 価格の本位 價格的本
位 
価格の度量
標準 
价格标准 
 
5-1．河上・宮川訳と陳訳 
 表から見られるように，日本語訳から陳訳に入った術語が，中国語としては定着せず
により適切な訳語に替えられたものがある。例えば，陳訳は第１章の“wertbildende 
Substanz”を，日本語と同じく「價值形成實體」と訳した。周知のように，動目構造詞に
おいては，中国語と日本語の文法は正反対で，動詞を名詞の前に置く。ここでは，「價值
形成實體」ではなく，編訳局訳のように「形成价值的实体」と訳すべきであろう。この箇
所でも，陳がドイツ語を参照せずに，日本語訳に従って訳した可能性が高いことが確認さ
れる。 
また，“Gallerte”の具体的な使用例“eine bloße Gallerte unterschiedsloser 
menschlicher Arbeit”について，直訳の「単なる人間の労働の膠質物」よりは「凝固物」
か「凝結」の方が適訳であろう。そのかぎりでは不適切な訳語と言えるところではある
が，陳訳は河上・宮川訳と共通して，中国語には存在しない「膠質物」という訳語をあて
た。 
さらに，陳啓修は河上・宮川訳と同じく，“Maßstab”を「本位」と訳したが，編訳局訳
は郭・王訳を継承して「標準」と訳している。“Produktionskrise”と“Handelskrise”の
訳語についても，陳は日本語訳の「生産恐慌」と「商業恐慌」をそのまま採用していると
見えるのに対して，現代中国語訳は“－krise”を「－危機」と訳している。 
 
5-2．日本語訳と現代中国語訳 
『資本論』の術語“Austauschverhältnis”，“Gebrauchswert”，“Wertgegenständlichkeit”，
“Wertausdruck”の翻訳について，陳訳は河上・宮川訳の訳語をそのまま採用し，「交換關
係」，「使用価値」，「価値対象性」，「価値表現」とそれぞれ中国語に訳した。これら日本語か
ら借用された術語は中国語に定着し，定訳として現代訳にも活かされていることが少なく
ない。 
1938 年に中国で最初の『資本論』の全訳が郭大力・王亜南によって翻訳され，上海読書
生活出版社より出版された。郭・王訳はドイツ語版から翻訳されたものであるが，現行の
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編訳局訳はこの郭・王訳をもとにして改訳されたものであると言われている。ところが，
日本語訳の郭・王訳への影響は依然として濃厚である。次の事例を見よう。 
河上・宮川訳は，“Umlauf”を“Zirkulation”と区別するために，「通流」という訳語を
作ったが，陳訳もそれに対応して“Umlauf”を「流通」ではなく「流転」と訳した。郭・
王訳は陳訳の術語は採らずに，河上・宮川訳と同じく“Zirkulation”を「流通」，
“Umlauf”を近代中国語になかった「通流」と訳し分けた。“Umlauf”の翻訳において，
郭・王訳は日本語訳を参照したとみるべきであろう。大月版の日本語訳と現代中国語訳
は，“Umlauf”と“Zirkulation”とを区別しておらず，いずれも「流通」と訳している。 
 
Ⅵ 結語 
上述のように，1930 年に上海崑崙書店より出版された最初の中国語版『資本論』訳本
は，1927 年に出版された河上・宮川訳版を事実上の底本としたものであり，日本語訳から
多くの術語を受け継いでいる。つまり中国における『資本論』の普及史は，日本にその端
を発している。 
周知のように，郭・王訳『資本論』の翻訳者の一人王亜南は陳啓修の同時代人であり，日
本へ留学経歴を持った人物である。彼による中国最初の『資本論』全 3 巻の翻訳には，日本
語訳からの要素がどれほど含まれているのであろうか。この詳しい検討には，次章で行う。
西洋の経済学用語が日本を経由して中国へ伝播したルートを究明することは，今後厳密な
調査を必要とする課題であろう。 
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附表２ 陳訳術語比較表 
番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
3-2 Ware 商品 商品 商品 商品 商品 
3-2 Geld 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 货币 
3-6 Gebrauchswert 使用価値 使用価値 使用價値 使用価値 使用价值 
3-6 Wert 価値 価値 價値 価値 价值 
3-9 Warensammlung 商品集積 商品の集大成 商品集成 商品の集まり 商品堆积 
3-10 Elementarform 成素形態 原基形態 始基形態 基本形態 元素形式 
3-19 Gegenstand des Genusses 享楽の対象 享楽の対象 享樂的對象 受用の対象 消费品 
3-21 nützliches Ding 有用物 有用物 有用物 有用物 有用物 
3-26 geschichtliche Tat 歴史的事蹟 歴史的業績 歷史的行為 歴史的な行為 历史的事情 
4-1 Warenmaß 商品尺度 商品尺度 商品尺標 商品尺度 商品尺度 
4-3 Üebereinkommen 傳習 合意 合意 習慣 约定俗成 
4-7 Warenkörper 商品体 商品体 商品體質 商品体 商品体 
5-7 Gehalt 内容 内実 內容 内実 内容 
5-23 Tauschwert 交換価値 交換価値 交換價値 交換価値 交换价值 
5-23 reduzieren 約元 還元 還元 還元 化成 
5-38 Atom 原子 分子 原子 分子 原子 
5-40 Arbeitsprodukt 労働生産物 労働生産物 勞動生産物 労働生産物 劳动产品 
6-10 abstrahieren 抽象 抽象→捨象 捨象 捨象 抽象 
6-13 Gallerte 凝結 膠質物 膠質物 凝固物 凝结 
6-17 aufgehäufen 堆積 蓄積 積蓄 積み上げられている 积累 
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番号 民衆版－1928 高畠訳－1919 河上・宮川訳－1927 陳訳－1930 大月版－1965 編訳局訳－2004 
6-19 Austauschverhältnis 交換関係 交換関係 交換關係 交換関係 交换关系 
6-31 wertbildende Substanz 価値形成実体 価値を形成する実体 價値形成實體 価値を形成する実体 形成价值的实体 
6-40 dieselbe menschliche Arbeitskraft 一様なる人間労働力 同一なる人間の労働力 同一的人類的勞動力 同じ人間労働力 同一的人类劳动力 
6-46 gesellschaftliche Durchschnitts- 
Arbeitskraft 
社会的平均労働力 社会的平均労働力 社會的平均勞動力 社会的平均労働力 社会平均劳动力 
7-4 Gesellschaftlich notwendige 
Arbeitszeit 
社会的に必要な労働時間 社会的に必要な労働時間 社會的必要的勞動時
間 
社会的に必要な労働
時間 
社会必要劳动时间 
8-33 gesellschaftlicher Gebrauchswert 社会的使用価値 社会的使用価値 社會的使用價値 社会的使用価値 社会的使用价值 
9-1 Doppelcharakter 二重性質 二重性 二重性 二重性 二重性 
9-2 Zwieschlächtiges 二重物 二者闘争物 二者鬥爭物 二面的なもの 二重的东西 
9-18 nützliche Arbeit 有用労働 有用労働 有用勞動 有用労働 有用劳动 
9-31 Gesellschaftliche Teilung der Arbeit 社会的分業 社会的分業 社會的分業 社会的分業 社会分工 
10-23 Stoffwechsel 代謝機能 物質代謝 質料代謝 物質代謝 物质变换 
11-43 einfache Durchschnittsarbeit 単純なる平均労働 単純なる平均労働 單純的平均勞動 単純な労働 简单平均劳动 
11-45 Kompliziertere Arbeit 複雑なる労働 複雑労働 複雜勞動 複雑な労働 复杂劳动 
13-6 Arbeitstag 日数の労働時間 労働日 勞動日 労働日 工作日 
14-1 Wertform 価値形態 価値形態 價値形態 価値形態 价值形式 
14-8 Wertgegenständlichkeit 価値対象性 価値対象性 價値對象性 価値対象性 价值对象性 
15-23 relative Wertform 相対的価値形態 相対的価値形態 相對的價値形態 相対的価値形態 相对价值形式 
15-24 Aequivalentform 等価形態 等価形態 等價形態 等価形態 等价形式 
17-2 Wertding 価値物 価値物 價値物 価値物 价值物 
17-3 Wertsein 固有の価値性 価値実在 價値存在 価値存在 价值存在 
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17-18 Wertabstraktion 価値抽象 価値としての抽象(捨象) 價値捨象物 価値抽象 价值抽象 
18-27 verkörperter Wert 体現された価値 体化された価値 體質化了的價値 具体化された価値 物体化的价值 
18-27 Wertkörper 価値物体 価値体 價値體 価値体 价值体 
18-47 Umgang 交通 交通 交通 交わり 交往 
19-15 Wertverhältnis 価値関係 価値関係 價値關係 価値関係 价值关系 
19-21 relativer Wert 相対的価値 相対的価値 相對的價値 相対的価値 相对价值 
22-28 Wertgleichung 価値方程式 等価方程式 價値方程式 価値等式 价值等式 
24-32 abstrakte menschliche Arbeit 抽象的人間労働 抽象性における人間労働 捨象的人類勞動 抽象的人間労働 抽象价值劳动 
25-41 Festigkeit eines Volksvorurteils 一般人民の先入の見 国民的信念の固定性 國民的信念的固定性 民衆の先入見 国民的牢固的成见 
26-4 einfache Wertform 単純価値形態 簡単なる価値形態 簡單的價値形態 単純な価値形態 简单价值形式 
27-4 Wertgestalt 価値の姿 価値の姿 價値姿態 価値の姿 价值形态 
27-23 Metamorphose 変化 変態 變形 変態 形态变化 
28-6 entfaltete relative Wertform 拡大したる価値形態 拡大されたる相対的価値
形態 
擴大了的價値形態 展開された価値形態 扩大的相对价值形式 
29-3 Austauschverhältnis 交換比例 交換比率 交換的比率 交換割合 交换比率 
29-6 Wertkörper 価値体 価値体 價値體質 価値体 价值体 
30-2 Warenbesitzer 商品所有者 商品所有者 商品所有人 商品所持者 商品占有者 
30-8 allgemeine wertform 一般的価値形態 一般的価値形態 一般的價値形態 一般的価値形態 一般价值形式 
31-21 gesellschaftliches Dasein 社会的な存在 社会的な定有 社會的存在 社会的な定在 社会存在 
31-35 allgemeines Aequivalent 一般的等価 一般的等価物 一般等價物 一般等価物 一般等价物 
31-39 Privatarbeit 私的労働 私的労働 私的勞動 私的労働 私人劳动 
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32-7 unterschiedlose menschliche Arbeit 無差別なる人間労働 無差別な人間労働 無差別的人類勞動 無差別な人間労働 无差别人类劳动 
32-41 totale Wertform 総体的価値形態 総体的価値形態 總計的價値形態 全体的価値形態 总和的价值形式 
33-6 Warenwelt 商品界 商品世界 商品世界 商品世界 商品世界 
34-4 gesellschaftliches Monopol 社会的独占権 社会的独占 社會的獨占 社会的独占 社会独占权 
36-41 Fetischismus 魔術性 物神崇拝 物神崇拜 呪物 拜物教 
37-9 gesellschaftliche Gesamtarbeit 社会的総労働 社会的総労働 社會的總勞動 社会的総労働 社会总劳动 
37-25 doppelter gesellschaftlicher Charakter 二重の社会的性質 二重の社会的性質 二重的社會的性質 二重な社会的性格 二重的社会性质 
38-26 Produktenaustauscher 生産物の交換者 生産物の交換者たち 生産物的交換者們 生産物交換者 产品交换者 
42-6 Produktionsmittel 生産機関 生産手段 生産手段 生産手段 生产资料 
42-15 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活資料 生活手段 生活资料 
46-8 Wechselkurs 為替相場 為替相場 匯兌行情 為替相場 汇率 
47-20 Austauschprozeß 交換行程 交換過程 交換進程 交換過程 交换过程 
48-1 Privateigentümer 私有権者 私有権者 私有權所有人 私的所有者 私有者 
48-18 das Konkrete 具体性 具体性 具象的感覺 具体的なもの 具体属性 
56-2 Warenzirkulation 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 
56-5 Geldware 貨幣商品 貨幣商品 貨幣商品 貨幣商品 货币商品 
56-20 Wertausdruck 価値表章 価値表現 價値表現 価値表現 价值表现 
56-21 Preis 価格 価格 價格 価格 价格 
58-10 die Verdoppelung des Wertmaßes 価値尺度の複本位制 価値尺度の二重化 價値尺度的兩重化 価値尺度の二重化 价值尺度的二重化 
59-4 Maßeinheit 測度単位 尺度単位 尺標單位 度量単位 计量单位 
59-7 Maßstab 測度標準 本位 本位 度量標準 标准 
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61-20 Taufname 法定名 洗礼名 洗禮名 洗礼名 教名 
64-12 Transsubstantiation 変質作用 化体 變體作用 化体 变体 
64-36 Zirkulationsmittel 流通用具 流通手段 流通手段 流通手段 流通手段 
64-37 Metamorphose der Waren 商品の転形 商品の変態 商品的變形 商品の変態 商品的形态变化 
74-1 Umlauf 通用 通流 流轉 流通 流通 
74-28 Kaufsmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
74-42 Konsumtion 消費 消費 消費 消費 消费 
77-37 Masse des zirkulierenden Geldes 流通貨幣の分量 流通貨幣の数量 流通着的貨幣的數量 流通する貨幣の量 流通货币量 
79-2 Durchschnittsanzahl der Umläufe 通用の平均の回数 平均通流回数 平均流轉回數 貨幣の平均流通回数 平均流通次数 
79-3 Durchschnittsgeschwindigkeit des 
Geldumlaufes 
貨幣通用の平均速度 貨幣通流の平均速度 貨幣流轉的平均速度 貨幣流通の平均速度 货币的平均流通次数 
80-18 Masse der Zirkulationsmittel 流通用具の分量 流通手段の数量 流通手段的數量 流通手段の量 流通手段量 
81-21 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生产危机 
81-21 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商业危机 
83-1 Wertzeichen 価値章表 商品章標 價値符號 価値章標 价值符号 
83-7 Nationaluniform 国民的制服 国民的制服 國民的制服 国民的部面 国家制服 
84-11 Goldsein 金実体 金の実在 金的存在 金存在 金存在 
84-11 Goldschein 金假現 金の假象 金的外觀 金仮象 金假象 
84-16 Metalldasein 金属上の存在 金属としての定在 金屬上的存在 金属定在 金属存在 
85-9 Münzdasein 鋳貨存在 鑄弊としての存在 鑄幣的存在 鋳貨定在 铸币存在 
85-15 Staatspapiergeld 国家紙幣 国家紙幣 國家紙幣 国家紙幣 国家货币 
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85-21 Zahlungsmittel 支払用具 支払手段 支付手段 支払手段 支付手段 
88-19 Schatzbildung 貨幣の退蔵 貨幣蓄蔵 儲藏手段 貨幣蓄蔵 货币储藏 
88-37 Schatzbildner 貨幣退蔵者 貨幣蓄蔵者 貨幣儲藏人 貨幣蓄蔵者 货币储藏者 
91-23 Kaufmittel 購買用具 購買手段 購買手段 購買手段 购买手段 
91-27 Akkumulation 蓄積 蓄積 積聚 蓄積 积累 
95-34 vermitteln 欠訳 媒介 媒介 媒介 中介 
96-7 Geldkrise 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 货币危机 
100-7 Weltgeld 世界貨幣 世界貨幣 世界貨幣 世界貨幣 世界货币 
100-9 Maßstab der Preise 価格標準 価格の本位 價格的本位 価格の度量標準 价格标准 
100-10 Scheidemünze 補助貨幣 補助貨幣 輔助貨幣 補助貨 辅币 
109-6 Handelsbilanz 貿易の差額 貿易の差額 貿易的差額 貿易差額 贸易差额 
103-5 Nationalarbeit 国民的労働 国民労働 國民勞動 各国の労働 本国劳动 
103-8 nationale Zirkulationssphäre 国民の流通界 国民の流通領域 國民的領域 各国の流通部面 国家的流通领域 
103-14 Ueberfülle 貯水池 貯水池 貯水池 貯水池 库 
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第 5 章 郭大力・王亜南による『資本論』全訳（1938）の成立過程 
 
Ⅰ はじめに 
労働者階級の聖書と呼ばれる『資本論』は，1867 年にハンブルクのオットー・マイスナ
ー出版社（Verlag von Otto Meissner）によって第 1 巻初版が刊行された。その後，マルク
ス存命中に第 2 版（1872～1873）とフランス語版（1872～1875）が出版された。マルク
スの死後，第 1 巻の第 3 版（1883）と第 4 版（1890 年），第 2 巻の第 1 版（1885）と第
2 版（1893）および第 3 巻（1894）が，マルクスの遺稿をもとにエンゲルスが編集して刊
行された。マルクスあるいはエンゲルスによる版本のほか，カウツキーの編集で出版され
た民衆版94（Volksausgabe，1914～1929）とモスクワのマルクス・エンゲルス・レーニン
研究所によって編集された民衆版95（Volksausgabe，1932～1934）もよく知られている。 
陳啓修によってなされた中国最初の『資本論』の翻訳は，1930 年 3 月に上海の昆崙書
店より『資本論第 1 巻第 1 分冊―第 1 篇』というタイトルで公刊された。すでに第 4 章で
述べたとおり，この陳訳の実質的底本は，1927 年に岩波書店より刊行された河上・宮川訳
の『資本論』第 1 分冊と第 2 分冊であり，カウツキーの民衆版は必要に応じて参照された
ものに過ぎなかった。 
以下では，陳訳以後に出現した潘冬舟訳（1932~33），侯・王訳（1932~36），呉半農
訳（1934）という抄訳の特徴を摘記したうえで，最初の『資本論』中国語全訳における日
本語訳への参照箇所に関する考察からはじめ，翻訳者の郭大力と王亜南の翻訳分担，2 つ
の日本語版への郭・王訳の依存状況を解明した後，王亜南の翻訳への参画，日本経歴およ
び郭・王訳の成立過程を明確にする。その後，和製漢字の中国語訳『資本論』へのとけこ
みを解明する。 
                                                     
94 Marx/Engels. 1914-1929. Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie. Herausgegeben/Besorgt von 
Karl Kautsky, Volksausgabe. Berlin und Stuttgart: J.H.W.Dietz Nachf. G.m.b.H.  
カウツキーが編集したこの民衆版は『資本論』全三巻を収録しているが，彼は最初に考案したのは第 1 巻
のみであった． 1914 年に Diez 社より出版された第 1 巻がマルクスの編集した最後のドイツ語第 2 版を
もとに，エンゲルスによる第 3 版と第 4 版での修正を参照しながらカウツキーによって編集されるもので
ある（Herausgegeben von Karl Kautsky）。ところが，1926 年と 1929 年に出版された第 2 巻と第 3 巻の
編集は，マルクスの遺稿ではなく，エンゲルスの編集テキストに基づいたものである（Herausgegeben 
von Friedrich Engels, Besorgt von Karl Kautsky）。 
95 Marx/Engels. 1932-1934. Das Kapital : Kritik der politischen Ökonomie. Herausgegeben von Friedrich 
Engels, Besorgt von Marx-Engels-Lenin-Institut, Volksausgabe. Moskau:Ausländischer Arbeiter in der 
UdSSR. 
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Ⅱ 戦前中国における『資本論』の出版経緯 
2-1．潘冬舟訳 
 陳訳が出た二年後に，1932 年 8 月に北京東亜書店が『資本論 第 1 巻 第 2 分冊』を刊
行し，1933 年 1 月に第 3 分冊を出版した。2 冊の訳者はともに潘冬舟である。 
 潘は「訳者言」で第 2 分冊から翻訳する理由について以下のように説明している。「（『資
本論』は―引用者）陳啓修先生による翻訳が中国語訳の嚆矢だが，第 1 分冊が上海昆崙書店
より出版されて 3 年間たった今日でも，続刊がない。しかし，この本は中国社会科学界が切
実に必要としており，私は続けてこの本を翻訳したい。繰り返しを避けるため，第 1 分冊を
翻訳しないことにする。」96 
 第 2 分冊には「第 2 篇 貨幣の資本への転化」と「第 3 篇 絶対的剰余価値の生産」，第
3 分冊には「第 4 篇 相対的剰余価値の生産」が収録されている。「訳者言」には翻訳底本
の情報が提示されていない97。「10 冊に分けて三か月ごとに 1 冊を出版し，2 年のうちに全
三巻の『資本論』を訳し終える」と宣言したが，結局この計画も第 3 分冊までで終わった。 
 
2-2．候・王訳 
 1932 年 9 月に候外蘆と王思華の翻訳した『資本論』第 1 巻の上（第 7 章まで）が北京で
擬制の「国際学社」より出版され，1936 年 6 月にまた第 1 巻の中（第 8～13 章），下（14
章～25 章）と第 1 巻の合本（全）が「世界名著訳社」より刊行された。中国の読者は初め
て第 1 巻の全訳を迎えた。翻訳底本について，候と王はエンゲルスが 1890 年に編集した第
1 巻の第 4 版に基づき，「単字の校正においては，必要に応じてカウツキーの民衆版をも参
照した」98という。 
 日本語訳との関係について，訳者の候外蘆は晩年の回想録で次のような記述がある。「中
国の理論翻訳において，日本語訳が存在する限り，大いに参照されるのは，日本語訳の名詞，
概念の術語がほとんど漢字で表記するからである。当時中国の翻訳界では，日本語訳用語を
                                                     
96 潘冬舟（1932）「訳者序」『資本論 第 1 巻 第 2 分冊』東亜書店。翻訳は筆者によるものである。 
97 1931 年 5 月に河上肇＋宮川實による『資本論 第 1 巻 上冊』が改造社より出版されたが，第 4 篇ま
でであった。この日本語訳に基づき，潘が第 2 分冊（第 2 篇）と第 3 分冊（第 4 篇）を完成したのではな
いか，と筆者は推測している。 
98 候外蘆 王思華（1932）「訳者の話」『資本論 第 1 巻 上』，国際学社． 
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採用しないものは非常に少ない。我らの翻訳は便宜から見ても，習慣から見ても日本語訳に
求めなければならなかった」99。  
候・王訳に特筆すべきは，ある人名の翻訳で先行諸版の誤訳を修正したことである。マル
クスは第 3 章の脚注 83 で，『北京駐在ロシア帝国公使館の中国に関する調査研究』から財
政高官「Wan-mao-in」の上奏文を引用した。日本語訳では，この人物の名前を「王孟尹」
（高畠訳）あるいは「王猛殷」（河上訳）と訳出したが，陳訳では「万卯寅」と音訳された。
候外蘆は財政史の学者崔敬白と共同で調査し，マルクスが『清史稿』に依拠して言及した財
政官は清朝の戸部右侍郎「王茂蔭」であることを確認した100。 
 
2-3．呉半農訳 
 1934 年 5 月，呉半農訳・千家駒校の『資本論 第 1 巻 第 1 分冊』（第 1～2 篇）が上海
商務印書館から刊行された。呉は第 1 巻を 3 冊に分け，第 2 巻を 2 冊に分けて出版する計
画をたてたが，結局この計画は第 1 分冊で中断し，実現しなかった。翻訳底本はエンゲルス
が監修した英語訳だが，千家駒自身はエンゲルスのドイツ語版とカウツキーの民衆版に依
拠して呉半農の翻訳を校正したという101。 
 
2-4．郭・王訳 
 1938 年 8 月に上海で中国最初の『資本論』全三巻の翻訳が出版された。この翻訳は郭大
力と王亜南が分担翻訳し，上海の読書生活出版社より刊行された102。『資本論』の翻訳を準
備するため，二人は古典派経済学の代表的な著作を翻訳した。郭は，「古典派経済学を理解
することは，マルクスの経済理論を理解するのに必要不可欠である。私の提議で我ら（郭・
王―引用者）は体系的に古典派経済学の著作を翻訳することを決意し，これらの翻訳を厳密
な『資本論』翻訳の準備とする」103と述べた。こうして 1931 年～1932 年に，郭大力と王
亜南によって D.リカードゥーの『経済学及賦税之原理』104及び A.スミスの『国富論』105の
                                                     
99 候外蘆（1983）「『資本論』訳読始末」『馬克思恩格思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。 
100 楊国昌（1984）「『資本論』中訳本簡史」『経済科学』1984-6，S.69-76. 
101 呉半農 千家駒（1934）「訳者の話」「校正者の話」『資本論 第 1巻 第 1分冊』，上海商務印書館。 
102 郭大力 王亜南訳（1938）『資本論』（全三巻）読書生活出版社．以下，この翻訳を郭・王訳と略記する。 
103 郭大力（1938）「訳者跋」『資本論 第 3巻』読書生活出版社。 
104 David Ricardo. 1817. Principles of Political Economy and Taxation. 王亜南 郭大力訳（1931）『経済
学及賦税之原理』神州国光出版社。 
105 Adam Smith. 1776. An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of Nations. 王亜南 郭大力訳
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中国語訳が，神州国光出版社より刊行された。  
 『資本論』全三巻の初版が上海で 3000 部印刷された。そのうち 2000 部が 20 個の木箱に
詰められ，香港を経由して内陸の西南後方へ輸送される途中，広州で失われ行方不明になっ
た。残り千部の一部分が香港と湛江を経由して西南後方の重慶に運ばれたと言う106。その
後，1940 年代に日中戦争や内戦に伴い，『資本論』の紙型が上海から各地へ運ばれ，重慶，
上海，哈爾濱，華北で 4 度増刷された。郭・王訳の初版が中国各地で計 1 万部107以上発行
されたが，民国時代に最も普及した版本となった。 
1970 年代に出版された中央編訳局版の『資本論』も郭・王訳の改訂版に基づく新訳であ
ると言われている。中国の『資本論』普及史においては，郭大力と王亜南による翻訳は多く
の学者を魅了し，最も影響力をもった版本である。 
 
Ⅲ 郭・王訳の日本語訳への依存 
3-1. 翻訳底本 
 中国最初の『資本論』全訳の翻訳底本について，第 3 巻に付された「訳者跋」で訳者の
一人，郭大力は次のように述べている。 
 
我ら（郭大力と王亜南―引用者）が依拠する版本は，マルクス・エンゲルス研究所が
校訂したドイツ語版である。我らがつける若干の注記も，大体この版本によるもので
ある。この版本には若干の印刷上のミスがあったというが，依拠した版は最新のもの
である。このほか， 我らは 2 つの英語訳と 2 つの日本語訳をも参照したが，その
中，完訳は 1 つの英語訳と 1 つの日本語訳のみであった。       
（郭・王訳 1938，S.764-765） 
 
 郭・王訳の翻訳底本は，エンゲルスによるドイツ語第 4 版を基礎にモスクワのマルク
                                                     
（1931~1932）『国富論』（上，下）神州国光出版社。 
106 鄭易里（1983）「回憶『資本論』出版的情況」『馬克思恩格思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民
出版社。 
107 筆者の調査では，郭・王訳の初版は 1938 年に上海で 3 千部，1940 年に重慶で印刷された部数が不
明，1947 年に上海で読書出版社より 2 千部，1948 年哈爾濱で光華書店より 3 千部，その後華北地方の中
国書局より増刷される情報もある。中華人民共和国が成立後，北京三聯書店よりも版を重ねて数回に増刷
されたという。 
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ス・エンゲルス・レーニン研究所が 1932 年～1934 年に刊行した民衆版である。この民衆
版では，第 1 巻の冒頭には，出版者のアドラツキーが同書の特質を紹介した「序文」
（V.Adoratskij: „Vorrede“）とレーニンの論文「カール・マルクス」（W.I.Lenin: „Karl 
Marx“ ）が附されている。このほか，全三巻巻末の付録には，『資本論』に関するマルク
スとエンゲルスの書簡（25 通），マルクス・エンゲルスの論文（3 本）と各種の索引（「著
作索引」，「人名索引」，「事項索引」）などが収録されている。ところが，郭と王は出版を
急いだからか，これらの論文や付録をすべて省略し，翻訳初版に訳出されなかった108。 
 郭・王訳までの中国語の諸抄訳では，呉半農による翻訳のみが英語訳をもとにしてドイ
ツ版を参照しながら訳出されたものであり，日本語訳への参照状況は不分明であった。陳
訳と潘訳の実質的底本は河上肇と宮川實による共訳である。候・王訳の翻訳底本もまた
「日本語訳に求めなければならなかった」。2 人はドイツ語第 4 版に依拠しながら，高畠訳
と河上・宮川訳を参照したと「訳者言」で述べている。郭・王訳も同様に，「2 つの日本語
訳をも参照した」と書いたが，どの版本なのか明言していなかった。本章では，郭・王訳
が日本語訳を参照した経緯を具体的事例に即して解明する。 
 
3-2．郭・王訳の高畠訳への参照 
1938 年に郭・王訳が出版された時点では，日本語版の完訳は高畠素之による翻訳のみで
あった。郭・王が参照した日本語訳は高畠訳であることがほぼ確定的とみられる。次に
郭・王訳と高畠訳との関係を立ち入って検討するために，両訳から 1 つの段落を取り出し
て比較してみた。参考のために最近の日本語訳と中国語訳も挙示した。 
3-2-1．第 22 章の例 
 
Um nun diese Bestandtheile thatsächlich als Kapital fungiren zu lassen, bedarf die 
Kapitalistenklasse eines Zuschusses von Arbeit. Soll nicht die Ausbeutung der schon 
beschäftigten Arbeiter extensiv oder intensiv wachsen, so müssen zusätzliche 
Arbeitskräfte eingestellt werden.                          
(MEGAⅡ-10 1991, S.520) 
                                                     
108 『資本論』中国語訳の初版が出版後，郭大力は独自で『資本論』全三巻の巻末部分を訳出し，1939
年 4 月に『資本論通信集』という書名で読書生活出版社より刊行した。 
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ところで，此等の物質的成分をば，事実上資本として作用せしむるためには，労働の
追加をなすことが資本家階級にとって必要である。既に使用中の労働者に対する搾取
が，外延的（時間的）にも内包的（能率的）にも最早増進されないとすれば，その場合
には追加的の労働力を採用せねばならなくなって来る。    
（高畠訳改造社版 1927，S.569） 
但此等成分要在事實上當做資本用，資本家階級尚需有追加的勞動。如果已使用勞動者
的榨取，不復能在外延的方面或在內包的方面加進，那就不能不採用追加的勞動力。 
（郭・王訳［初版第 2 刷］ 1947，S.485） 
さて，これらの諸構成部分を実際に資本として機能させるためには，資本家階級は労働
の追加分を必要とする。すでに雇用している労働者の搾取が外延的にも内包的にも増大
させられないとすれば，追加労働力が雇い入れられなければならない。 
（新日本出版社訳109 1997，S.992） 
但这些组成部分真正执行资本的职能，资本家階級还需要追加劳动。如果从外延方面或
内涵方面都不能增加对已经就业的工人的剥削，那就必须雇用追加的劳动力。 
（編訳局新訳110 2004，S.670） 
 
 引用文の太字と下線は筆者によるものである。高畠訳と郭・王訳では，名詞：
Kapitalistenklasse→「資本家階級」，Ausbeutung→「搾取」，Arbeiter→「労働力」，形容
詞：extensiv→「外延的」，intensiv→「内包的」，動詞：einstellen→「採用（する）」な
ど，肝要な術語の翻訳において，両者は一致し，同一の漢字表記を使っている。とりわけ
einstellen の翻訳に関して，郭・王訳は「雇う」を意味する「雇用」ではなく，高畠訳の
「採用」という訳語を取り入れていることから，高畠訳に依拠していることが推察できよ
う。次に，『資本論』第 1 巻の前半から 1 つの段落を取り出して比較してみよう。 
3-2-2．第 13 章の例 
 
Wenn es daher auf den ersten Blick klar ist, daß die große Industrie durch Einverleibung 
                                                     
109 資本論翻訳委員会訳（1997）『資本論』（三巻全 5 冊）新日本出版社。以下，この翻訳を新日本出版社
訳と略記する。 
110 中共中央馬克斯恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（2004）『資本論』（全 3 巻）人民出版社。以下，この
翻訳を 1972 年版と区別して編訳局新訳と略記する。 
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ungeheurer Naturkräfte und der Naturwissenschaft in den Produktionsproceß die 
Produktivität der Arbeit außerordentlich steigern muß, ist es keineswegs eben so klar, daß 
diese gesteigerte Produktivkraft nicht durch vermehrte Arbeitsausgabe auf der andren Seite 
erkauft wird.       
(MEGA Ⅱ-10 1991, S.347-48) 
されば，厖大なる自然力と自然科学とを生産行程に併合せしめる所の大工業が，これに依
って労働の生産力を異常に増進するに至るは，一目瞭然の事実であるとはいへ，この生産力
の増進が一方に，労働支出の増大に依って購はれるものでないことは，決して斯く明瞭な事
実ではないのである。                         
（高畠訳改造社版 1927，S.367） 
不過，大工業使自然力和自然科學體化在生產過程中，會異常增進勞動生產力，雖為一目瞭
然的事實，但這生產力的增進，非由勞動支出（Arbeitsausgabe）的增加來購買，這個事實就
不這樣明瞭了。              
（郭・王訳［初版第 2刷］ 1947年，S.310） 
それゆえ，大工業が，巨大な自然諸力と自然科学とを生産過程に合体することによって労
働の生産性を異常に高めるに違いないことは一見して明らかであるとしても，この高めら
れた生産力が，他面での労働支出の増加によって買い取られているのでないことは，決して
同じように明らかではない。            
（新日本出版社訳 1997，S.666） 
因此，如果说大工业把巨大的自然力和自然科学并入生产过程，必然大大提高劳动生产
率，这一点是一目了然的。那么生产力的这种提高并不是靠增加另一方面的劳动消耗换来
的，这一点却绝不是同样一目了然的。                   
（編訳局新訳 2004，S.444） 
 
 郭と王の訳文では，高畠訳と同様に Produktivität der Arbeit（労働の生産性），
Produktivkraft（生産力）が区別されず「生産力」と訳出されている。このほか，名詞：
Naturkraft→「自然力」，Naturwissenschaft→「自然科学」，Produktionsproceß→「生産行
程」（高畠訳）→「生產過程」（郭訳），Arbeitsausgabe→「労働支出」，副詞＋動詞：
außerordentlich steigern→「異常に増進する」（高畠訳）→「異常增進」（郭・王訳），形容
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詞：auf den ersten Blick klar→「一目瞭然」など，中国語訳文を読めば，日本語の原文が
そのまま想像できるほどのものとなり，両者は訳語の選別において同一の漢字を採用する
傾向がみられる。 
郭・王訳は高畠訳の「生産行程」を「生產過程」へ，一箇所のみ改訳したが，残りの訳
語は高畠訳をそのまま取り入れている。郭と王とが共同でこの翻訳を仕上げたとき，高畠
訳に依拠したことは明らかである。 
 
3-3．郭・王訳の河上・宮川訳への参照 
中国語訳『資本論』と日本語訳との参照関係を徹底的に調査するために，筆者は，『資本
論』第 1 巻第 4 版を収録する新 MEGAⅡ-10（1991， Diez Verlag）の Sachregister（事項
索引）に挙げられた術語を基礎にし，独・日・中の術語比較表を作成した（本章の添付資料
「附表 3 『資本論』第 1 巻 独・日・中術語比較表」，参照）。 
「Sachregister」の主要項目では約 700 語が提示されるが，筆者の比較表には，『資本論』
第 1 巻の術語を約 350 語収録している。ここで筆者は，経済学と哲学用語を網羅的に収録
するよう努め，以下のものを本表から外すことにした。  
1．人名，国名，地名，戦争名，法律などの固有名詞。例えば，David Ricardo, Ägypten, Amerika, 
Asien, Athen, Australien, Belgien, China, Deutschland, England, Frankreich, Preußen 
Antijakobinerkrieg, Bankakt von 1844, Julirevolution, Magna Charta, Opiumkrieg など。   
2．時代，産業部門や学科名などを表すもの。例えば，Altertum, Astronomie, Epoche, Mittelalter, 
Baumwollindustrie, Bergbau, Buchbinderei, Gasindustrie, Glasmacherei, Mathematik, 
Strumpfwirkerei, Töpferei, Chemie, Physik, Natur など。 
3．経済学や哲学と関連性がない，もしくは低い名詞。例えば，Aufklärung, Einhegungen, 
Eisenbahnen, Erfindungen, Geschichte, Geschick, Harmoniker, Kirche, Mode, Pest, 
Sprache, Tier など。 
4．類義語または同義のものからいずれかを選ぶ。例えば，Mehrwertmasse と Masse des 
Mehrwert, Intensität der Arbeit と Arbeitsintensität,  Verteilung と Distribution, 
Außenhandel と Foreign Trade/auswärtiger Handel, innerbetriebliche Arbeitsteilung と
manufakturmäßige Theilung der Arbeit など。 
5．『資本論』第１巻の本文テキストに出現しない経済学または哲学用語。例えば， 
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Kommunismus など。 
郭は「訳者跋」で参照した 2 つの日本語訳の中，完訳は 1 つのみであったと述べている。
既述のように，郭と王の訳文には高畠による第 1 巻の翻訳術語が取り入れられていること
から，郭・王訳が高畠訳を参照したことは確実である。では，郭と王が参照した日本語の抄
訳は，どの版本であろう。次に，戦前に出版された代表的な日本語と中国語訳の版本を選び，
筆者は比較表からいくつかの術語を取り出して翻訳を検討したい。 
 
番号 MEGAⅡ-10 
高畠訳 
改造社版 
河上・宮川訳 
改造社版 
長谷部訳111 陳訳 郭・王訳 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 
127-34 Geldkrise 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 
1 14-29 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 
114-29 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生產恐慌 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 
100-6 Produktenaustausch 生産物交換 生産物交換 生産物の交換 生產物交換 生產物的交換 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働   筋肉勞動 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働   頭的勞動 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働   理智勞動 
269-16 Hausarbeit 家内労働   家内労働   家內勞動 
154-18 Arbeiter 労働者 労働者 労働者   勞動者 
267-3 Arbeiterklasse 労働者階級   労働者階級   勞動階級 
584-3 
Akkumulation des 
Kapital 
資本の蓄積   資本の蓄積   資本的蓄積 
                                                     
111 長谷部文雄は 1929 年に岩波文庫より『資本論初版抄』を出版した。1937 年に日本評論社より『資本
論』第 1 巻の翻訳を刊行した後，長谷部は 1946～50 年に全 3 巻（11 冊）の翻訳を完成して同社より発行
した。以来，1951~54 年に出版された青木文庫の改訳版（3 巻 14 冊，文庫版と並行して 1954 年に上製
版と革青版）を経て，1961~62 年に角川文庫（3 巻 8 冊）より 2 回目の改訂版が刊行された。1970 年代
に中央編訳局『資本論』の翻訳グループは郭・王訳に基づき，新訳を作成した際に「長谷部文雄による訳
文を大いに参照した」と翻訳組織者の周亮勛が回想録で述べた。周亮勛（1983）「馬克思的『資本論』和
経済学手稿的訳校経過和体会」『馬克思恩格思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。本章で筆
者は 1954 年に青木書店より刊行された長谷部訳革青版を利用した。 
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529-24 Akkumulationsfonds 蓄積基金   蓄積元本   蓄積基金 
505-5 
Akkumulationsprozeß 
des Kapitals 
資本の蓄積行程   
資本の蓄積過
程 
  資本的蓄積過程 
452-32 
Konzentration des 
Kapitals 
資本の集積   資本の集積   資本之累積 
684-21 
Zentralisation des 
Kapitals 
資本の集中   資本の集中   資本的集中 
78-36 Produktionsprozeß 生産行程 生産過程 生産過程 生產過程 生產過程 
77-18 
gemeinschaftliche 
Produktionsmittel 
共同の生産機関 共有の生産手段 
共同の生産手
段 
共有的生產
手段 
共有的生產手段 
 
番号，例えば，「107-3」は，それが新 MEGAⅡ-10 の 107 ページ 3 行目にあらわれる術
語であることを意味する。郭・王訳では，Krise と関連する術語を例外なく和製漢語の「恐
慌」と訳出されている。特に Geldkrise に関しては，長谷部訳の「貨幣恐慌」ではなく，高
畠訳と河上・宮川訳に共通する「金融恐慌」を採用している。他にも，郭・王訳は
gemeinschaftliche Produktionsmittel を高畠訳の「共同の生産機関」とは訳出せず，河上・宮
川訳の「共有の生産手段」と訳出している。前述した高畠訳文の「生産行程」から「生產過
程」へ郭・王訳の修訂も河上・宮川訳への参照によるものであると判明できる。上記の翻訳
から，郭と王は高畠訳を除き，河上・宮川訳をも参照したことが推測されるであろう。  
Krise のほかに，Akkumulation（蓄積）や Zentralisation（集中）など難解な術語の翻訳で
は，郭・王訳では，高畠訳や河上・宮川訳から取り入れている。それでは，郭・王訳の具体
的な訳者分担はどのようになされたのか，また日本語訳を参照しながら，和製の漢字表記を
中国語訳に導入したのは郭と王のいずれであったかを検討する。 
 
Ⅳ 王亜南の日本経歴 
4-1．郭大力と王亜南の訳者分担 
訳者の分担に関して，郭大力は「訳者跋」で次のように記述している。 
 
第 1 巻に関して，序跋と第 1 篇から第 4 篇までは私（郭大力―引用者）が翻訳したもの
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で，第 5 篇から第 1 巻末までは亜南（王亜南―引用者）が翻訳したものである。第 2 巻
に関して，序と第 1 篇は亜南が翻訳したもので，第 2 篇と第 3 篇は私が翻訳したもので
ある。ただし第 3 巻で，亜南はより重要な仕事を担当したため，極一部（第 6 篇第 37 章
から 40 章まで）しか訳すことができなかった。残りの部分は私が担当した。 
                           （郭・王訳 1938，S.764） 
 
 郭大力と王亜南がそれぞれ翻訳したページ数を検討すると，最初の中国語訳第 1 巻全 661
ページのうち，王によって訳出された分量は 247 ページであり，第 1 巻の 37％を占めるこ
とが分かる。全 3 巻 1852 ページのうち，王亜南が訳した分量は 419 ページであり，全 3 巻
では約 22％であって，残りの 78％は郭の手で翻訳された。 
 
4-2．王亜南の『資本論』翻訳への寄与 
最初の中国語完訳では，確かに王亜南が『資本論』全 3 巻の翻訳に関わってはいるもの
の，『資本論』全 3 巻の約 8 割が郭大力の手で翻訳されたものであった。それにもかかわら
ず，郭は「訳者跋」で王の翻訳を高く評価している。 
 
私が訳語や筆調を統一したので，翻訳全体の責任を負う。…亜南の協力がなければ，決
してこの翻訳を迅速に完成できなかった。…ある人の物事への寄与は単純に量で決ま
るものではない。                  （「訳者跋」，S.764） 
 
「ある人の物事への寄与は単純に量で決まるものではない」という郭の言及から，王の『資
本論』翻訳への寄与は「量」の代わりに「質」である，と読める。王の経歴を踏まえ，『資
本論』の翻訳へ彼の寄与を検討しよう。 
 
4-3．王亜南の日本経歴 
 王亜南（1901～1969，湖北省黄岡人）は，武漢中華大学を卒業した後，1929 年に来日し，
1931 年「満州事変」が勃発する間に，東京でマルクスの著作と古典派経済学の研究・翻訳
に没頭していた。1933 年「福建事変」が失敗した後，ヨーロッパのドイツとイギリスへ亡
命した。1935 年冬に日本を経由して帰国し，郭大力と合流して『資本論』の全訳に取り組
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み，1938 年に完成した。建国後，厦門大学総長，福建省政治協商会議副主席，中国科学院
哲学社会科学部委員・常務委員などを歴任した。代表作として『中国経済原論』（1946），
『中国官僚政治研究』（1948），『中国地主経済封建制度論綱』（1954），中国半封建半植民地
経済形態研究』（1957）などがある112。 
 日本留学経歴を持つ王亜南の『資本論』翻訳の「質」への貢献は日本語訳の翻訳術語を中
国語に導入したことにあると思われる。中国初の『資本論』全訳の成立過程における郭と王
の協力では，郭が翻訳全体の翻訳・編集をドイツ語版に基づいて行い，王が日本語訳から翻
訳術語を取り込んだのである。この結果，郭が言うように，翻訳を相当「迅速に完成」でき
たと見て良いであろう113。 
 
Ⅴ 『資本論』における和製漢字の中国語訳への導入・とけこみ 
5-1．郭・王訳（1938）における日本語来源の術語 
 實藤恵秀は『中国人日本留学史』（増補版）の第 7 章で，『現代漢語外来詞研究』114と
「現代漢語中従日語借来的語彙」115に記録された日本語来源の中国語を総合し，「中国人
のみとめた日本語来源の中国語」として総計 784 語を掲げている。では，高畠訳と河上・
宮川訳を参照しながら訳出された中国最初の『資本論』全訳に登場する術語で，筆者が整
理した術語比較表に収録される約 350 語のうち，この 784 語と重なる術語にはどのような
ものがあり，その点数はいかほどであろうか。以下で筆者は，本章の添付資料「附表 3 
『資本論』第 1 巻 独・日・中術語比較表」116をこうした問題関心から整理し，該当する
                                                     
112 厦門大学の王亜南記念館に掲載される王の経歴によれば，王は 1929～1931 年に東京に留学していた
と伝えられている。筆者は王の東京滞在を調査するために，1927～1931 年間の日華学会が発行した『日
華学報』に掲載された中華民国の「入学学生名簿」，「卒業学生名簿」および日華学会が運営した寄宿舎の
入居学生名簿を検索したが，王亜南の名前は見当たらなかった。国会図書館所蔵の昭和 3～6 年の『留日
中華学生名簿』と第 5 版『留日中華学生名簿』（1931）にも王亜南の名前はなかった。王は東京にいる間
に，学校に入らなかった可能性が高いが，彼の東京滞在は今後の課題として残らざるを得ない。 
113 日本留学経験者の鄭易里は日本語訳に基づき，郭・王の訳文を校正したという説が一部の中国人研究
者の間に伝えられているが，鄭自身の回想録によれば，鄭は紙型の運送などで初版の出版に関与したもの
の，訳文への校正に関する記述はなかった。鄭易里（1983）「回憶『資本論』出版的情況」『馬克思恩格思
著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。 
114 高名凱 劉正琰（1958）『現代漢語外来詞研究』文字改革出版社。 
115 王立達（1958）「現代漢語中従日本借来的語彙」『中国語文』（64）。 
116 本表に収録される日本語版本は高畠訳改造社版（1927），河上・宮川訳改造社版（1931），長谷部訳青
木革青版（1954），中国語版は陳訳（1930），郭・王訳（［初版第 2 刷］1947），郭・王訳修訂第 1 版
（1953~1956），郭・王訳修訂第 2 版（1963），編訳局訳（1972~1975）である。便宜を図るため，筆者
は比較表で使われる漢字表記を統一している。日本語訳の旧漢字をすべて現代漢字に切り替え，中国語に
ついては陳訳，郭・王訳とその修訂第 1 版を繁体字で，郭・王訳修訂第 2 版と編訳局訳を簡体字で表記す
る。 
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術語とその点数を明らかにする。 
 
5-1-1．『資本論』第 1 巻の日本語来源とみられる術語 
（ア）資本/貨幣/流通117 
資本 社會總資本 蓄積 資本的蓄積 蓄積基金 資本的蓄積過程 原始蓄積 貯藏 貨幣貯藏 
資本的集中 資本之累積 商業資本 商人資本 不變資本 可變資本 固定資本 流動資本 高利
貸資本 生息資本  貨幣 貨幣價值 貨幣市場 信用貨幣 貨幣的記號 貨幣流通 通流 流通過
程 準備基金 
                                    計 28 語 
（イ）勞動/勞動者 
勞動 勞動軍 勞動貨幣 勞動條件 勞動器具 勞動契約 勞動生產物 勞動的二重性 抽象的人
類勞動 具體的勞動 單純勞動 複雜勞動 社會的勞動 私人勞動 有給勞動 無給勞動 筋肉勞
動 頭的勞動 理智勞動 社會平均勞動 活的勞動 有用勞動 必要勞動 生產勞動 監視勞動 
季節勞動 勞動者 工資勞動者 就業勞動者 勞動運動 勞動者階級 勞動階級 勞動基金 勞動
對象 勞動強度 勞動力 失業 勞動市場 勞動手段 勞動生產力 勞動過程 勞動日 標準勞動
日 勞動時間 勞動體化物 勞動材料 必要的勞動時間 工廠勞動者 農業勞動者 家庭勞動 家
內勞動 徭役勞動 總勞動者 兒童勞動 強制勞動 過度勞動 工廠勞動 農民 遊牧民 
                                    計 59 語 
（ウ）社會/主義/階級/意識/概念/觀念/議會/地主/自治/組合/特權 
小農階級 資產階級 小資產階級社會主義 資產階級社會 資本主義社會 社會進步 資本家 
資本家階級 產業資本家 階級鬥爭 階級對立 中等階級 資本主義生產 資本主義生產過程 
資本主義生產方法 共產社會主義 重商主義 專制主義 封建主義 複本位主義的空想 社會的
分工 社會意識形態 概念 議會 大地主 自治團體 勞動者組合 特權 觀念 
                                    計 29 語 
（エ）商品/生產/恐慌/剩餘/獨佔/所有權/所得稅 
商品 商品體 商品生產 商品流通 商品交換法則 商品堆積 生產物 生產物的交換 農產物 
                                                     
117 ここの術語を郭・王訳初版本の繁体字で表記する。（ア）～（キ）の主要項目に挙げられる術語が「中
国人のみとめた日本語来源の中国語」に収録されるものである。日本語由来の派生語，例えば，「商業資
本」や「生息資本」など，語源は日本語来源の「資本」であるため，日本語来源の術語とみなす。 
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生產關係 生產條件 生產費 生產手段 共有的生產手段 生產過程 生產關係 生產方法 生產
時間 生產力 總生產物 生產物價值 再生產 單純再生產 過剩生產 奢侈品的生產 自然生產
物 恐慌 商業恐慌 生產恐慌 金融恐慌 剩餘勞動 剩餘勞動時間 剩餘生產物 剩餘價值 絕
對剩餘價值 相對剩餘價值 剩餘價值量 剩餘價值率 額外剩餘價值 榨取 獨佔 生產手段的
獨佔 資本的獨佔 土地所有權 所得稅 
                                    計 45 語 
（オ）價值/交換/消費/商業/自由/債權/債務/破產/科學/自然科學/唯物論 
價值 價值表現 價值抽象 價值對象性 價值體 價值實體 價值法則 價值量 價值尺度 價值
記號 使用價值 使用價值與價值在商品內部的對立 價值增殖過程 資本價值的構成 價值生
產物 交換 交換價值 消費 消費基金 享樂的手段 享受的對象 商業利益 自由 自由貿易 債
權者 債務者 債務 破產 科學 自然科學 唯物論 
                                                                         計 31 語 
（カ）工業/革命/技師/共同體/手段/資料/單位/經濟/關係/市場/機關/機械/組合/條件 
大工業 手工業 手工業者 產業革命 技師 共同體 共產體 協作關係 支付手段 生活資料 尺
度單位 經濟學 庸俗經濟學 權利關係 財産關係 世界市場 殖民地市場 世界商業 交通機關 
機械 工人的組合 勞動者的一切組合 生活條件 
                                    計 23 語 
（キ）～形態/～式/～化/～力/～法/～論/～的 
生產形態 等價形態 原素形態 貨幣形態 社會形態 價格形態 價值形態 家長式產業 生活方
式 人格的物化 社會化 自然力 勞動法 無神論 族長的家庭 
                                                                    計 15 語 
（ク）その他 
需要 供給 基礎 上層建築 慾望 辯證法 國有地 分離 凝結 法則 強力 貿易差額 家長式產
業 結合 自由競爭 農奴制度 形（而）上學 人格化 私有制 利潤 額外的利潤 利潤率 產
業豫備軍 奴隸制度 代謝機能 過剩人口 濫費 共有地 二重物 合作 合作工廠 抽象 經理 
否定之否定 民族 匯兌率 布洛推斯坦教（プロテスタント教の音訳） 勞動力價值的相對
減低 取締工會的法律 
                                                                    計 39 語 
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合計 269 語 
 
5-2．日本語来源と確認できない術語 
輪班制度 取得 股份公司 工人 工資 名義工資 真實工資 日工資 計件工資 計時工資 拜物
教性質 工會 金 地租 資本墊支 夜工 重農學派 財富 國家 稅賦 稅賦制度 勞動者沒有充
分工作 人民被剝奪 利息 製造業的分工 週工資 共有地 所得 工廠 工廠主 土地貴族 殖民
地 徒弟 製造業 形態變化 無產者 罷工 領主 採掘產業 產業部門 權力 業者 紙幣 貧困 
價格變動 國債制度 國家對私人的補助 商人 拜物教 人身的依賴關係 諸國 矛盾 脫棄 均
等 價格 平均價格 認識 半製品 榨取 十小時法 二律背反 臨時徭役 奴隸貿易 基爾特制度 
自動機 補償的學說 節慾說 原料 托拉斯 農業 貴族 保護稅 殖民學說 痛苦 國外貿易 幣
價下落 
計 76語 
 
Ⅵ 結び 
版本 由来 日本来源の術語 日本来源と確認できないもの 
郭・王訳（1938） 269 76 
経済学・哲学用語が網羅的に収録される本章の「附表 3 『資本論』第 1 巻 独・日・中
術語比較表」には，實藤が整理した「中国人のみとめた日本語来源の中国語」のリストで確
認できる術語の 269 語が存在する。これらは，その大半が高畠訳と河上・宮川訳より導入
されたのであり，第 1 巻調査対象術語全体の約八割を占める。 
郭・王訳の翻訳術語のうち，實藤の「中国人のみとめた日本語来源の中国語」リストによ
って，日本語来源か否かを確認できなかった術語はわずか 76 語にすぎない。この 76 語の
うち，「取得」，「金」，「國家」，「共有地」，「所得」，「工廠」，「工廠主」，「土地貴族」，「殖民
地」，「徒弟」，「無產者」，「罷工」，「領主」，「產業部門」，「權力」，「業者」，「紙幣」，「價格變
動」，「國債制度」，「矛盾」，「價格」，「平均價格」，「認識」，「半製品」，「榨取」，「十小時法」，
「二律背反」，「臨時徭役」，「奴隸貿易」，「自動機」，「補償的學說」，「節慾說」，「原料」，「農
業」，「貴族」，「保護稅」，「殖民學說」，「國外貿易」，「幣價下落」などの翻訳では高畠訳や河
上・宮川訳との同一性が見られる。これらの術語を「日本語来源と確認できないもの」から
削除すれば，中国語訳『資本論』第 1 巻において，日本語来源ではない術語はわずか 37 語
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になり，術語全体の約一割にとどまる。最初の中国語訳『資本論』第 1 巻の学術的な翻訳術
語のうち，実に約九割が日本語来源ないしは日本語訳に一致するのである。郭と王は日本語
訳を参照したことで，多大な成果を得ることになった，と言えるであろう118。 
 
 
                                                     
118 郭・王訳はすべての術語を高畠訳と河上・宮川訳から取り入れるというわけではなく，独自の主張も
ある。例えば，日本語訳は Bourgeoisie を「ブルヂォア」（高畠訳），「ブルジョアジー」（河上・宮川訳と
長谷部訳）と片仮名で訳すが，郭・王訳は陳訳に従い，「資産階級」の漢字で表記する．bürgerliche 
Kapitalist を日本語音訳の「布爾喬亞的資本家」で表記するほか，bürgerliche…を日本語訳の「ブルジョ
ア（的）…」ではなく，「資産階級（的）…」と訳している。このほか，日本語訳は kapitalistische 
Gesellschaft を「資本制社会」（高畠訳），「資本家社会」（河上・宮川訳），「資本主義社会」（長谷部訳）
と訳出し，見解がそれぞれに対して，中国語訳はそれを「資産階級社会」（陳訳），「資本主義社会」（郭・
王訳）と訳す。日本語訳は kapitalistische Produktion…に関連する術語を「資本制（的）生産…」（高畠訳
と長谷部訳）や「資本家的生産」（河上・宮川訳）と訳し，陳訳と郭・王訳はそのすべてを「資本主義
（的）生産…」と訳している。 
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76-23 Abhängigkeitsverhäl
tnisse 
人的倚存 人的の依存関係 人格的な依存諸関係 人格的依存関係 人的依存關係 人身依賴關係 人身的依賴性 人身的依赖关
系 
人身依附 
230-20 Ablösungssystem 交代制度 交替制 交代制 交替制   輪班制度 換班制度 换班制度 换班制度 
529-21 Abstinenztheorie 節欲説   節欲説 節欲説   節慾說 節欲說 节欲说 节欲论 
39-35 Abstraktion 抽象 度外視 捨象 捨象 置諸度外 抽象 抽象 抽象 抽去 
629-14 Ackerbau 農業   農業 農業   農業 農業 农业 农业 
647-41 Adel 貴族   貴族 貴族   貴族 貴族 贵族 贵族 
59-32 Äquivalentform 等價形態 等価形態 等価形態 等価形態 等價形態 等價形態 等價形態 等价形态 等价形式 
402-1 Ackerbauarbeiter 農業労働者 農業労働者 農業労働者 農業労働者   農業勞動者 農業勞動者 农业劳动者 农业工人 
227-8  Agrikulturarbeiter 農業労働者 農業労働者 農業労働者 農業労働者   農業勞動者 農業勞動者 农业劳动者 农业工人 
667-36 Agrikulturprodukte 農産物   農業生産物 農業生産物   農產物 農產物 农产物 农产品 
584-3 Akkumulation des 
Kapital 
資本の蓄積 資本の蓄積 資本の蓄積 資本の蓄積   資本的蓄積 資本的積累 资本的积累 资本积累 
529-24 Akkumulationsfonds 蓄積基金   蓄積元本 蓄積元金   蓄積基金 積累基金 积累基金 积累基金 
505-5 Akkumulationsproze
ß des Kapitals 
資本の蓄積行程   資本の蓄積過程 資本の蓄積過程   資本的蓄積過程 資本的積累過
程 
资本的积累过
程 
资本的积累过
程 
563-18 Aktiengesellschaft 株式会社   株式会社 株式会社   股份公司 股份公司 股份公司 股份公司 
145-8 Nachfrage  Zufuhr 需要 供給 需要 供給 需要 供給 需要 供給   需要 供給 需要 供給 需要 供给 供求 
139-32 Aneignung 占有 占有 取得 取得   取得 取得 取得 占有 
210-34 Antinomie 二律背反 二律背反 二律背反 二律背反   二律背反 二律背反 二律背反 二律背反 
10-13 Atheismus 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 無神論 无神论 无神论 
40-27 aufhäufen 蓄積 蓄積 堆積 堆積 積蓄 蓄積 積累 积累 积累 
40-19 Arbeit 労働 労働 労働 労働 勞動 勞動 勞動 劳动 劳动 
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153-30 Arbeitskontrakt 労働契約 労働契約 労働契約 労働契約   勞動契約 勞動契約 劳动契约 劳动契约 
154-7 Arbeitsinstrumente 労働器具 労働具 労働用具 労働用具   勞動器具 勞動器具 劳动工具 劳动工具 
43-14 Doppelcharakter der 
Arbeit 
労働の二重性質 労働の二重性 労働の二重性格 労働の二重性格 勞動的二重性 勞動的二重性 勞動的二重性 劳动的二重性 劳动的二重性 
52-13 abstrakte 
menschliche Arbeit 
抽象的人間労働 抽象性において見
たる人間労働 
抽象的・人間的労働 抽象的労働 捨象的人類的
勞動 
抽象的人類勞動 抽象的人類勞
動 
抽象的人类劳
动 
抽象人类劳动 
47-37 konkrete Arbeit 具體的労働 具体的な労働 具体的労働 具体的労働 具象的勞動 具體的勞動 具體的勞動 具体劳动 具体的劳动 
46-21 einfache Arbeit 単純労働 単純労働 簡単労働 単純労働 單純勞動 單純勞動 簡單勞動 简单劳动 简单劳动 
46-20 komplizierte Arbeit 複雑労働 複雑労働 複雑労働 複雑労働 複雜勞動 複雜勞動 複雜勞動 复杂劳动 复杂劳动 
90-30 gesellschaftliche 
Arbeit 
社会的の労働 社会的な労働 社会的な労働 社会的（な）労働 社會的勞動 社會的勞動 社會的勞動 社会的劳动 社会劳动 
90-30 Privatarbeit 私的労働 私的労働 私的労働 私的労働 私的勞動 私人勞動 私勞動 私人劳动 私人劳动 
478-9 bezahlte Arbeit 支払労働   支払労働 支払労働   有給勞動 有給勞動 有报酬的劳动 有酬劳动 
478-7 unbezahlte Arbeit 不払労働   不払労働 不払労働   無給勞動 無給勞動 没报酬的劳动 无酬劳动 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働 手の労働   筋肉勞動 筋肉勞動 体力劳动 体力劳动 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働 頭の労働   頭的勞動 頭的勞動 头的劳动 脑力劳动 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働 頭の労働   理智勞動 理智勞動 脑力劳动 脑力劳动 
155-33 gesellschaftliche 
Durchschnittsarbeit 
社会的平均労働 社会的平均労働 社会的平均労働 社会平均労働   社會平均勞動 社會平均勞動 社会平均劳动 社会平均劳动 
166-40 lebendige Arbeit 生きた労働 生ける労働 生きた労働 生きた労働   活的勞動 活的勞動 活的劳动 活劳动 
45-3 nützliche Arbeit 有用労働 有用労働 有用的労働 有用的労働 有用勞動 有用勞動 有用勞動 有用劳动 有用劳动 
195-16 nothwendige Arbeit 必要労働 必要労働 必要労働 必要労働   必要勞動 必要勞動 必要劳动 必要劳动 
40-16 produktive Arbeit 生産的労働 生産的労働 生産的労働 生産的労働 生產的勞動 生產勞動 生產勞動 生产劳动 生产劳动 
MEGAⅡ-10   高畠改造社版    河上・宮川改造社版 長谷部青木革青版   新日本出版社訳    陳訳  郭大力・王亜南譯 郭・王第 1 次改訂 郭・王第 2 次改訂 編訳 
94 
 
附表３ 
299-24 Arbeit  der 
Oberaufsicht 
監視の労働 監督のための仕事 監督労働 監督の労働   監視勞動 監督勞動 监督劳动 监督劳动 
154-18 Arbeiter 労働者 労働者 労働者 労働者   勞動者 勞動者 劳动者 工人 劳动者 
560-39 Arbeiterarmee 労働者軍   労働者軍 労働者軍   勞動軍 勞動軍 劳动军 劳动军 
298-40 Arbeiterassoziation 労働者の組合 協同組合 労働者たちの団体 労働者の組合   工人的組合 工人的組合 工人的组合 工人组合 
265-21 Arbeiterbevölkerung 労働者 労働者層 労働者人口 労働者人口   就業勞動者 勞動者人口 劳动人口 劳动居民 
666-6 Arbeiterkoalition 労働者集団   労働社団結 労働者団結   勞動者的一切組
合 
勞動者的一切
集會 
工人的一切集
会 
工人的一切结
社 
214-31 Arbeiterbewegung 労働運動 労働者運動 労働者運動 労働運動   勞動運動 工人運動 工人运动 工人运动 
267-3 Arbeiterklasse 労働者階級 労働者階級 労働者階級 労働者階級   勞動階級  工人階級 工人阶级 工人阶级 劳
动者阶级 
242-15 Arbeiter- 
generationen 
労働者種族 労働者全体 労働者世代 労働者世代   勞動者 勞動者 一代劳动者 一代工人 
497-22 Arbeiterstatuten 労働者法   労働者条例 労働法令   勞動法 勞動法 劳动法 劳工法 
293-15 Arbeitsbedingungen 労働条件 労働諸条件 労働諸条件 労働諸条件   勞動條件 勞動條件 劳动条件 劳动条件 
508-21 Arbeitsfonds 労働基金   労働元本 労働元金   勞動基金 勞動基金 劳动基金 劳动基金 
163-2 Arbeitsgegenstand 労働対象 労働対象 労働対象 労働対象   勞動對象 勞動對象 劳动对象 劳动对象 
171-15 Arbeitsmaterial 労働材料 労働材料 労働材料 労働材料   勞動材料 勞動材料 劳动材料 劳动材料 
466-26 Arbeitsintensität 労働の能率   労働の強度 労働の強度   勞動強度 勞動的強度 劳动的强度 劳动强度 
158-19 Arbeitslohn 労銀 労賃 労賃 労賃   工資 工資 工资 工资 
486-18 Nominallohn 名目賃銀   名目的労賃 名目賃銀   名義工資 名義工資 名义工资 名义工资 
486-18 Reallohn 現実賃銀   現実的労賃 実質賃銀   真實工資 實際工資 实际工资 实际工资 
496-7 Tageslohn 日賃銀   日賃銀 日賃銀   日工資 日工資 日工资 日工资 
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496-7 Wochenlohn 週賃銀   週賃銀 週賃銀   週工資 週工資 周工资 周工资 
493-2 Stücklohn 請負賃銀   個数賃銀 出来高賃銀   計件工資 計件工資 计件工资 计件工资 
486-2 Zeitlohn 時間賃金   時間賃金 時間賃銀   計時工資 計時工資 计时工资 计时工资 
90-33 Arbeitsgeld 労働貨幣 労働貨幣 労働貨幣 労働貨幣 勞動貨幣 勞動貨幣 勞動貨幣 劳动货币 劳动货币 
41-16 Arbeitskraft 労働力 労働力 労働力 労働力 労働力 勞動力 勞動力 劳动力 劳动力 
316-7 relative Entwertung 
der Arbeitskraft 
労働価値の相対的
低下 
労働力の価値は減
少する 
労働力の相対的な価値
の減少 
労働力の相対的
な価値減少 
  勞動力價值的相
對減低 
勞動力價值的
相對減低 
劳动力价值的
相对减低 
劳动力的相对
贬值 
413-7 Arbeitslosigkeit 失業   失業 失業   失業 失業 失业 失业 
135-5 Arbeitsmarkt 労働市場 労働市場 労働市場 労働市場   勞動市場 勞動市場 劳动市场 劳动市场 
163-11 Arbeitsmittel 労働用具 労働手段 労働手段 労働手段   勞動手段 勞動手段 劳动手段 劳动资料 
348-2 Arbeitsproduktivität        労働の生産力   労働の生産性 労働の生産性   勞動生產力 勞動的生產率 劳动生产率 劳动生产率 
161-21 Arbeitsprozeß 労働行程 労働過程 労働過程 労働過程   勞動過程 勞動過程 劳动过程 劳动过程 
207-6 Arbeitstag 労働日 労働日 労働日 労働日   勞動日 勞動日 劳动日 劳动日 
6 Normalarbeitstag 標準労働日 標準労働日 標準労働日 標準労働日   標準勞動日 標準勞動日 标准劳动日 正常工作日 
44-10 Arbeitstheilung                分業 分業 分業 分業 分業 分工 分工 分工 分工 
44-10 gesellschaftliche 
Arbeitshteilung 
社会的分業 社会的分業 社会的分業 社会的分業 社會的分業 社會分工 社會分工 社会分工 社会分工 
436-7 manufakturmäßige 
Theilung der Arbeit 
マニュファクチュ
ーア的分業 
  マニュファクチュア的
分業 
マニュファクチ
ュア的分業 
  製造業的分工 手工製造業的
分工 
手工制造业的
分工 
工厂手工业分
工 
41-5 Arbeitszeit 労働時間 労働時間 労働時間 労働時間 勞動時間 勞動時間 勞動時間 劳动时间 劳动时间 
41-20 notwendige 
Arbeitszeit 
必要な労働時間 必要な労働時間 必要な労働時間 必要な労働時間 必要的勞動時
間 
必要的勞動時間 必要的勞動時
間 
必要的劳动时
间 
必要劳动时间 
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41-33 gesellschaftlich 
notwendige 
Arbeitszeit 
社会的に必要なる
労働時間 
社会的に必要な労
働時間 
社会的に必要な労働時
間 
社会的に必要労
働時間 
社會的必要的
勞動時間 
社會所必要的勞
動時間 
社會必要的勞
動時間 
社会必要的劳
动时间 
社会必要劳动
时间 
478-1 Assoziationverhältni
sse 
協合関係   組合関係 協同関係   協作關係 協作關係 共同协作关系 协作关系 
298-20 Ausbeutung 搾取 搾取 搾取 搾取   榨取 剝削 剥削 剥削 
191-3 Ausbeutungsgrad              搾取程度 搾取の程度 搾取度 搾取度   榨取程度 剝削程度 剥削的程度 剥削程度 
72-24 Austausch 交換 交換 交換 交換 交換 交換 交換 交换 交换 
145-14 Gesetze des 
Warenaustauschs 
商品交換の法則 商品交換の法則 商品交換の法則 商品交換の法則   商品交換法則 商品交換法則 商品交换规律 商品交换规律 
325-35 Automat 自動機械 自動機 自動装置 自動装置   自動機 自動機 自动机 自动机 
159-11 Bankrott 破産 破産 破産 破産   破產 破產 破产 破产 
43-6 Bauer 農民 農民 農民 農民 農民 農民 農民 农民 农民 
672-4 Bauerschaft 小農階級   農民層 農民層   小農階級 農民階級 农民经济 农民 
80-37 Basis   Überbau 基礎 上部構造 土台 上層建築 土台 上層建築 土台 上部構造 基礎 上部蓋造 基礎 上層建築 基礎上層建築 基础 上层建筑 基础 上层建筑 
38-1 Bedürfnis 欲望 欲望 欲望 欲求 慾望 慾望 需要 需要 需要 
169-41  Begriff  概念 概念 概念 概念   概念 概念 概念 概念 
212-27 Bojaren ボヤール（領主） ボヤール（領主） ボヤール ボヤール   領主 領主 领主 领主 
12-37 Bourgeoisie ブルチ゛ォア ブルジョアジー ブルジョアジー ブルジョアジー 資產階級 資產階級 資產階級 资产阶级 资产阶级 
299-13 Despotismus 専制主義 専制主義 専制支配 専制   專制主義 專制主義 专制主义 专制 
664-7 Depreciation des 
Geldes 
貨幣が下落する   貨幣の価値減少 貨幣の減価   幣價下落 幣值的下降 货币贬值 货币贬值 
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17-32 Dialektik 辯證法 辯證法 弁証法 弁証法 辯證法 辯證法 辯證法 辩证法 辩证法 
78-7 Distribution 分配（配分） 配分 分配（配分） 分配(配分)  分配 分配 分配 分配 分配 
37-11 Elementarform 成素形態 原基形態 原基形態 要素形態 始基形態 原素形態 原素形態 元素形式 元素形式 
130-5 Elend 窮乏 窮乏 窮乏 窮乏 窮乏 痛苦 痛苦 痛苦 贫困 
10-14 Eigentumsverhältnis
se 
所有関係 所有関係 所有諸関係 所有諸関係 所有關係 財產關係 財產關係 财产关系 财产关系 
77-34 Gemeineigentum 共有 共産制 共同所有 共同所有 共產制 共產 共有 公有制 公社所有制 
651-6 Gemeindeeigentum 共同地   共同地 共同地   共有地 共有地 共有地 公有地 
651-23 Gemeindeländereie
n 
共同地   共同地 共同地   共有地 共有地 共有地 公有地 
651-7 Staatseigentum 国有地   国有地 国有地   國有地 國有地 国有地 国有土地 
134-20 Grundeigentum 土地所有 土地所有 土地所有 土地所有   土地所有權 土地所有權 土地所有权 地产 
507-14 Einkommen 
Revenue 
収入   収入 収入（所得）   所得 所得 收入 收入 
583-33 Einkommensteuer 所得税   所得税 所得税   所得稅 所得稅 所得税 所得税 
102-13 Entäußerung 脱却 蝉脱 脱却 脱皮 脫離 蝉脱 脫棄 脱弃 转换 
388-18 Entfremdung 分離   疎外 疎外   分離 分離 分离 异化 
164-4 Erkenntnis 認識 認識 認識 認識   研究 認識 认识 认识 
196-35 Exploitation 搾取 搾取 搾取 搾取   榨取 剝削 剥削 剥削 
287-22 Extramehrwert 特別余剰価値 超過剰余価値 特別剰余価値 特別剰余価値   額外剩餘價值 額外剩餘價值 额外剩余价值 超额剩余价值 
202-3 Fabrik 工場 工場 工場 工場   工廠 工廠 工厂 工厂 
202-7 Fabrikant 工場主 工場主 工場主 工場主   工廠主 工廠主 工厂主 工厂主 
214-32 Fabrikarbeit 工場労働 工場労働 工場労働 工場労働   工廠勞動 工廠勞動 工厂劳动 工厂劳动 
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214-13 Fabrikarbeiter 工場労働者 工場労働者 工場労働者 工場労働者   工廠勞動者 工廠勞動者 工厂劳动者 工厂工人 
214-14 Fabrikgesetzgebung 工場法 工場法 工場立法 工場立法   工廠法 工廠法 工厂法 工厂立法 
77-4 Familienarbeit 家族労働 家族の労働 家族労働 家族労働 家族勞動 家庭勞動 家族勞動 一家的劳动 家庭劳动 
85-15 patriarchalische 
Familie 
家父長制家族 家長制的大家族 家父長制的家族 家父長制的家族 家長制的大家
族 
族長的家庭 家長式的家族 家长制家庭 家长制家庭 
72-15 Fetischismus 魔術性 物神崇拝 物神崇拝 物神崇拝 物神崇拜 拜物教 拜物教 拜物教 拜物教 
70-26 Fetischcharakter  魔術的性質 物神崇拝 物神的価格 物神的性格 物神崇拝 拜物教性質 拜物教性質 拜物教性质 拜物教性质 
658-15 Feudalismus 封建主義   封建主義 封建主義   封建主義 封建主義 封建主义 封建主义 
223-24 Freihandel 自由貿易 自由商業 自由商業 自由商業   自由貿易 自由貿易 自由贸易 自由贸易 
268-6 Freiheit 自由 自由 自由 自由   自由 自由 自由 自由 
211-26 Fronarbeit 徭役労働 徭役労働 賦役労働 夫役労働   徭役勞動 徭役勞動 徭役劳动 徭役劳动 
40-24 Gallerte 凝結 膠質物 凝結 凝固体 膠質物 凝結 凝結物 凝结物 凝结 
38-13 Gebrauchswert 使用價値 使用価値 使用価値 使用価値 使用價值 使用價值 使用價值 使用价值 使用价值 
62-3 innere Gegensatz 
von Gebrauchswert 
und Wert 
使用價値と價値と
の内部的対立 
使用価値と価値と
の内的対立 
使用価値と価値との対
立 
使用価値と価値
との内的対立 
使用價值個價
值的內部的對
立 
使用價值與價值
在商品內部的對
立 
使用價值與價
值的內部的對
立 
使用价值和价
值的对立 
使用价值和价
值的内部对立 
38-2 Gegenstand des 
Genusses 
享楽の対象 享受の対象 享楽の対象 享受の対象 享樂的對象 享受的對象 享受的對象 享受的对象 消费品 
90-5 Geld 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 貨幣 货币 货币 
92-21 Maßeinheit 尺度単位 尺度単位 度量単位 度量単位 尺標單位 尺度單位 單位 尺度单位 计量单位 
131-4 Geldakkumulation 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣蓄積 貨幣儲藏 貨幣貯藏 貨幣貯藏 积累货币 积累货币 
94-19 Geldwert 貨幣価値 貨幣価値 貨幣価値 貨幣価値 貨幣價值 貨幣價值 貨幣價值 货币价值 货币价值 
87-19 Geldform 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 貨幣形態 货币形态 货币形式 
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673-28 Geldkapital 貨幣資本   貨幣資本 貨幣資本   貨幣資本 貨幣資本 货币资本 货币资本 
127-34 Geldkrise 金融恐慌 金融恐慌 貨幣恐慌 貨幣恐慌 金融恐慌 金融恐慌 貨幣危機 货币危机 货币危机 
135-5 Geldmarkt 金融市場 貨幣市場 貨幣市場 貨幣市場   貨幣市場 貨幣市場 货币市场 货币市场 
119-13 Geldzeichen 貨幣表章 貨幣の章標 貨幣章標 貨幣標章 貨幣的符標 貨幣的記號 貨幣的記號 货币的符号 货币符号 
155-20 Geldzirkulation 貨幣流通 貨幣流通 貨幣流通 貨幣流通   貨幣流通 貨幣流通 货币流通 货币流通 
145-12 Gleichheit 等一 平等 平等 平等   等一 均等 均等 平等 
85-16 Gemeinde 村落共産社会 共産体 共同体 共同体 共同團體 共產團體 共同體 公社 公社 
85-17 Gemeinwesen 共同体 共同団体 共同体 共同体 共同團體 共產體 共同體 公社 共同体 
294-20 Gesammtarbeiter 総労働者 総労働者 全体労働者 全体労働者   總勞動者 總勞動者 集体劳动者 总体劳动者 
294-7 Gesammtprodukt 総生産物 総生産物 全体生産物 総生産物   總生產物 總生產物 总产品 总产品 
59-34 Gesellschaftsform 社会形態 社会的な形態 社会諸形態 社会形態 社會諸形態 社會形態 社會形態 社会形态 社会形式 
80-38 gesellschaftliche 
Bewußtseinsformen 
社会的意識形態 社会的意識諸形態 社会的な意識諸形態 社会的意識形態 社會的意識諸
形態 
社會意識形態 社會意識形態 社会意识形态 社会意识形式 
169-11 gesellschaftlicher 
Fortschritt 
社会的進歩 社会的進歩 社会的進歩 社会進歩   社會進步 社會進步 社会进步 社会进步 
8-6 bürgerliche 
Gesellschaft 
ブルチ゛ォア的社
会 
ブルジョア社会 ブルジョア社会 ブルジョア社会 資產階級的社
會 
資產階級社會 資產階級社會 资产阶级社会 资产阶级社会 
17-40 kapitalistische 
Gesellschaft 
資本制社会 資本家社会 資本主義社会 資本主義社会 資產階級社會 資本主義社會 資本主義社會 资本主义社会 资本主义社会 
74-29 Gesetz 法則 法則 法則 法則 法則 法則 法則 规律 定律，规律 
82-12 Gewalt 強力 強力 暴力 暴力 強力 強力 強力 强力 强力 
496-33 Gewerkschaftschaft                 労働組合   労働組合 労働組合   工會 工會 工会 工联 
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126-5 Gläubiger Schuldner 債権者 債務者 債権者 債務者 債権者 債務者 債権者 債務者 債權人 債務人 債權者 債務者 債權者 債務者 债权人 债务人 债权人 债务人 
58-28 Gold 金 金 金 金 金 金 金 金 金  
651-21 große 
Grundeigentümer 
大地主   大土地所有者 大土地所有者   大地主 大地主 大地主 大土地所有者 
650-40 Großgrundbesitz 大地主   大土地所有者 大土地所有者   大地主 大地主 大地主 大土地所有者 
650-27 Grundaristokratie 土地貴族   土地貴族 土地貴族   土地貴族 土地貴族 土地贵族 土地贵族 
650-3 Grundeigentum 土地所有 土地所有 土地所有 土地所有   土地所有權 土地所有權 土地所有权 地产 
130-8 Grundrente(Rente) 地代 地代 地代 地代 地租 地租 地租 地租 地租 
425-32 Handarbeiter 手工業者   手労働者 手労働者   手工業者 手工勞動者 手工业者 手工劳动者 
132-5 Handelsbilanz 貿易の差額 貿易の差額 貿易差額 貿易差額（貿易収
支） 
貿易的差額 貿易差額 貿易差額 贸易差额 贸易差额 
505-31 Handelsgewinn 商業利得   商業利得 商業利得   商業利益 商業利潤 商业利润 商业利润 
138-36 Handelskapital 商業資本 商業資本 商業資本 商業資本   商業資本 商業資本 商业资本 商业资本 
130-13 auswärtiger Handel 外国貿易 外国貿易 対外商業 対外貿易 對外貿易 國外貿易 國外貿易 对外贸易 对外贸易 
315-20 Handwerk 手工業 手工業 手工業 手工業   手工業 手工業 手工业 手工业 
166-12 Halbfabrikat 半製品 半製品 半製品 段階製品［中間製
品］ 
  半製品 半製品 半制品 半成品 
269-16 Hausarbeit 家内労働 家内労働 家内労働 家内労働   家內勞動 家內勞動 家庭劳动 家庭劳动 
686-12 Ideologie 観念   イデオロギー イデオロギー   觀念 觀念 观念 观念 
165-12 extraktive Industrie 抽出的産業 採取産業 採取産業 採取産業   採掘產業 採掘產業 开采工业 采掘工业 
406-20 große Industrie 大工業   大工業 大工業   大工業 大工業 大工业 大工业 
165-15 Industriezweige 産業部門 産業部門 産業部門 産業部門   產業部門 產業部門 产业部门 产业部门 
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334-8 industrielle 
Revolution 
産業革命   産業革命 産業革命   產業革命 產業革命 产业革命 工业革命 
378-34 Ingenieuer 技師   技師 技師   技師 技師 技师 工程师 
77-1 patriarchalische 
Industrie 
家父長制の産業 族長的な産業 家父長制的な勤労 家父長的勤労 族長的產業 家長式產業 家長制產業 家长制产业 家长制生产 
214-2 Jobagie 臨時徭役 ジョバギー ヨバギー ヨバギー   臨時徭役 約伯基 约伯基 Jobagie 
29-5 Kapital 資本 資本 資本 資本 資本 資本 資本 资本 资本 
277-17 gesellschaftliches 
Gesamtkapital 
社会的総資本 社会的総資本 社会的総資本 社会的総資本   社會總資本 社會總資本 社会总资本 社会总资本 
671-2 industrielles Kapital 産業資本   産業資本 産業資本   產業資本 產業資本 产业资本 工业资本 
189-13 konstantes Kapital  不変資本 不変資本 不変資本 不変資本   不變資本 不變資本 不变资本 不变资本 
189-19 variables Kapital 可変資本 可変資本 可変資本 可変資本   可變資本 可變資本 可变资本 可变资本 
142-27 zinstragendes 
Kapital 
利子附資本 利附資本 利子生み資本 利子生み資本   生息資本 生息資本 生息资本 生息资本 
150-3 Wucherkapital 高利貸附資本 高利貸資本 高利貸資本 高利資本   高利貸資本 高利貸資本 高利贷资本 高利贷资本 
515-9 fixe Kapital 固定資本   固定資本 固定資本   固定資本 固定資本 固定资本 固定资本 
515-9 zirkulierende Kapital 流通資本   流動資本 流動資本   流動資本 流動資本 流动资本 流动资本 
269-28 Kapitalistenklasse 資本家階級 資本家階級 資本家階級 資本家階級   資本階級 資本家階級 资本家阶级 资本家阶级 
534-6 industrieller 
Kapitalist 
産業資本家   産業資本家 産業資本家   產業資本家 產業資本家 產業資本家 工业资本家 
230-26 Kapitalvorschuß 資本前貸 資本放下 資本投下 資本前貸し   資本墊支 資本墊支 投资 预付资本 
142-22 Kaufmannskapital 商業資本 商人資本 商人資本 商人資本   商人資本 商業資本 商业资本 商人资本 
270-37 Kinderarbeit 児童労働 児童労働 児童労働 児童労働   兒童勞動 兒童勞動 儿童劳动 儿童…做工 
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263-21 Klassenantagonism
us 
階級対立 階級対立 階級敵対 階級的敵対   階級對立 階級的對抗 阶级对抗 阶级对抗 
12-25 Klassenkampf 階級闘争 階級闘争 階級闘争 階級闘争 階級鬥爭 階級鬥爭 階級鬥爭 阶级斗争 阶级斗争 
408-19 Koalitionsgesetze 労働組合取締法   労働組合禁止法 団結禁止法   取締工會的法律 取締工人集會
的法律 
禁止工人集会
的法律 
禁止结社法 
666-6 Arbeiterkoalitionen 労働者集団   労働者団結 労働者団結   勞動者組合 勞動者集會 工人集会 工人结社 
345-9 Kolnialmärkte 植民市場   植民地市場 殖民市場   殖民地市場 殖民地市場 殖民地市场 殖民地市场 
691-4 Kolonien 植民地   植民地 殖民地   殖民地 殖民地 殖民地 殖民地 
685-23 Kolonisationstheorie 植民説   植民論 植民理論   殖民學說 殖民學說 殖民学说 殖民理论 
660-29 Korporation 自治体   団体 団地   自治團體 自治團體 公会 社团 
453-8 Kooperativfabriken 共同組合工場   協同組合的な工場 協同組合工場   合作工廠 合作工廠 合作工厂 合作工厂 
276-15 Kombination 結合 連結 結合 結合   結合 結合 结合 结合 
394-1 Kompensationstheor
ie 
補償説   補償説 補償説   補償的學說 賠償的學說 赔偿的学说 补偿的理论 
318-9 Kommunikationsmitt
el 
交通機関 交通機関 交通手段 交通手段   交通機關 交通工具 交通工具 交通工具 
243-11 freie Konkurrenz 自由競争 自由競争 自由競争 自由競争   自由競爭 自由競爭 自由竞争 自由竞争 
98-28 Konsumtion 消費 消費 消費 消費 消費 消費 消費 消费 消费 
507-15 Konsumtionsfonds 消費基金   消費元金 消費元金   消費基金 消費基金 消费基金 消费基金 
511-32 Konsumtionsmittel 享楽   享楽手段 消費手段   享樂的手段 享受的手段 享受的手段 消费品 
452-32 Konzentration des 
Kapitals 
資本の集積   資本の集積 資本の集中   資本之累積 資本的集中 资本的集中 资本的积聚 
290-2 Kooperation 協業 協業 協業 協業   合作 協作 协作 协作 
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678-2 Kreditgeld 信用貨幣   信用貨幣 信用貨幣   信用貨幣 信用貨幣 信用货币 信用货币 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 危機 危机 危机 
114-29 Handelskrise 商業上の恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業恐慌 商業危機 商业危机 商业危机 
114-29 Produktionskrise 生産上の恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生産恐慌 生產恐慌 生產恐慌 生產危機 生产危机 生产危机 
606-2 Landarbeiter 農業労働者    農村労働者  農村労働者   農業勞動者 農業勞動者 农村劳动者 农业工人 
651-33 Landvolk 農民   農村民 農村民   農民 農民 农村的人民 农村居民 
126-7 Lebensbedingungen 生活条件 生活諸条件 生活諸条件 生活諸条件 生活諸條件 生活條件 生活條件 生活条件 生活条件 
38-2 Lebensmittel 生活資料 生活資料 生活手段 生活手段 生活手段 生活資料 生活資料 生活资料 生活资料 
86-24 Lebensweise 生活様式 生活の仕方 生活様式 生活様式 生活方法 生活方式 生活方式 生活方式 生活方式 
245-31 Lehrlinge 徒弟 徒弟 徒弟 徒弟   徒弟 徒弟 徒工 学徒 
212-2 Leibeigenschaft 農奴制度 農奴制 農奴制 農奴制   農奴制度 農奴制度 农奴制度 农奴制 
48-31 Lohnarbeiter 賃銀労働者 賃労働者 賃労働者 賃銀労働者 僱用勞動者 工資勞動者 工資勞動者 工资雇佣劳动
者 
雇佣工人 
400-27 Luxusproduktion 奢侈品の生産   奢侈品生産 奢侈品生産   奢侈品的生產 奢侈品的生產 奢侈品的生产 奢侈品的生产 
24-37 Macht 権力 権力 力 力   權力 權力 权力 实力 
175-19 Manager 支配人 支配人 支配人 支配人   經理 經理 经理 经理 
315-20 Manufaktur マニュファクチュ
ーア 
マヌファクツール マニュファクチュア マニュファクチ
ュア 
  製造業 手工製造業 手工制造业 工厂手工业 
166-37 Maschine 機械 機械 機械 機械   機械 機器 机器 机器 
573-18 Maschinerie 機械   機械 機械   機械 機器 机器 机器 
334-45 Materialismus 唯物論   唯物論 唯物論   唯物論 唯物論 唯物主义 唯物主义 
209-6 Mehrarbeit 余剰労働 剰余労働 剰余労働 剰余労働   剩餘勞動 剩餘勞動 剩余劳动 剩余劳动 
207-31 Mehrarbeitszeit 余剰労働時間 剰余労働時間 剰余労働時間 剰余労働時間   剩餘勞動時間 剩餘勞動時間 剩余劳动时间 剩余劳动时间 
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206-9 Mehrprodukt 余剰生産物 剰余生産物 剰余生産物 剰余生産物   剩餘生產物 剩餘生產物 剩余产品 剩余产品 
286-31 Mehrwert 余剰価値 剰余価値 剰余価値 剰余価値   剩餘價值 剩餘價值 剩余价值 剩余价值 
225-18 Meister 業者 親方 親方 親方   業者 業者 老板 老板 
62-19 Metamorphose 変形 変態 姿態変換 変態 變形 形態變化 形態變化 形态变化 形态变化 
161-19 absoluter Mehrwert 絶対的余剰価値 絶対的剰余価値 絶対的剰余価値 絶対的剰余価値   絕對剩餘價值 絕對剩餘價值 绝对剩余价值 绝对剩余价值 
287-21 relativer Mehrwert 相対的余剰価値 相対的剰余価値 相対的剰余価値 相対的剰余価値   相對剩餘價值 相對剩餘價值 相对剩余价值 相对剩余价值 
273-14 Mehrwertmasse                     余剰価値量 剰余価値量 剰余価値量 剰余価値総量   剩餘價值量 剩餘價值量 剩余价值量 剩余价值量 
191-2 Mehrwertrate                         余剰価値の率 剰余価値率 剰余価値率 剰余価値率   剩餘價值率 剩餘價值率 剩余价值率 剩余价值率 
132-5 Mekantilismus マーカンチリズム マーカンティズム 重商主義 重商主義 重商主義 重商主義 重商主義 重商主义 重商主义 
71-4 Metaphysik 形而上学 形而上学 形而上学 形而上学 形而上學 形上學 形而上學 形而上学 形而上学 
9-22 Mittelklasse 中等階級 中産階級 中間階級 中間階級 中產階級 中等階級 中等階級 中等阶级 中产阶级 
381-18 Monopol 独占 独占 独占 独占   獨佔 獨佔權 独占权 垄断 
211-9 Monopol der 
Produktionsmittel 
生産機関の独占 生産手段の独占 生産手段を独占する 生産手段の独占   生產手段的獨佔 生產資料獨佔
權 
生产资料独占
权 
生产资料垄断
权 
684-36 Kapitalmonopol 資本独占   資本独占 資本の独占   資本的獨占 資本獨佔 资本垄断 资本垄断 
280-13 Nachtarbeit 夜間作業 夜間労働 夜間労働 夜間労働   夜工 夜工 夜工 夜工 
685-9 Negation der 
Negation 
否定の否定   否定の否定 否定の否定   否定之否定 否定之否定 否定的否定 否定的否定 
87-41 Nationen 諸国民 種々なる国民 種々の国民 さまざまな国民 種種國民 諸國 諸國 各国 国家 
162-4 Naturkräfte 自然力 自然力 自然力 自然力   自然力 自然力 自然力 自然力 
165-18 Naturprodukt 天然の産品 自然の産物 自然の産物 自然の産物   自然生產物 自然生產物 自然产物 自然的产物 
278-19 Naturwissenschaft 自然科学 自然科学 自然科学 自由科学   自然科學 自然科學 自然科学 自由科学 
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127-2 Obligationen 債務 債務 債務 債務 債務 債務 債務 债务 债务 
593-26 Parlament 議会   議会 議会   議會 國會 国会 议会 
118-5 Papiergeld 紙幣 紙幣 紙券 紙幣 紙幣 紙幣 纸币 纸币 纸币 
474-12 Pauperismus 被救恤的窮乏   被救恤的窮民 大衆の貧窮   貧困 待救恤貧困 救济的赤贫 救济的赤贫 
83-3 Personifikation 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 人格化 
458-1 Physiokrat フィジオクラット   重農主義者 重農主義者   重農學派 重農學派 重农主义者 重农学派 
10-6 Politische Ökonomie 経済学 経済学 経済学 経済学 經濟學 經濟學 政治經濟學 政治经济学 政治经济学 
95-15 Preis 価格 価格 価格 価格 價格 價格 價格 价格 价格 
62-19 Preisform 價格形態 価格形態 価格形態 価格形態 價格形態 價格形態 價格形態 价格形态 价格形式 
110-23 Preiswechsel 価格変動 価格の変動 価格変動 価格変動 價格的變動 價格變動 價格變動 价格变动 价格变化 
152-37 Durchschnittspreis 平均価格 平均価格 平均価格 平均価格   平均價格 平均價格 平均价格 平均价格 
685-3 Privateigentum 私有   私的財産 私的所有   私有制 私有制 私有制 私有制 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 生產物 产品 产品 
6 Produktenwert 生産物価値 生産物価値 生産物価値 生産物価値   生產物價值 生產物價值 产品价值 产品价值 
100-6 Produktenaustausch 生産物交換 生産物交換 諸生産物の交換 生産物交換 生產物交換 生產物的交換 生產物的交換 产品交换 产品交换 
684-21 kapitalistische 
Produktion 
資本制生産 資本家的生産 資本制的生産 資本主義的生産   資本主義生產 資本主義生產 资本主义生产 资本主义生产 
101-13 Produktionsbedingu
ngen 
生産条件 生産諸条件 生産諸条件 生産諸条件 生產諸條件 生產條件 生產條件 生产条件 生产条件 
482-13 Produktionskosten 生産費   生産費 生産費   生產費 生產成本 生产费用 生产费用 
545-28 Produktionsmittel 生産機関   生産手段 生産手段   生産手段 生產資料 生产资料 生产资料 
77-18 gemeinschaftliche 
Produktionsmittel 
共同の生産機関 共有の生産手段 共同の生産手段 共同的生産手段 共有的生產手
段 
共有的生產手段 共有的生產資
料 
共有的生产资
料 
公共的生产资
料 
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78-36 Produktionsprozeß 生産行程 生産過程 生産過程 生産過程 生產過程 生產過程 生產過程 生产过程 生产过程 
154-15 Produktionszeit 生産時間 生産時間 生産時間 生産時間   生產時間 生產時間 生产时间 生产时间 
684-35 kapitalistischer   
Produktionsprozeß 
資本制生産行程   資本制的生産過程 資本主義的生産
過程 
  資本主義生產過
程 
資本主義生產
過程 
资本主义生产
过程 
资本主义生产
过程 
78-10 Produktionsverhältni
sse 
生産関係 生産関係 生産関係 生産関係 生產關係 生產關係 生產關係 生产关系 生产关系 
79-52 bürgerliche          
Produktionsverhältni
sse 
ブルチ゛ォア的生
産事情 
資本家的生産の仕
方 
ブルジョア的生産諸関
係 
ブルジョア的生
産関係 
資產階級的生
產關係 
資產階級生產關
係 
資產階級生產
關係 
资产阶级生产
关系 
资产阶级生产
关系 
75-27 Produktionsformen 生産諸形態 生産諸形態 生産諸形態 生産諸形態 生產諸形態 生產形態 生產形態 生产形态 生产形式 
269-3 Produktionsweise 生産方法 生産の仕方 生産様式 生産様式   生產方法 生產方式 生产方式 生产方式 
37-9 kapitalistische 
Produktionsweise 
資本制生産方法 資本家的な生産の
仕方 
資本制的生産様式 資本主義的生産
様式 
資本主義的生
產方法 
資本主義生產方
法 
資本主義生產
方式 
资本主义生产
方式 
资本主义生产
方式 
42-34 Produktivkraft 生産力 生産力 生産力 生産力 生產力 生產力 生產力 生产力 生产力 
505-30 Profit 利潤 利潤 利潤率 利潤   利潤 利潤 利润 利润 
217-15 Extraprofit 利潤 超過利潤 特別利潤 超過利潤（特別利
潤） 
  額外的利潤 額外利潤 额外利润 额外利润 
469-36 Profitrate 利潤率   利潤率 利潤率   利潤率 利潤率 利润率 利润率 
651-33 Proletariat プロレタリア   プロレタリアート プロレタリアー
ト 
  無產者 無產者 无产者 无产阶级 
578-6 Lumpenproletariat 襤褸プロレタリア   ルンペン・プロレタリ
アート 
ルンペン・プロレ
タリアート 
  流蕩無產階級 流氓無產階級 流氓无产者 流氓无产阶级 
78-14 Protestantismus プロテスタント教 新教 新教 プロテスタント 新教 布洛推斯坦教 布洛推斯坦教 布洛推斯坦教 新教 
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677-32 Privilegien 特権   特権 特権   特權 特權 特权 特权 
82-18 Rechtsverhältniß 権利関係 法律関係 法的関係 法的関係 法律關係 權利關係 權利關係 权利关系 法权关系 
548-18 Reichtum 富   富 富   財富 財富 财富 财富 
277-29  Reproduktion 再生産 再生産 再生産 再生産   再生產 再生產 再生产 再生产 
506-20  einfache 
Reproduktion 
単純なる再生産   単純再生産 単純再生産   單純再生產 簡單再生產 简单再生产 简单再生产 
578-20 industrielle 
Reservearmee 
産業予備軍   產業豫備軍 産業予備軍   產業豫備軍 產業後備軍 产业后备军 产业后备军 
133-6 Reservefonds 準備金 準備金 準備金 準備金 準備金 準備基金 準備基金 准备基金 准备金 
558-14 Rohmaterial 原料   原料 原料   原料 原料 原料 原料 
432-13 Saison-arbeit 季節労働   季節労働 季節労働   季節勞動 季節勞動 季节劳动 季节性劳动 
120-25 Schatzbildung 貨幣の退蔵 貨幣蓄蔵 貨幣蓄藏 蓄蔵貨幣の形成 儲藏手段 貯藏 貨幣貯藏 货币贮藏 货币贮藏 
650-29 Schutzzölle 保護税   保護関税 保護関税   保護稅 保護稅 保护关税 保护关税 
212-2 Sklaverei 奴隷制度 奴隷制 奴隷制 奴隷制   奴隸制度 奴隸制度 奴隶制度 奴隶制 
240-17 Sklavenhandel 奴隷貿易 奴隷貿易 奴隷貿易 奴隷貿易   奴隸貿易 奴隸貿易 奴隶贸易 奴隶贸易 
84-40 Sozialismus 社会主義 社会主義 社会主義 社会主義 社會主義 社會主義 社會主義 社会主义 社会主义 
84-40 kleinbürgerlicher 
Sozialismus 
小ブルチ゛ォア的
社会主義 
プチ・ブルジョア
的社会主義 
小ブルジョア的社会主
義 
小ブルジョアジ
ー的社会主義 
小資產階級的
社會主義 
小資產階級社會
主義 
小資產階級社
會主義 
小资产阶级的
社会主义 
小资产阶级社
会主义 
504-17 Staat 国家   国家 国家   國家 國家 国家 国家 
674-15 Staatsschuldensyste
m 
国債制度   国債制度 国債制度   國債制度 國債制度 国债制度 国债制度 
279-8 Staatssubsidien 国庫補助 国家の保護 国家補助金 国家補助金   國家對私人的補
助 
國家對私人的
補助 
国家对私人的
补助 
国家对私人的
补助 
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130-1 Steuern 租税 租税 租税 租税 租稅 稅賦 租稅 赋税 赋税 
674-15 Steuersystem 租税制度   租税制度 租税制度   賦稅制度 課稅制度 课税制度 税收制度 
105-30 Stoffwechsel 代謝機能 物質代謝 質料変換 素材変換 質料代謝 代謝機能 物質變換 物质变换 物质变换 
410-17 Streik 罷工   ストライキ ストライキ   罷工 罷工 罢工 罢工 
39-2 Tauschwert 交換價値 交換価値 交換価値 交換価値 交換價值 交換價值 交換價值 交换价值 交换价值 
7-28 Terminologie 術語 用語 術語 術語 用語 欠訳 名詞 名词 术语 
563-39 Trusts トラスト   トラスト トラスト   托拉斯 托拉斯 托拉斯 托拉斯 
211-23 Überarbeit 過度の労働 過剰労働 過度労働 過度労働   過度勞動 過度勞動 过度劳动 过度劳动 
527-28 Überproduktion 過剰生産   過剰生産 過剰生産   過剩生產 過剩生產 生产过剩 生产过剩 
578-34 Übervölkerung 過剰人口   過剰人口 過剰人口   過剩人口 過剩人口 过剩人口 过剩人口 
107-9 Umlauf 通用 通流 通流 通流 流轉 通流 通流 通流 流通 
488-20 Unterbeschäftigung 就職の減少   過少就職 過少就職   勞動者沒有充分
工作 
就業不足 就业不足 就业不足 
560-12 ursprüngliche 
Akkumulation 
本来的の蓄積   の本源的蓄積 本源的蓄積   原始蓄積 原始積累 原始积累 原始积累 
200-15 Vergegenständlichte 
Arbeit 
労働を体化したも
の 
労働の体化物 労働の物質化 労働の体化物   勞動體化物 勞動的體化物 劳动的体化物 劳动的化身 
684-14 Vergesellschaftung 社会化   社会化 社会化   社會化 社會化 社会化 社会化 
106-39 Versachlichung der 
Personen 
人格の物化 人格の物化 人格の物象化 人格の物化 人格的物件化 人格的物化 人格的物化 人的物化 人格的物化 
533-6 Verschwendung 濫費   贅澤 浪費   濫費 濫費 濫費 大肆挥霍 
161-21 Verwertungsprozeß 価値増殖過程 価値増殖過程 価値増殖過程 価値増殖過程   價值增殖過程 價值增殖過程 价值增殖过程 价值增殖过程 
211-25 Völker 民族 諸国民 諸民族 諸民族   民族 民族 民族 民族 
MEGAⅡ-10   高畠改造社版    河上・宮川改造社版 長谷部青木革青版   新日本出版社訳    陳訳  郭大力・王亜南譯 郭・王第 1 次改訂 郭・王第 2 次改訂 編訳 
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附表３ 
78-19 Handelsvölker 商業民族 商業民族 商業民族 商業民族   商人 商人 商业民族 商业民族 
651-14 Volksland 共同地   人民共有地 人民共有地   共有地 民眾土地 人民土地 人民土地 
651-19 Volksexpropriation 人民に対する収奪   人民収奪 人民収奪   人民被剝奪 剝奪民眾 剥夺人民 剥夺人民 
132-32 bimetallistische 
Vorstellung 
複本位論者 金銀両本位論者の
空想 
両金属主義的表象の空
想 
複本位制論の夢
想性 
金銀兩本論者
的空想 
複本位主義的空
想 
複本位主義的
空想 
复本位主义的
空想 
复本位主义…
空想 
86-22 Nomadenvölker 遊牧民 遊牧民 遊牧諸民族 遊牧諸民族 遊牧民族 遊牧民 遊牧民族 游牧民族 游牧民族 
277-4 Vulgärökonomie 俗学的経済学 俗流経済学 俗流経済学 俗流経済学   庸俗經濟學 庸俗經濟學 庸俗经济学 庸俗经济学 
37-6 Ware 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 商品 
44-5 Warenkörper 商品體 商品體 商品體 商品体 商品體質 商品體 商品體 商品体 商品体 
82-36  Warenproduktion 商品生産 商品生産 商品生産 商品生産 商品生產 商品生產 商品生產 商品生产 商品生产 
37-10 Warensammlung 商品集積 商品の集大成 商品集聚 商品の集まり 商品集成 商品堆積 商品堆積 商品堆积 商品堆积 
90-5 Warenzirkulation 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 商品流通 
81～5 Wechselkurs 為替相場 為替相場 為替相場     匯兌率 匯兌率 汇兑率 汇率 
134-12 Welthandel 世界商業 世界商業 世界商業 世界商業   世界商業 世界商業 世界商业 世界贸易 
134-12 Weltmarkt 世界市場 世界市場 世界市場 世界市場   世界市場 世界市場 世界市场 世界市场 
95-15 Wert 価値 価値 価値 価値 價值 價值 價值 价值 价值 
62-27 Wertausdruck 價値表章 価値表現 価値表現 価値表現 價值表現 價值表現 價值表現 价值表现 价值表现 
52-1 Wertabstraktion 價値抽象 価値としての抽象 価値抽象 価値抽象 價值捨象物 價值抽象 價值抽象 价值抽象 价值抽象 
49-8 Wertgegenständlich
keit 
價値対象性 価値対象性 価値対象性 価値対象性 價值對象性 價值對象性 價值對象性 价值 价值对象性 
53-9 Wertkörper 價値物體 価値体 価値体 価値体 價值體質 價值體 價值體 价值体 价值体 
54-19 Wertsubstanz 價値実體 価値実体 価値実体 価値の実体 價值實體 價值實體 價值實體 价值实体 价值实体 
49-1 Wertform 價値形態 価値形態 価値形態 価値形態 價值形態 價值形態 價值形態 价值形态 价值形式 
MEGAⅡ-10   高畠改造社版    河上・宮川改造社版 長谷部青木革青版   新日本出版社訳    陳訳  郭大力・王亜南譯 郭・王第 1 次改訂 郭・王第 2 次改訂 編訳 
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附表３ 
170-22 Wertgesetz 価値法則 価値法則 価値法則 価値法則   價值法則 價值法則 价值规律 价值规律 
56-23 Wertgröße 價値の大小 価値の大きさ 価値の大きさ 価値の大きさ 價值的大小 價值量 價值量 价值量 价值量 
94-34 Wertmaß 価値尺度 価値の尺度 価値尺度 価値尺度 價值尺標 價值尺度 價值尺度 价值尺度 价值尺度 
192-11 Wertprodukt 価値生産物 価値生産高 価値生産物 価値生産物   價值生產物 價值生產物 价值产物 价值产品 
119-17 Wertzeichen 価値表章 価値章標 価値章標 価値章標 價值符標 價值記號 價值記號 价值的符号 价值符号 
98-20 Widerspruch 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 矛盾 
201-29 Wissenschaft 科学 科学 科学 科学   科學 科學 科学 科学 
649-4 Yeomanry ヨーマン階級   ヨーマンリー     小農 小農 小农 自耕农 
155-14 Zahlungsmittel 支払用具 支払い手段 支払手段 支払手段   支付手段 支付手段 支付手段 支付手段 
206-5 Zehnstundengesetz 十時間労働案 十時間法案 十時間法案 十時間法   十小時法 十小時法律 十小时的法律 十小时法律 
684-21 Zentralisation des 
Kapital 
資本の集中   資本の集中 資本の集中   資本的集中 資本的集中 资本的集中 资本的集中 
505-31 Zins 利子   利子 利子   利息 利息 利息 利息 
127-1 Zirkulationsprozeß 流通行程 流通過程 流通過程 流通過程 流通進程 流通過程 流通過程 流通过程 流通过程 
306-10 Zünfte ツンフト 同業組合 同職組合 同職組合   基爾特制度 行會制度 行会制度 行会 
559-7 Zusammensetzung 
des Kapitalwert 
資本の素材的成分   資本価値の構成 資本価値の構成   資本價值的構成 資本價值構成 资本价值构成 资本价值构成 
355-11 Zwangsarbeit 強制労働   強制労働 強制労働   強制勞動 強制勞動 强迫劳动 强制劳动 
43-15 Zwieschlächtiges 二重もの 二者闘争物 二者闘争的なもの 二面的なもの 二者鬥爭物 二重物 二重物 二重物 二重的东西 
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第 6 章 建国後『資本論』の翻訳 
 1953～1956 年に，1938 年版の『資本論』全訳に対する第 1 次改訂版全 3 巻が人民出版
社から出版された。この改訂版では，郭は独自に初版を全面的に改訂し，誤植の訂正や特定
の名詞を改訳したほか，難解な段落を改訳した。1960 年代に，郭はロシア語版『マルクス・
エンゲルス全集』第 2 版（第 23～25 巻）に基づき，英語版を参照しながら，1953 年版の
『資本論』翻訳をさらに改訂した。この 2 回目の改訳版もまた 1963 年に人民出版社から出
版された。 
 中国共産党中央委員会の指示で，1953 年に北京でマルクス・エンゲルス・レーニン・ス
ターリン著作編訳局が新設された。中央編訳局は，文字通り，マルクス主義の著作集を翻訳
する党の機関であり，1956～1985 年に中国初のマルクス・エンゲルス全集（50 巻）を公刊
した。編訳局のマルクス・エンゲルス著作翻訳室は，ドイツ語版『マルクス・エンゲルス著
作集』（Marx Engels Werke）の第 23～25 巻に依拠し，ロシア語版を参照して翻訳を行い，
1972～1975 年に『資本論』全三巻の中国語訳を刊行した119。中央編訳局は翻訳を作成した
際に，郭・王訳の成果を吸収しながら，改訂を行ったという120。その 30 年後，2004 年に
編訳局は『資本論』全三巻の新訳を人民出版社より出版したが，MEGAⅡ-10（1991）を底
本にして第 1 巻だけを改訳し，第 2 巻と第 3 巻は Werke 第 24 巻と 25 巻に基づき，1970
年代の訳文を改訂した121。 
 本章では，第 5 章の研究に基づき，以下の問題を取り上げる。 
第 1 に，建国後郭による 2 回の改訂における術語の改訳を検討し，「脱日本語」の傾向を
指摘する。第 1 節はこの内容をなす。第 2 に，二つの漢訳術語，「公社」
（Gemeinde,Gemeinwesen,Kommune）と「工人」（Arbeiter）を取り上げ，中国語における
その訳語の由来と変遷を検討する。第 2 節では，郭・王訳及び中央編訳局による
Gemeinde,Gemeinwesen の翻訳と改訂を明らかにした後，中国語訳の「公社」の出自，
                                                     
119中共中央馬克斯恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（1972~1975）『資本論』（全 3 巻）人民出版社。以下，
この翻訳を編訳局訳と略記する。 
120周によれば，「我々は第 1 巻を翻訳・校正したとき，一字一語順を追って 1963 年の郭訳文と照合し，
新訳には郭訳と違う箇所があれば，繰り返して検討した…第 2 巻と第 3 巻の場合は直接に郭訳文を基礎に
して校正を行った」。周亮勛（1983）「馬克思的『資本論』和経済学手稿的訳校経過和体会」『馬克思恩格
思著作在中国的伝播』中央編訳局編，人民出版社。 
121 中共中央馬克斯恩格斯列寧斯大林著作編訳局訳（2004）『資本論』（全 3 巻）人民出版社。以下，この
翻訳を編訳局新訳と略記する。 
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Gemeinde,Gemeinwesen,Commune 三者概念の同等性，及び「共同体」から「公社」への
改訳に看過できない歴史背景を究明する。第 3 節は， Arbeiter の翻訳を取り上げ，「労働者」
と「工人」に訳出された Arbeiter の具体例を分析し，編訳局新訳流布版の翻訳術語不統一に
起因する問題を明らかにする。 
 
Ⅰ 郭の改訂における「脱日本語」の傾向 
 郭による改訂版を検討するために，筆者は 2 回にわたる改訂過程で改訳・変更があった
翻訳術語からいくつか代表的なものを取り上げ，以下の表にまとめた。 
 
番号 MEGAⅡ-10 
高畠訳 
改造社版 
河上・ 
宮川訳 
長谷部訳 郭・王訳 
郭・王訳改
訂第１版 
郭・王訳改
訂第 2 版 
520-16 Ausbeutung 搾取   搾取 榨取 剝削 剥削 
107-3 Krise 恐慌 恐慌 恐慌 恐慌 危機 危机 
41-28 Produkt 生産物 生産物 生産物 生產物 生產物 产品 
327-16 Handarbeit 筋肉労働   手の労働 筋肉勞動 筋肉勞動 体力劳动 
457-4 Kopfarbeit 頭の労働   頭の労働 頭的勞動 頭的勞動 头的劳动 
327-16 Verstandesarbeit 知識労働   頭の労働 理智勞動 理智勞動 脑力劳动 
355-11 Zwangsarbeit 強制労働   強制労働 強制勞動 強制勞動 强迫劳动 
269-16 Hausarbeit 家内労働   家内労働 家內勞動 家內勞動 家庭劳动 
267-3 Arbeiterklasse 労働者階級   労働者階級 勞動階級 工人階級 工人阶级 
142-22 Kaufmannskapital 商業資本 商人資本 商人資本 商人資本 商業資本 商业资本 
584-3 Akkumulation 蓄積   蓄積 蓄積 積累 积累 
452-32 Konzentration 集積   集積 累積 集中 集中 
684-21 Zentralisation  集中   集中 集中 集中 集中 
  
郭は改訂で，例えば，Ausbeutung を「搾取」から「剝削」へ，Krise を「恐慌」から
「危機」へ，Produkt を「生産物」から「産品」へ，Akkumulation を「蓄積」から「積
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累」へ，と和製漢語を次々と現代中国語に改訳した。ここにはやや「脱日本語」の傾向が
見られる。 
 
Ⅱ Gemeinde，Gemeinwesen と Kommune の翻訳 
『資本論』第 1 巻における「Gemeinwesen」と「Gemeinde」の翻訳術語122 
版本 
術語 
高畠訳 
改造社版 
河上・宮川
訳 
長谷部
訳 
新日本出
版社版 
陳訳 
 
郭・王訳初版 
郭・王訳
第 1 次 
郭・王訳
第 2 次 
編訳局訳 
 
編訳局新
訳 
Gemein-
wesen 
団体 1，共同
体 16，自治体
1，社会 1，公
安 1． 
社会 1，共同
団体 4，自治
体 1． 
共同体
20． 
社会 2，
共同体
18． 
社會 1， 
共同社會
4． 
團體 1，共同體 2，共
產體 2，國 1，社會組
織 1，共同社會 11，社
會 1，公安 1． 
共同體
17，國
1，社會
2． 
社会 3，
共同体
1，公社
16． 
国 1，共
同体 5，
社会 2，
公社 12． 
国 1，公
社 7，共
同体
10，社
会 2． 
Gemeind
e 
共同体 9，村
落共産社会
1． 
共同体 1，共
産体 1． 
共同体
10． 
共同体
10． 
共同團體
2． 
共同社會 8， 
共產團體 1， 
共產體 1． 
共同體
10． 
公社
10． 
公社 10． 
公社
10． 
 
2-1．郭による改訂 
前掲一覧表から明白なように，1938 年に出版された初版で，郭と王は Gemeinwesen を
「共産体・共同体・共同社会」， Gemeinde を「共同社会・共産団体・共産体」などと訳
出し，翻訳術語を統一する余裕がなかった。1953 年の第 1 次改訂に当たって，郭は
Gemeinwesen と Gemeinde を日本語訳の「共同体」に統一した。しかし，1963 年の第 2
次改訂版では，Gemeinwesen と Gemeinde をほとんど機械的に「公社」に改訳した。『資
本論』だけではなく，『ドイツ・イデオロギー』の翻訳にも同様の経過が見出される。中
国初の『ドイツ・イデオロギー』の翻訳は郭沫若によってなされ，1938 年に上海言行出版
社より公表された。郭はこの翻訳で，Gemeinwesen を「共同組織」へ，Gemeinde を
「共同体」へ，Gemeineigentum を「公家財産」やその略称の「公産」へ訳し分けてい
                                                     
122術語後ろの数字は，この翻訳述語が諸版本で出現した回数を意味する。 
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る。ところが，1961 年に出版された編訳局の新訳では，Gemeinwesen と Gemeinde が
「公社」に訳出され，Gemeineigentum が「公社財産」へ改訳された。 
  
2-2．中央編訳局による改訳 
 次に，編訳局訳（1972～75）とその新訳（2004）における Gemeinwesen と Gemeinde
の翻訳の具体例を検討しよう。 
 
Solch ein Verhältnis wechselseitiger Fremdheit existiert jedoch nicht für die Glieder eines 
naturwüchsigen Gemeinwesens habe es nun die Form einer partiarchalischen Familie, 
einer altindischen Gemeinde, eins Inkastaates usw.                                                      
(MEGAⅡ-10 1991, S.85) 
しかし，互いに他人であるこのような関係は，自然発生的な共同体（naturwüchsiges 
Gemeinwesen）の成員にとっては―その共同体が，家父長制的家族の形態をとってい
ようと，古インド的共同体（altindische Gemeinde）の形態をとっていようと，インカ
国家などの形態をとっていようと―実存しない。 
                        （新日本出版社，1997，S.149） 
 
『資本論』第 1 巻第 2 章から取ったこの引用文によれば，『資本論』第 1 巻では，
Gemeinwesen は基本的に諸共同体の統合体であり，「自然発生的な共同体」の一般的抽象
的概念と理解される。他方，Gemeinde は土地の共同所有の村落共同体や農業共同体，例
えば，上記の古インド的共同体，あるいは，ルーマニヤ諸州の，土地の一部が自由な私的
所有で他の部分は共同に耕作された共同体（新日本出版社 1997，S.404）などの自然発
生的共同組織を指す概念とも理解されうる123。しかし，マルクスは両者を厳密に区別せ
ず，両者を同一視している箇所も見受けられる。例えば，第 12 章の次の引用文， 
 
Jene uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen zum Beispiel, die zum Teil 
noch fortexistieren, beruhen auf gemeinschaftlichem Besitz des Grund und Bodens, auf 
                                                     
123布村一夫（1986）『マルクスと共同体』，世界書院。 
 115 
 
unmittelbarer Verbindung von Agrikultur und Handwerk und auf einer festen Teilung der 
Arbeiter, die bei Anlage neuer Gemeinwesen als gegebener Plan und Grundriß dient.   
 （MEGAⅡ-10 1991, S.322) 
たとえば，部分的にはいまなお存続しているあの太古的な小さいインド的共同体（Jene 
uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen）は，土地の共同所有と，農業と手
工業との直接的結合と，固定的分業とを基礎としており，この固定的分業は，新たな共同
体がつくられるさいに与えられた計画や見取図として役立つ。 
                        （新日本出版社，1997，S.619） 
 
 ここで uraltertünlichen, kleinen indischen Gemeinwesen（複数形）と第 2 章例文の
altindische Gemeinde は同じく「古インド的共同体」を意味し，マルクスは両者を区別し
ていないことが分かる。日本語諸版本は基本的に Gemeinwesen を Gemeinde と区別せず
「共同体」と訳しているが124，中央編訳局の翻訳は両者を区別しようとしている。 
 
然而这种彼此当作外人看待的关系在原始共同体的成员之间并不存在，不管这种共同体的
形式是家长制家庭，古印度公社，还是印加国，等等。 
                                                  （編訳局新訳 2004，S.107） 
例如，那些目前还部分保存着的原始的规模小的印度公社，就是建立在土地共同占有，农
业和手工业直接结合以及固定分工的基础之上的，这种分工在组成新公社时成为现成的计划
和略图。 
                                                  （編訳局新訳 2004，S.413） 
 
『資本論』第 1 巻の本文テキストに Gemeinwesen が 20 箇所存在し，そのうち，
Gemeinde として読まれるものは 7 箇所である。編訳局訳（1972）は，Gemeinde を「公
                                                     
124渡辺は『経済学批判要綱』における Gemeinde 概念と Gemeinwesen 概念を区別して前者を「共同
体」，後者を「共同社会」と訳すことを主張し，「Gemeinde は基本的に，主として政治的に編成された何
らかの統合単位＝行政単位であり，端的に，男性たちが形成する公共的な空間あるいは組織（「公共
体」），……Gemeinwesen は部族組織から派生する，主として経済的な，生産行為を基礎とする共同的再
生産組織ないし社会であり，したがって男性だけでなく女性と子ども等も構成員となる生活空間，と理解
される」と男女両性関係から両者を検討している。渡辺憲正（2005）「『経済学要綱』の共同体／共同社会
論」『経済系』関東学院大学 223，S.16-40．  
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社」，過半数の Gemeinwesen も「公社」と訳し，両者の混交が前掲の統計表から看取でき
る125。これに対して，編訳局新訳（2004）は Gemeinde をすべて「公社」，Gemeinwesen
を基本的に「共同体」と訳出するが，文脈上 Gemeinde として理解できる Gemeinwesen
はその意味に従い，「公社」と訳出している。 
 
2-3．Kommune と公社 
1920 年代の高畠訳から新日本出版社版（1997）の『資本論』までの日本語諸訳には，
自然発生的な共同体の一般的抽象的概念としての Gemeinwesen と土地の共同所有と結び
付く共同組織の Gemeinde が，いずれも「共同体」と翻訳された。郭・王訳の初版
（1938）と第 1 次改訂版（1953）でも「共同体」が主流であり，「公社」の術語は見当た
らない。1960 年代以後，なぜ中国語訳マルクス・エンゲルス著作では，両術語，特に
Gemeinde の翻訳が「公社」に充てられたのであろうか。以下では，「公社」の由来と概念
の変遷に触れながら，「共同体」から「公社」への改訳経緯を考察する。 
中国語の「公社」は日本語由来の和製漢語ではなく，日本語と異なる意味を持つ。「交
通公社」などの例外はあるが，日本語では，「公社」が基本的に公共企業体を指す。例え
ば，日本語辞書では次のように定義されている。 
①国家の全額出資によって作られ，国家的事業の経営に当たる公共企業体，例えば，民
営に移行する前の日本専売公社。②地方公共団体が，公共用地の買収，有料道路の経営，
フェリー埠頭の経営などの事業を行わせるため，貸し付けなどの方法により設立する法
人，地方公社126。 
中国語「公社」の初出は，パリ・コミューン（Commune de Paris）からの翻訳であ
る。張太雷，蔡和森らの中国共産党の指導者たちは，1927 年 12 月に広州で起こした武装
暴動で，政権を一時に把握したのちに樹立したソビエト政府を，パリ・コミューンに因
み，広州公社（Guangzhou Commune）と名付けた。そして，1936 年に「公社」がはじ
めて『辞海』に収録された。その解釈を日本語に訳せば，①庁舎，『史記』封禅書「令県
為公社」。②（Commune）地方自治体の政府機関と統治区域，古代ローマと中世ヨーロッ
                                                     
125 例えば，第 12 章では，諸共同体の統合体を意味する Gemeinwesen が公社（編訳局訳 1973）から
共同体（編訳局新訳 2004）へ訳し直された。編訳局訳（1973），S.390．編訳局新訳（2004），S.408． 
126 『日本語国語大辞典』第 2 版第 5 巻，小学館，2001，S.302. 
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パでは人民の自治都市と村落，故に自由都市と称す。最近ではフランスで最も発達して，
バクーニンなどの無政府主義者が理想的社会の原型とするものである127。 
日本語では Commune de Paris が最初から片仮名の固有名詞「パリ・コミューン」と表
示されたため，1920 年代後半に，中国の革命家や知識人が Commune を翻訳するに際し
て，借用できる日本語がなく，厳復のように古典に求めるほかはなかった。それを『史
記』の地方行政機関を意味する「公社」にあてたのではないか，と推測される。 
フランス語の Commune に対応するドイツ語は Gemeinwesen だ，とエンゲルスはアウ
グスト・ベーベル宛の書簡に記している128。先にも見たように，マルクスは『資本論』で
Gemeinde と Gemeinwesen を厳密に区分することなく用いているのであり，郭が 1953 年
の第 1 次改訂で行った「共同体」という翻訳術語への統一を，1963 年に抜本的に改め， 
Gemeinde と Gemeinwesen を「共同体」から「公社」という術語に転換したのは，フラ
ンス語 Commune の定訳「公社」と一体化するためである，という解釈も可能といえば可
能である129。しかし，1963 年の改訂理由を勘案する場合，むしろ重視すべきは人民公社
運動であろう。 
1958 年には，毛沢東の指導の下に，都市で「大躍進運動」が開始されると，農村地方で
合作社の合併によって組織され，生産手段の公社所有制に基づく分配制度を導入する「人
民公社運動」が実施された。1978 年の生産責任制（請負制）が導入されるまで，「人民公
社」は中国農村地方の主な生産拠点であった。郭大力が第 2 次改訂を行った 1960 年代前
半は，まさに「人民公社運動」の最盛期であった。「人民公社」時期における『資本論』
                                                     
127 「子集」『辞海』，上海中華書局，1936，S.329. （原文）「【公社】①猶官舎也，『史記』封禅書「令県
為公社」②（Commune）自治団体之政府機関及其統治区域也，在古代羅馬及中世欧洲係指人民之自治都
市或村落，故称自由都市。近以法国為最発達，巴苦寧等無政府主義者皆以為理想的社会之原型。」 
128「だからわれわれは，国家という代わりに，どこでも共同社会〔Gemeinwesen〕ということばをつかう
ように提議したい。このことばは，フランス語の「コミューン」に非常によくあてはまる，昔からのよいド
イツ語です。」「エンゲルスからアウグスト・ベーベル（在ツヴィカウ）へ」（1875 年 3 月 18-28 日），大月
書店第 34 巻所収，S.109-110． 
129 「公社」はすでに 1930 年代初めに，Commune の翻訳術語として社会科学文献に出現している。例
えば，『近世社会思想史大綱』では，張資平が第 3 篇第 4 章のタイトル「二月六月革命及び巴里コミュー
ン」を「二月六月革命及巴黎公社」と翻訳した。小泉信三著張資平譯（1931．04）『近世社会思想史大
綱』，上海大東書店，参照。1930 年代後半初版を翻訳した際，郭大力と共訳者の王亜南はこの「公社」と
いう翻訳術語を見落とし，Gemeinde と Gemeinwesen を共産体や共同社會など様々な訳語にあてた可能
性がある。他方，その後も「公社」術語を郭大力が見落としていたとは想定し難く，それだけに，1953
年に第 1 次改訂を行ったとき，両術語を「公社」ではなく，あえて日本語訳の「共同体」に統一したの
か，という問題は興味深い。この問題は，別の機会に考察したい。 
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の郭改訂版と『ドイツ・イデオロギー』の編訳局訳は両者を「共同体」から「公社」へ改
訳した。そして現在も編訳局新訳は，この自然発生的な共同組織の Gemeinde を「公社」
と翻訳している。Gemeinweisen を原則として「共同体」に訳出するが，文脈上
Gemeinde として理解できるものはその意味に従い，「公社」と訳出している。 
 Gemeindeは一般的に土地と結びつく自然発生的
．．．．．
共同組織として受け取られるが，例えば，土
地の共同所有の古インド的共同体やルーマニヤ諸州の土地の一部は自由な私的所有で他の部
分は共同に耕作された共同体である。郭改訂版（1963）は「人民公社」時期にそれを「公社」と
訳し変え，編訳局訳は訳語をそのまま受け継いでいる。この訳語は，読者に対し，歴史的にあくま
で自然発生的に成立した Gemeindeを，統一的な理念の元に，全中国の農村で意識的に組織さ
れた，単一の公社所有制や政社合一を実行する現代的「人民公社」と混淆させる恐れがある。 
 
Ⅲ Arbeiter の翻訳と改訂 
3-1．編訳局による Arbeiter の改訂 
編訳局訳（1972）は郭・王訳に基づく改訳であるが，翻訳グループの内部で十分に議論
したうえで一部術語を改訂したという。この改訂の顕著な事例は，Gemeinwesen と
Gemeinde のほかに，Arbeiter の改訳がある。中国語訳における Arbeiter の改訳過程を検
討するために，筆者は Arbeiterklasse を除き，日中両国の代表的な版本から，『資本論』第
1 巻第 8 章に出現した全ての Arbeiter や～arbeiter と関連する翻訳術語を抽出して下記の
通り一覧表に整理した。 
 
8 Kapital  Der Arbeitstag における Arbeiter と～arbeiter の翻訳術語 
  版本            
訳語 
高畠訳 
河上・宮
川訳 
長谷部訳 
新日本
出版社 
郭・王
訳初版 
郭・王
訳修訂
第１版 
郭・王
訳修訂
第 2 版 
編訳
局訳 
労働者・労働 105 109 119 118 68 63 50 4 
工人・男工・女工 9 10 0 0 46 54 68 115 
その他 5 0 0 1 3 0 0 0 
合計 119 119 119 119 117 117 118 119 
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第 8 章の「労働日」には，Arbeiter と～arbeiter に関連する術語が総計 119 語存在し，
日本語訳では殆どすべてが「労働者」と訳出されている。1938 年に出版された郭・王
訳の初版では，「労働者」と「工人」が混在しているが，「労働者」が主流であった。しか
し，1953 年の修訂第 1 版と 1963 年の修訂第 2 版では，「労働者」が徐々に減少し，「工
人」が増大する傾向をこの一覧から看取できる。1972 年の編訳局訳では，「Arbeiter」が
「労働者」から「工人」へ統一され，「労働者」の翻訳が 4 箇所しか見られなくなった。 
第 8 章「労働日」は主に工場労働者の労働時間を論じる章であるが，農業労働者の翻訳
について，中国語訳ではどのような改訳経過がみられるのであろうか。次に筆者は第 23
章の一節「e 大ブリテンの農業プロレタリアート」における Arbeiter と～arbeiter に関連
する訳語を考察する。 
 
23 Kapital  e) Das britische Ackerbauproletariat における Arbeiter と～arbeiter の訳語 
版本 
訳語 
高畠訳 
改造社版 
長谷部
訳 
新日本出
版社 
郭・王訳 
（初版） 
郭・王訳修
訂第１版 
郭・王訳修
訂第 2 版 
編訳局訳 
労働者 63 64 64 62 64 63 2 
工人 0 0 0 0 1 1 63 
その他 2 1 1 3 0 1 0 
合計 65 65 65 65 65 65 65 
 
章節のタイトルにも見られるように，この節でマルクスが言及する Arbeiter と～arbeiter
は，ほとんどが Agrikulturarbeiter（農業労働者）と Landarbeiter（農村労働者）を指して
いる。この節の翻訳は，第 8 章よりはるかに単純である。郭・王訳の初版では，日本語訳
と同様に，Arbeiter と～arbeiter は，「労働者」と訳出され，「工人」訳語は皆無であった。
その後，郭・王訳の 2 回にわたる改訂過程では，「工人」へ１箇所だけが改訳されたほ
か，変更はなかった。ところが，1972 年の編訳局新訳では，一転して Arbeiter に関する術
語がほとんど「労働者」から「工人」へ改訳されている。 
 
23 Kapital  e) Das britische Ackerbauproletariat における Landarbeiter の訳語 
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版本 
訳語 
高畠訳 
改造社版 
長谷部
訳 
新日本出
版社 
郭・王訳 
（初版） 
郭・王訳
修訂第１
版 
郭・王訳修
訂第 2 版 
編訳局訳 
農業労働者 19 0 0 18 7 2 1 
農村労働者 15 35 35 13 27 33 0 
農業工人 0 0 0 0 0 0 34 
欠訳など 1 0 0 4 1 0 0 
合計 35 35 35 35 35 35 35 
 
さらに Landarbeiter の訳語を見よう。マルクスがこの節で，Arbeiter ないしは～arbeiter
語で，最も使うのは Landarbeiter であり，全体の半数以上を占めている。郭・王訳の初版
では，「農業労働者」と「農村労働者」が併用されることが，高畠訳への参照を物語って
いる。郭は 2 回の改訂で二つの訳語を「農村労働者」へ統一しようとしたことが統計数字
から窺える。編訳局の翻訳では，「農業労働者」と訳されたものが 1 箇所あるに過ぎず，
残りの 34 箇所がすべて郭・王訳の「農村労働者」から「農業工人」へ改訂された。 
Arbeiterklasse 訳語の改訂も大抵同様の経過である。郭・王訳の初版では，高畠訳から
の影響で「労働階級」や「労働者階級」へ訳出されている。第 1 次改訂では，「工人階
級」への改訳が目立ち，第 2 次修訂では，Arbeiterklasse が「工人階級」に統一された。
編訳局の翻訳では，郭による第 2 次改訂がそのまま受け継がれている。 
 
3-2．Arbeiter に関する中央編訳局の翻訳区分 
 第 8 章における Arbeiter の改訂から，特に建国後中央編訳局訳『資本論』は，郭・王訳
の初版と改訂版に混在していた「労働者」と「工人」の訳語を「工人」へ改訳・統一する
傾向が見受けられる。しかしここで看過できないことは，「労働者」という翻訳術語の絶
対数は減少するものの，「工人」という翻訳術語と併存している点である。以下では，い
くつかの具体例に則して，こうした訳し分けの基準を検討してみたい。例えば，『資本
論』第 1 巻第 24 章には，小農民経営と独立手工業者などの小経営について，次のような
記述がある。 
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 Sobald dieser Umwandlungsprozeß nach Tiefe und Umfang die alte Gesellschaft 
hinreichend zersetzt hat, sobald die Arbeiter in Proletarier, ihre Arbeitsbedingungen in 
Kapital verwandelt sind, sobald die kapitalistische Produktionsweise auf eignen Füßen 
steht, gewinnt die weitere Vergesellschaftung der Arbeit und weitere Verwandlung der Erde 
und andrer Produktionsmittel in gesellschaftlich ausgebeutete, also gemeinschaftliche 
Produktionsmittel, daher die weitere Expropriation der Privateigentümer, eine neue Form. 
Was jetzt zu expropriieren, ist nicht länger der selbstwirtschaftende Arbeiter, sondern der 
viele Arbeiter exploitierende Kapitalist. 
                                                   (MEGAⅡ-10 1991, S.684) 
この転化過程が旧社会を深さと広がりから見て十分に分解させてしまえば，労働者がプ
ロレタリアに転化され彼らの労働諸条件が資本に転化されてしまえば，資本主義的生産様
式が自分の足で立つことになれば，ここに，労働のいっそうの社会化，および，土地その
他の生産手段の社会的に利用される生産手段したがって共同的生産手段へのいっそうの転
化，それゆえ私的所有者のいっそうの収奪が，新しい形態をとる。いまや収奪されるべき
ものは，もはや自分で自営的労働者ではなくて，多くの労働者を搾取する資本家である。 
                      （新日本出版社Ⅰb 1997, S.1301） 
 
上記の引用文は自営的労働者（自営農民や手工業者）が賃金労働者に転化するプロセス
の記述である。自分の生産手段を私有し，自分で営業する手工業者や自営農民など小経営
は，資本主義的生産様式によって駆逐される。この結果，小経営の担い手である自営的労
働者は，生産手段を喪失し，生きるために自分の労働力しか売るほかなく，資本主義的な
賃金労働者に転化する。新日本出版社ほか，日本語訳は「Arbeiter」を一貫して「労働
者」と翻訳した。郭・王訳の初版（1947，第 2 刷）と編訳局新訳（2004）では，これを
次のように翻訳している。 
 
 當這種轉變過程在其深度上都夠分解舊社會時，當勞動者轉化為無產者，其勞動條件轉
化為資本時，當資本主義生產方法，用自己的腳站起來時，勞動的進一步的社會化，土地及
其他生產手段進一步化為社會利用的共同的生產手段的轉化，從而，私有者的進一步的剝
奪，就要採取一個新的形態的。這時被剝奪的，不復是自己經營的勞動者，只是榨取多數勞
動者的資本家。 
                                                     （郭・王訳第 1 巻，S.651） 
一旦这一转化过程使旧社会在深度和广度上充分瓦解，一旦劳动者转化为无产者，他们的劳
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动条件转化为资本，一旦资本主义生产方式站稳脚跟，劳动的进一步社会化，土地和其他生产
资料的进一步转化为社会地使用的即公共的生产资料，从而对私有者的进一步剥夺，就会采取
新的形式。现在要剥夺的已经不再是独立经营的劳动者，而是剥削许多工人的资本家了。                                                   
（編訳局新訳 2004，S.873） 
 
編訳局新訳は郭・王訳に使われた和製漢語の「生産手段」，「搾取」などを「生産資
料」，「剝削」と改訂したほか，「多くの労働者を搾取する資本家」を「多くの工人を剝削
する資本家」と，郭・王訳によって訳出された「労働者」の一つを「工人」と訳し変え
た。 
編訳局は同じ Arbeiter を「労働者」と「工人」に訳し分ける基準，両者の関係やその
根拠について言及することは皆無である。しかし，引用文の文脈から，自分の生産手段を
私有する小経営の担い手は「労働者」に，プロレタリアに転化され，資本家に搾取される
賃金労働者を「工人」に，生産手段の所有関係をもとに訳し分けていると推定することが
可能である。 
それでは，編訳局新訳では，資本主義的生産様式が確立される前の「古い社会」に存
在した Arbeiter はどのように翻訳されているのであろうか。例えば，第 8 章では， 
 
Der Sklavenhalter kauft seinen Arbeiter, wie er sein Pferd kauft.  
(MEGAⅡ-10 1991, S.239) 
奴隷所収者は，自分の馬を買うのと同じように自分の労働者を買う。 
（新日本出版社Ⅰa 1997, S.457） 
奴隶主买一个劳动者就象买一匹马一样。 
                          （編訳局新訳 2004，S.307） 
  
 ここでの Arbeiter は奴隷制の社会における Sklave（奴隷）と同一である。ここでは，編
訳局新訳は，郭・王訳の「労働者」（S.204）を継承し，「工人」と改訳しなかった。マル
クスは，第 9 章で，中世の同職組合制度における Handwerksmeister（手工業親方）が使
用する Geselle（職人）の数を Arbeiteranzahl（労働者数）で表示している（MEGAⅡ-
10，S.278）。ここも編訳局新訳には「労働者」（S.357）であった。 
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その他，第 3 巻の 23 章には，マルクスは資本主義社会の資本家でさえも，Arbeiter であ
ると述べた箇所がある。 
 
Dem Geldkapitalisten gegenüber ist der industrielle Kapitalist Arbeiter, aber Arbeiter als 
Kapitalist, d.h. als Exploiteur fremder Arbeit. 
（MEGAⅡ-15，S.377） 
貨幣資本家に対しては，産業資本家は労働者―ただし，資本家としての，すなわち他人
の労働の搾取者としての，労働者―である。 
                        （新日本出版社 1997，S.656） 
 
編訳局新訳はこれを「工人」ではなく，「作為資本家的労働者」と翻訳した。Arbeiter
に対する編訳局訳の翻訳区分を以下のように理解してよいであろう。すなわち，生産手段
を所有せず，自分の労働力以外に売るべきものを何も持たない資本主義的賃金労働者
（Lohnarbeiter・Arbeiter）を，基本的に「雇用工人・工人」と訳す。それ以外のもの，例
えば，文脈から自分の生産手段を所有する小経営者，奴隷，中世封建的生産様式の職人な
ど，判明できるものをすべて「労働者」と翻訳する。 
それだけではない。第 8 章第 2 節「剰余労働への渇望 工場主とボヤール」における記
述では，Arbeiter は，生産手段が社会の一部によって独占されている社会，すなわち階級
社会一般における，生産手段の非所有者の総称だが，これも編訳局新訳では「工人」では
なく，「労働者」である。 
 
Uberall, wo ein Teil der Gesellschaft das Monopol der Produktionsmittel besitzt, muß der 
Arbeiter, frei oder unfrei, der zu seiner Selbsterhaltung notwendigen Arbeitszeit 
überschüssige Arbeitszeit zusetzen, um die Lebensmittel für den Eigner der 
Produktionsmittel zu produciren, sei dieser Eigentümer nun atheniensischer 
, etruskischer Theokrat, civis romanus, normannischer Baron, 
amerikanischer Sklavenhalter, walachischer Bojar, moderner Landlord oder Kapitalist. 
                            (MEGAⅡ-10 1991, S.211) 
 社会の一部の者が生産諸手段を独占しているところではどこにおいても，労働者は，自
由であろうと不自由であろうと，生産手段の所有者のための生活諸手段を生産するため
に，自分の自己維持のために必要な労働時間に余分な労働時間をつけ加えなければならな
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い。この所有者がアテナイの「貴族」であろうとエトルリア〔イタリア中西部の古代国
家〕の神政者であろうと，「ローマの市民」であろうと，ノルマン人〔中世スカンジナヴ
ィア地方〕の領主であろうと，アメリカの奴隷所有者であろうと，ワラキア〔ルーマニア
南部〕のボーヤル〔ロシアやルーマニアなどの領主〕であろうと，近代のランドロール
〔イギリスの地主〕または資本家であろうと，そうである。 
                      （新日本出版社Ⅰa 1997, S.400-401） 
凡是社会上一部分人享有生产资料垄断权的地方，劳动者，无论是自由的或不自由的，都
必须在维持自身生活所必需的劳动时间以外，追加超额的劳动时间来为生产资料的所有者生
产生活资料，不论这些所有者是雅典的贵族，伊特剌斯坎的僧侣，罗马的市民，诺曼的男
爵，美国的奴隶主，瓦拉几亚的领主，现代的地主，还是资本家。 
                         （編訳局新訳 2004，S.272） 
 
 Arbeiter は Kapitalist と共に『資本論』の双璧をなすキーワードである。編訳局新訳は，
Kapitalist に二つの翻訳術語を与えていない。しかし，Arbeiter には工人と労働者という明
白に異なる翻訳術語を充てている130。工人は資本主義的賃金労働者に限定される翻訳術語
であり，それ以外の Arbeiter には労働者が充てられている。このような翻訳区分は，果た
して妥当と言えるのであろうか。 
 
3-3．freie Arbeiter の翻訳術語：編訳局新訳では『資本論』第 1 巻第 4 章と第 24 章とで
は資本主義の歴史的生成に関するキーワードが異なる 
  エンゲルスは，『ザ・コモンウィール』の第 1巻第 10号（1885年 11月）に寄稿したエッセー，
「いかにマルクスを翻訳してはならないのか」において，ジョン・ブロードハウスによる
『資本論』第 1 巻の翻訳を批判した際，同一の術語は対応する同一の訳語によって翻訳さ
                                                     
130中央編訳局は建国前の既存翻訳を改訂した際，例えば，Bourgeoisie を「布爾佐亞己・有産者・資産階級」
から「資産階級」へ，Proletariat を「普羅列塔利亜・無産者・無産階級」から「無産階級」へ，入念に翻訳
術語の統一を図った。ところが同じ編訳局が，1970 年代に郭・王訳の『資本論』の訳文を改訂した際，な
ぜ逆に Arbeiter を「工人・労働者」に区別して翻訳したのであろうか。1950 年に発布された「政務院関与
划分農村階級成分的決定」（「農村の階級的成分を区分する政務院の決定」）には，農村の住民を地主，富
農，中農，貧農，工人と区分し，社会的地位が最も高いのは工人である。1957 年に毛沢東が「階級闘争を
要とする」というスローガンを打ち出し，そして文化大革命の時期に，階級の内部的区分がさらに強化さ
れた。文化大革命の指導者姚文元は 1968 年に当時の党機関紙『紅旗』で「工人階級必須領導一切」（「工
人階級はすべてを指導しなければならない」）を発表し，階級闘争で工人階級の指導的地位を強調・指示
した。Arbeiter の「工人」，「労働者」への翻訳区分は，こうした文化大革命時の中国共産党指導部の方針
と大きく関係したいたのではないか，と思われる。 
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れなければならないことを強調している131。このエンゲルスの箴言に鑑みたとき，編訳局
の Arbeiter を訳し分ける翻訳に問題は無いのであろうか。以下では，『資本論』第 4 章と
第 24 章における freie Arbeiter の翻訳を取り上げ，この訳し分けが，編訳局新訳『資本
論』にキーワードが不統一というべき混乱をもたらしていることを指摘したい。 
 
［第 4 章］ 
Zur Verwandlung von Geld in Kapital muß der Geldbesitzer also den freien Arbeiter auf 
dem Warenmarkt vorfinden, frei in dem Doppelsinn, daß er als freie Person über seine 
Arbeitskraft als seine Ware verfügt, daß er andrerseits andre Waren nicht zu verkaufen hat, 
los und ledig, frei ist von allen zur Verwirklichung seiner Arbeitskraft nötigen Sachen. 
                                                       (MEGAⅡ-10 1991, S.154) 
したがって，貨幣を資本に転化させるためには，貨幣所持者は商品市場で自由な労働者を
見出さなければならない。ここで，自由な，というのは，自由な人格として自分の労働力
を自分の商品として自由に処分するという意味で自由な，他面では，売るべき他の商品を
持っておらず，自分の労働力の実現のために必要ないっさいの物から解き放されて自由で
あるという意味で自由な，この二重の意味でのそれである。 
                       （新日本出版社Ⅰa 1997, S.289） 
可见，货币占有者要把货币转化为资本，就必须在商品市场上找到自由工人，这里说的自由，
具有双重意义：一方面，工人是自由人，能够把自己的劳动力当成自己的商品来支配，另一方
面，他没有别的商品可以出卖，自由的一无所有，没有任何实现自己的劳动力所必须的东西。 
                                                     （編訳局新訳 2004，S.197） 
 
よく知られているように，『資本論』第 1 巻第 4 章「貨幣の資本への転化」では，貨幣が
資本に転化するための条件が解明され，貨幣が資本に転化するためには，歴史的に，一定の
段階に達した商品市場だけではなく，二重の意味で自由な労働者の大群が存在すること，一
定規模の労働市場が存在することが必要不可欠であることが明らかにされる。上記第 4 章
からの引用文はこのことを指摘している。『資本論』第 1 巻は，続けて，剰余価値の生産過
程を解明し，この二重の意味で自由な労働者，すなわち市場で労働力商品を購入した資本家
                                                     
131 「むしろ彼はむずかしいドイツ語の用語を多かれ少なかれあいまいな用語に訳すのだが，それは彼
の耳ざわりにはならないが，著者の意味をあいまいにしてしまう。そうでなければ，もっとわるいこと
に，その用語がたびたび出てくると，術語はいつも同じの対応語で訳出されなければならぬことを忘れ
て，それを一連の違った用語に訳してしまう」。「いかにマルクスを翻訳してはならないか」『マルク
ス・エンゲルス全集 21』所収，大月書店，1971，S.234. 
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が，労働力を消費することで，剰余価値を得ること，彼の貨幣を増殖した資本に転化するこ
とを解明する。このことによって，貨幣の資本への転化が，労働力商品の購入によって初め
て可能となることが明らかにされる。 
そして第 21 章「単純再生産」では，資本主義的生産の根本的な前提である資本対賃労働
という社会的生産関係が，資本主義的生産の進行と共に，いわば自律的に再生産されること
が解明されている。 
［第 21 章］ 
Was aber Anfangs nur Ausgangspunkt war, wird vermittelst der bloßen Kontinuität des 
Prozesses, der einfachen Reproduktion, stets aufs neue producirt und verewigt als eignes 
Resultat der kapitalistischen Produktion. Einerseits verwandelt der Produktionsprozeß 
fortwährend den stofflichen Reichtum in Kapital, in Verwertungs- und Genußmittel für den 
Kapitalisten. Andrerseits kommt der Arbeiter beständig aus dem Prozeß heraus, wie er in 
ihn eintrat - persönliche Quelle des Reichtums, aber entblößt von allen Mitteln, diesen 
Reichtum für sich zu verwirklichen.……Der Arbeiter selbst producirt daher beständig den 
objektiven Reichtum als Kapital, ihm fremde, ihn beherrschende und ausbeutende Macht, 
und der Kapitalist producirt ebenso beständig die Arbeitskraft als subjektive, von ihren 
eignen Vergegenständlichungs- und Verwirklichungsmitteln getrennte, abstrakte, in der 
bloßen Leiblichkeit des Arbeiters existierende Reichtumsquelle, kurz den Arbeiter als 
Lohnarbeiter. Diese beständige Reproduktion oder Verewigung des Arbeiters ist das sine 
qua non der kapitalistischen Produktion. 
                                                    (MEGAⅡ-10 1991, S.510-511) 
はじめはただ出発点にすぎなかったものが，過程の単なる継続，単純再生産に媒介されて，
資本主義的生産特有の成果として絶えず新たに生産され，永久化される。一方では，生産過
程は絶えず素材的富を資本に転化させ，資本家のための価値増殖手段と消費手段に転化さ
せる。他方では，労働者は絶えずこの過程から，そこにはいったままの姿で――富の人的源
泉ではあるがこの富を自分のために実現するあらゆる手段を奪われたものとして――出て
くる。……労働者自身は絶えず客体的な富を資本として，すなわち彼にとっては外的であっ
て彼を支配し搾取する力として生産するのであり，そして資本家もまた絶えず労働力を，主
体的な，それ自身の対象化および現実化の手段から切り離された，抽象的な，労働者の単な
る生身のうちに実存する富の源泉として，簡単に言えば労働者を賃労働者として生産する
のである。労働者のこの不断の再生産あるいは永久化が，資本主義的生産の“不可欠の条件
“である。 
（新日本出版社 1997，S.974） 
 但是，起初仅仅是起点的东西，后来通过过程的单纯连续，即通过简单再生产，就作为资本
主义生产本身的结果而不断重新生产出来，并且永久化了。一方面，生产过程不断地把物质财
富转化为资本，转化为资本家增殖手段和消费品。另一方面，工人不断地像进入生产过程时那
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样又走出这个过程：他是财富的人身源泉，单被剥夺了为自己实现这种财富的一切手段。……
可见，工人本身不断地把客观财富当做资本，当作同他相异己的，统治他和剥削他的权力来生
产，而资本家同样不断地把劳动力当作主观的，同它本身对象化在其中和借以实现的资料相分
离的，抽象的，只存在于工人身体中的财富源泉来生产，一句话，就是把工人当作雇佣工人来
生产。工人的这种不断再生产或永久化是资本主义生产的必不可少的条件。 
                                                    （編訳局新訳 2004，S.658-659） 
だが，資本主義的生産の根本的前提であり，またその結果でもある資本対賃労働という社
会的生産関係そのものは，如何にして形成されるのか。『資本論』第 1 巻第 24 章「いわゆ
る本源的蓄積」があつかうのはこの問題である。ここでは，資本主義的生産のαでありΩで
もある資本対賃労働という社会的生産関係の歴史的創出，とりわけ賃金労働者が創出され
る歴史的過程をイギリスに範を取って解明する。その結語に当たるのが以下の引用文であ
る。ここでは，第 4 章，そしてこの第 21 章の核心部分が繰り返されると共に，この歴史的
過程の核心が何であったかが定式化されている。 
 
［第 24 章］ 
 Geld und Ware sind nicht von vornherein Kapital, sowenig wie Produktions- und 
Lebensmittel. Sie bedürfen der Verwandlung in Kapital. Diese Verwandlung selbst aber 
kann nur unter bestimmten Umständen vorgehn, die sich dahin zusammenspitzen: 
Zweierlei sehr verschiedne Sorten von Warenbesitzern müssen sich gegenüber und in 
Kontakt treten, einerseits Eigner von Geld, Produktions- und Lebensmitteln, denen es gilt, 
die von ihnen geeignete Wertsumme zu verwerten durch Ankauf fremder Arbeitskraft; 
einerseits Eigner von Geld, Produktions- und Lebensmitteln, denen es gilt, die von ihnen 
geeignete Wertsumme zu verwerten durch Ankauf fremder Arbeitskraft; andrerseits freie 
Arbeiter, Verkäufer der eignen Arbeitskraft und daher Verkäufer von Arbeit. Freie Arbeiter 
in dem Doppelsinn, daß weder sie selbst unmittelbar zu den Produktionsmitteln gehören, 
wie Sklaven, Leibeigne u.s.w., noch auch die Produktionsmittel ihnen gehören, wie beim 
selbstwirtschaftenden Bauer u.s.w., sie davon vielmehr frei, los und ledig sind. Mit dieser 
Polarisation des Warenmarkts sind die Grundbedingungen der kapitalistischen Produktion 
gegeben. Das Kapitalverhältnis setzt die Scheidung zwischen den Arbeitern und dem 
Eigentum an den Verwirklichungsbedingungen der Arbeit voraus. Sobald die kapitalistische 
Produktion einmal auf eignen Füßen steht, erhält sie nicht nur jene Scheidung, sondern 
reproducirt sie auf stets wachsender Stufenleiter. Der Prozeß, der das Kapitalverhältnis 
schafft, kann also nichts andres sein als der Scheidungsprozeß des Arbeiters vom 
Eigentum an seinen Arbeitsbedingungen, ein Prozeß, der einerseits die gesellschaftlichen 
Lebens- und Produktionsmittel in Kapital verwandelt, andrerseits die unmittelbaren 
Producenten in Lohnarbeiter. Die sog. ursprüngliche Akkumulation ist also nichts als der 
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historische Scheidungsprozeß von Producent und Produktionsmittel. Er erscheint als 
„ursprünglich", weil er die Vorgeschichte des Kapitals und der ihm entsprechenden 
Produktionsweise bildet. 
                         （MEGAⅡ-10 1991, S.642-643） 
貨幣も商品もはじめから資本ではないのであって，それは生産手段や生活手段がはじめ
からそうではないのと同じである。それらのものは資本への転化を必要とする。しかし，
この転化そのものは一定の事情のもとでしか行なわれえないのであって，この事情は次の
ことに帰着する。すなわち，一方には，自分が所有している価値額を他人の労働力の購入
によって増殖することが必要な，貨幣，生産手段，および生活手段の所有者と，他方に
は，自分の労働力の売り手であり，それゆえ労働の売り手である自由な労働者という，二
種類の非常に違った商品所有者が向かい合い接触しなければならない，という事情であ
る。自由な労働者とは，奴隷や農奴などのように彼ら自身が直接に生産手段の一部分に属
するのでもなければ，自営農民などの場合のように生産手段が彼らに属さず，彼らはむし
ろ生産手段から自由である，すなわち引き離されてもいるという二重の意味でそうなので
ある。商品市場のこのような両極分化とともに，資本主義的生産の基本条件は与えられ
る。資本関係は，労働者と労働実現条件の所有との分離を前提とする。資本主義的生産が
ひとたび自分の足で立てば，それはこの分離をただ維持するだけでなく，ますます増大す
る規模で再生産する。したがって，資本関係をつくり出す過程は，労働者を自分の労働諸
条件の所有から分離する過程，すなわち一方では社会の生活手段および生産手段を資本に
転化し，他方では直接生産者を賃労働者に転化する過程以外のなにものでもありえない。
したがって，いわゆる本源的蓄積は，生産者と生産手段との歴史的分離過程にほかならな
い。それが「本源的なもの」として現われるのは，それが資本の，そしてまた資本に照応
する生産様式の前史をなしているためである。   
                    （新日本出版社Ⅰb 1997, S.1218-1219） 
  
 ドイツ語の原文，また Arbeiter を専ら「労働者」と翻訳した新日本出版社版『資本論』
－―もちろんこのことは日本語版の全ての版本についても言えることだが――から，読者
は，第 4 章で言われる資本主義的生産の根本前提である二重の意味で自由な労働者，すな
わち賃金労働者の出自が，自営的労働者（独立手工業者や自営農民）が，生産手段を奪わ
れ，自分自身を売るほか生きることが出来なくなったからであったことを，すなわち「二
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重の意味」で「自由な労働者」になったことであることを，明解に読み取ることが出来
る。しかし，次の編訳局新訳からこのことを明解に読み取ることが出来るであろうか。 
 
［第 24 章］ 
 货币和商品，正如生产资料和生活资料一样，开始并不是资本。它们需要转化为资本。但
是这种转化本身只有在一定的情况下才能发生，这些情况归结起来就是：两种既不相同的商
品占有者必须相互对立和发生接触；一方面是货币，生产资料和生活资料的所有者，他们要
购买别人的劳动力来增殖自己所占有的价值总额；另一方面是自由劳动者，自己劳动力的出
卖者，也就是劳动的出卖者。自由劳动者有双重意义：他们本身既不像奴隶，农奴等等那
样，直接属于生产资料之列，也不像自耕农等等那样，有生产资料属于他们，相反的他们脱
离生产资料自由了，同生产资料分离了，失去了生产资料。商品市场的这两种两极分化，造
成了资本主义生产的基本条件。资本关系以劳动者和劳动实现条件的所有权之间的分离为基
础。资本主义生产一旦站稳脚跟，它就不仅保持这种分离，而且以不断扩大的规模再生产这
种分离。因此创造资本关系的过程，只能是劳动者和他的生产条件的所有权分离的过程，这
个过程一方面使社会的生活资料和生产资料转化为资本，另一方面使直接生产者转化为雇佣
工人。因此，所谓原始积累只不过是生产者和生产资料分离的历史过程。这个过程所以表现
为“原始的”，因为它形成资本及与之相适应的生产方式的前史。 
                          （編訳局新訳，S.821-822） 
 
上記引用文から見られるように，この編訳局新訳『資本論』第 24 章では，freie Arbeiter
は「自由工人」ではなく，「自由労働者」となっている。 
編訳局新訳は，第 4 章の freie Arbeiter と第 21 章の Arbeiter を「自由工人」と「工人」
に訳出していた。編訳局新訳の『資本論』は，貨幣の資本への転化の，したがってまた，
資本主義的生産の根本的前提が，「二重の意味」での「自由工人」の存在にあり，こうし
た工人また工人階級から，剰余価値が生産されること，工人階級が資本主義的生産の継続
の中で，再生産されること，と規定していた。編訳局新訳が，第 4 章の freie Arbeiter を
「自由工人」に訳出するのであれば，当然，第 24 章の freie Arbeiter についても同一の訳
語を当てなければ道理に合わない。第 4 章で，貨幣の資本への転化の，したがってまた資
本主義的生産の，歴史的な根本前提が，「二重の意味」での「自由工人」の存在であると
規定しながら，この第 24 章では，同じ根本前提が「二重の意味」での「自由労働者」に
訳出されることは，編訳局新訳『資本論』はキーワードの翻訳が不統一だ，という批判を
甘受せざるを得ないであろう。しかも，当該箇所では，第 4 章の核心部分が繰り返されて
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いるから，第 4 章と第 24 章との freie Arbeiter という同一原語に対応する翻訳術語の齟齬
は看過しがたい。 
編訳局新訳が，ここでの「自由劳动者」の原語は freie Arbeiter であり，第 4 章の「自由
工人」の原語と同一である，と当該箇所に注記しておくなら，読者の混乱は多少緩和され
るであろう。そもそも，編訳局新訳に訳語に関する注記は皆無であるから，この箇所は熱
心な読者に対して混乱をもたらすに相違あるまい。 
他方，第 24 章の原文で同一段落内末尾にある Lohnarbeiter に対して，編訳局新訳は，
「賃金労働者」に替えて定訳の「雇佣工人」を充てている。この部分をも踏まえて，この
段落を通読すれば，段落前半の「自由劳动者」が「雇佣工人」と同義であり，また第 4 章
の「自由工人」と同義であると考える読者が生まれるかもしれない。しかしそうした読者
は，同時に何故第 4 章は「自由工人」で第 24 章は「自由劳动者」なのか，と自問せざる
を得ないであろう。そうした読者が原著を手にして，原語が同一の freie Arbeiter であるこ
とを知ったなら，何故異なる翻訳術語が用いられているのか，益々混乱するであろう。中
央編訳局新訳にはむろん，この新訳以前に Arbeiter を労働者と工人に訳し分けた郭・王訳
の『資本論』にも，この訳し分けの積極的理由付け，両者の関連の学術的根拠は全く明示
されていないのである。事柄が Kapitalist と並ぶ『資本論』のもっとも基本的な術語
Arbeiter の翻訳であるだけに，問題は深刻だと言わなければならない。 
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本論文の結論 
上記の考察結果をここに要約整理し，本論文の結論としたい。 
 
Ⅰ 中国におけるマルクス・エンゲルス著作の初期受容史の起点 
陳望道による最初の中国語訳の『共産党宣言』の主たる底本が，『社会主義研究』（1906年第 1
巻第 1号）に収録された幸徳秋水・堺利彦訳であったことは，すでに明らかにされている。第 3章
の考察から，郭沫若版『ドイツ・イデオロギー』（上海言行出版社，1938）の翻訳において，リャザー
ノフ版の原文は必要に応じて参照されたが，主たる翻訳底本は，櫛田民蔵・森戸辰男による『我等
叢書』第 4冊（我等社，1930）の訳文であった，と推察される。おそらく郭沫若による最初の中国語
訳『政治経済学批判』（神州国光出版社，1932年）の底本も，戦前に翻訳された 2つの日本語訳
であった可能性が高い132。 
第 4章，第 5章と第 6章は，中国語訳『資本論』の成立史を建国前と建国後に区分して検討し
た。陳啓修によって翻訳された中国最初の『資本論』（上海昆崙書店，1930）は，河上・宮川訳（岩
波書店，1927）を事実上の翻訳底本としたものであり，日本語から多くの術語を受け継いでいる。
それ以後の抄訳諸版本もほとんど日本語訳より翻訳されたものである。郭大力と王亜南による中国
最初の『資本論』全訳も，アドラツキーが編集した普及版を底本にしながら，主たる翻訳術語では，
日本語訳に大きく依拠している。1949年の建国後の翻訳では，「公社」と「工人」の改訂過程に関
する考察から，郭の改訂版と中央編訳局の翻訳で，「脱日本語」化傾向が，明らかになった。  
1928年に刊行が開始され，1935年に完結した全 37 冊からなる改造社版『マルクス・エンゲル
ス全集』133や，1910年代末から 1920年代初頭の，大正デモクラシーの時代に，日本で相次いで
刊行されたマルクス・エンゲルスやレーニンらの左翼文献が，日本への中国人留学生や亡命者に
よって中国語に翻訳され，中国で普及した事例が相当数存在した。本論文の付録は，清末から中
華人民共和国が成立した年次まで（1908～49），中国語で出版されたマルクス・エンゲルス著作の
                                                     
132 郭沫若は，本書の「序文」で，底本について次のように述べている。「この翻訳は N. I. Stone による
英訳，猪俣津南雄による日本語訳（この二つの翻訳は『経済学批判』の全訳である）と河上肇・宮川実両
氏よる日本語訳（訳者導言のみ）を参照した」。郭沫若「序言」『政治經濟學批判』所収，馬克思恩格斯
合著郭沫若譯，神州國光出版社，1932 年． 
133 大村泉（2010）「2 つの日本語版『マルクス=エンゲルス全集』の企画(1928 年)--高野岩三郎と D.リ
ャザーノフの苦闘:コミンテルンと商業主義出版のはざまで」『大原社会問題研究所雑誌』（617），S．1
～24． 
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翻訳計 175種類，425点を収録している。筆者による統計では，底本・参照文献が判明できる中
国語訳のうち，日本語訳を底本としたもの，あるいは参照したものは計 80種あり，底本・参照版本
が判明できた文献の 6割以上に達している（「付録 建国前中国におけるマルクス・エンゲルス文
献の出版目録」，参照）。こうした翻訳底本上の問題が，『共産党宣言』，『ドイツ・イデオロギー』，
『資本論』等の，最初期の日本語訳と中国語訳における重要な術語がほとんど同一であることの直
接かつ最大の要因であろう。 
 
Ⅱ 中日両国のマルクス・エンゲルス研究者の交流促進への展望 
他方，現代の中国語訳と日本語訳では，同一のドイツ語表記が，全く異なる漢字表記になって
いる事例が相当数存在する。筆者は本論文の第 3章で，中央編訳局が Nationを「国民」から「民
族」に訳し変えたことは，日中両国研究者の研究交流を阻害する要因になる可能性がある，と指摘
した。第 6章では，こうした可能性を，郭改訂版の「公社」，編訳局訳の「工人・労働者」の翻訳区
分を取り上げ，その問題点を詳論した。 
現在中央編訳局は，1956～85年に基本的にロシア語版『マルクス・エンゲルス著作集』
（Werke）の第 2版に基づき訳出された中国初のマルクス・エンゲルス全集（第 1版・50巻）を改
訂中であり，1995年以後は，第 2版中国語全集を出版している。この第 2版はMarx-Engels-
Gesamtausgabe（MEGA2）を主たる翻訳底本とし，ドイツ語版著作集（Werke）を参照しながら翻
訳を行い，70巻本からなる134。現時点では 21巻を公刊したが，2020年まで全集の刊行を完結
すると予定している135。 
改めて述べるまでもなく，MEGAⅡ-10に依拠して改訂された編訳局新訳の『資本論』第 1巻
（第 2版 44巻 2001，単行本 2004）は，第 1版（1972）における Arbeiterの翻訳区分を受け継
いでいる。中国では，マルクス・エンゲルスの原著（MEGA2,Werke）に基づき，研究を展開できる
能力を持つ研究者が少ないのが現実だが，中央編訳局と数少ない著名な大学の図書館を除き，
地方大学のほとんどは，原著を所蔵していないと聞く136。中国人研究者のマルクス理解は，中央
                                                     
13470 巻本の第 2 版中国語版全集の構造は，MEGA2と同じく，4 部門からなる。第Ⅰ部門は「著作，論
文」計 29 巻（既刊 11 巻），第Ⅱ部門は「『資本論』と関連草稿」計 17 巻（既刊 8 巻），第Ⅲ部門は「往
復書簡」計 14 巻（既刊 2 巻），第 4 部門は「抜粋ノート」計 10 巻（全未刊）。既刊情報は中央編訳局 HP
の「文献信息」より確認済み。 
135 徐素華（2013），S.211-224. 
136 中国における MEGA2の流通を例に言うと，中央編訳局，中央党校，清華大学，北京大学，武漢大学
のほか，MEGA2を所蔵する研究機関がほぼないという。 
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編訳局の流布版に頼っている。しかし，原著に遡って確認しなければ，「工人」と「労働者」が同一
の術語 Arbeiterからの翻訳であると直感できる研究者は多くないであろう。 
「公社」という翻訳術語の原語が Gemeindeないしは Gemeinwesenであって，1980年代まで
存在した「人民公社」とは，由来や機構が全く異なる自然発生的
．．．．．
な共同組織（古インド的共同体
またはルーマニヤ諸州の共同体）であることを直感する研究者や一般読者また多くないであろう。
「国民」と「民族」術語についても同一の Nationを原語としていることに想像をめぐらす読者もまた
そうであろう。『資本論』，『共産党宣言』，『ドイツ・イデオロギー』の中国語訳の端緒は日本語訳に
求められた。こうした原語に中日両国の翻訳本で全く異なる術語が用いられるようになったのは，
1960年代以降と見て良いであろう。翻訳術語の相違は，テキスト間の相違となり，当該の翻訳術
語が，テキスト理解の核心部分を構成するものであればあるほど，中日両国の研究者で，同一のマ
ルクス・エンゲルスのテキストを前提にしながら，全く異なるマルクス・エンゲルスの理解が生まれる
ことになる。テキストの相違が放置されると，中日両国のマルクス・エンゲルス研究者の研究交流の
拡充深化はもとより，意思疎通の阻害要因にもなりかねない。 
2017年は，『資本論』第 1巻初版刊行 150年，2018年はマルクス生誕 200年という節目の年
であり，2020年はエンゲルス生誕 200年である。今後数年間におそらく中日両国のマルクス・エ
ンゲルス研究者が過去 2世紀のマルクス主義の展開を総括する機会があろう。そうした際，中日両
国の研究者が，今後の意思疎通や研究交流の深化拡充のためにも，本論文が提示した両国にお
けるマルクス・エンゲルス著作の翻訳史，および重要な翻訳術語の変遷史を，いっそう体系的，網
羅的に検討することを期待する。 
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【付録】建国前中国語マルクス・エンゲルス文献の出版目録 
1908 年に東京の『天義報』（NO.15～19）で連載された民鳴譯『共産党宣言』は，中国
語で出版されたマルクス・エンゲルス著作（以下では「原著」と略す）最初の中国語訳で
ある。本目録は，清末から中華人民共和国成立した年まで（1908～49），中国語で出版された原
著の翻訳計 175種類，425点を収録している。筆者は，各既存の目録と中国語デジタル・データ
ベースを利用し，単行本と雑誌で掲載された論文を網羅的に蒐集して本目録を作成した。 
 
1．本目録の作成方法 
以下の既存目録を利用している。①「馬克思恩格斯著作中譯本（文）第 1版書目」（『馬克思恩
格斯著作在中国的伝播』所収，人民出版社，1983，S.369-436），②「付録 中国語訳日本社会
科学文献目録稿」（三田剛史著『甦る河上肇―近代中国の知の源泉』所収，藤原書店，2003，
S.413-476），③「付録一 日中社会主義文献翻訳対照表」と「付録二 中国社会主義関連書籍解
題（1919～1923年）」（石川禎浩『中国共産党成立史』所収，岩波書店，2001，S.443-484）。 
『馬克思恩格斯著作中譯本（文）第 1版書目』は，中央編訳局がマルクス没後 100周年の記念
論文集の付録として，1908年～1983年に刊行した中国語訳原著の単行本，雑誌論文，書簡集
等の初版本を収録している。著者，翻訳者，出版社（雑誌号），刊行年月，内容などが記載されて
おり，利用価値が高いと考えられる。しかし，この目録は編訳局の所蔵するものをベースにして作
成したものであり，書簡集や論文集の蒐集に漏れが多く，再版と底本情報をも調査・収録していな
い。筆者はこの目録から 1908～1949年に刊行した単行本の初版本と雑誌論文を抽出して本稿
に入れた。 
「中国語訳日本社会科学文献目録稿」は，『民国時期総書目』（北京書目文献出版社，1986～
1996年）と『中国訳日本書総合目録』（香港中文大学出版社，1980年）から，社会科学関連日本
語文献の中国語訳を抽出して作成したものである。1875年から 1949年 9月までに刊行された中
国訳日本社会科学関連，合計 1869点を収録している。著者は日本マルクス主義者の著作の中
国語訳を丹念に調査し，現在まで完成度が最も高い文献目録である。しかし，著者による独自な
考証が足りないため，欧米文献の日本語訳から重訳されたものの収録は不完全である。例えば，
本論文第 3章で考察した郭沫若訳『ドイツ・イデオロギー』（上海言行出版社，1938年）がない。こ
の目録の日本語訳から重訳された原著 7点を，本稿に収めた。 
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石川著作の「附録一」は，1919～1922年までに，中国国内で発表された社会主義関連の雑誌
論文と新聞記事のうち，日本語より翻訳され，あるいは日本語文献を多く引用して書かれたものを
収録している。「付録二」は，「現物の確認」の上，1919年 1月から 1923年 12月までに中国で
刊行された社会主義に関連する単行本を収録している。「付録一」と「付録二」に収録された日本
語より翻訳された原著の単行本と雑誌論文 5点を本稿に入れた。 
本稿では既存目録を利用したほか，以下のデジタル・データベースを利用している。本目録作
成に当たっては，基本的に「責任者・作者=馬克思，恩格斯」で検索をかけ，ヒットしたものから重複
を除外し，1949年までに出版された単行本と雑誌論文を収録する。①中国国家図書館・中国国
家数字図書館（www.nlc.com），中国国家図書館は所蔵する民国時期の出版物をデータベース
化にして，「民国図書」（単行本）と「民国期刊」（雑誌論文）に収めた。民国雑誌の全文を収録する
「民国期刊」は，雑誌名から論文を検索するシステムであるが，作者・訳者から論文を検索すること
ができない。筆者は「民国図書」と「民国期刊」を利用して編訳局目録の検証・訂正・増補を行っ
た。②全国図書館参考咨詢聯盟（www.ucdrs.superlib.net），148館以上の地方図書館と大学図
書館が参加した中国版のレファレンス協同データベースであり，国家図書館と相互補完する関係
にある。単行本の一部はデータが公開されているほか，翻訳者の経歴も検索可能である。③孔夫
子旧書網（www.kongfz.com），中国最大の古本通販サイトである。原著の中国語訳を孔夫子旧
書網で検索する場合は，以下の注意が必要である。登録された古本の出版年や作者などの情報
には不正確なものが多い。筆者は書誌情報を写真から確認できるもののみを本稿に収めた。 
 
2．底本・参照文献の調査 
 筆者は，データが公開されている一部の単行本と論文から，その「訳者序文」などから底本・参照
版本の情報を確認し，判明できたものを本稿に反映した。データが公開されていないもの，あるい
は底本が明記されていないものについて，筆者はインターネットより（Google,Baiduなど）翻訳者
の経歴を検索し，日本留学経験者による翻訳を，原則として日本語文献を参照したものだと認定し
た。参照・底本情報の統計は，表①のようになっている。底本・参照版本が判明できた文献 133種
のうち，日本語文献を参照・底本にして訳出された中国語訳は，最多の 80種，6割を数える137。 
表➀建国前中国語訳原著の底本・参照版本 
                                                     
137 複数の文献を参照して訳出された中国語訳の底本・参照版本については，複数で計算しているので，表➀の
「文献数（種）」の合計は実際に出版された文献より多い。 
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底本・参照 日本語 ロシア語 英語 ドイツ語 フランス語 不明 
文献数（種） 80 25 18 17 4 42 
 
3．年次出版点数変化のグラフ 
 中国語訳原著の出版は国内革命の情勢に大きく左右されている。人民共和国が成立した 1949
年に 115点の翻訳が刊行された。客観的に翻訳出版の盛衰考察するために，筆者は 1949年を
除外し，1908-1948年の出版点数をグラフ化にした。1945年以前，1930（29点）と 1939年（29
点）に出版のピークを迎えている。以下では，年次出版点数，出版地に関する統計をグラフと表で
示す。 
 
表② 1908-1948年中国語訳原著の出版点数 
 
 
表③ 10点以上の翻訳を刊行している出版地 
出版地 上海 北京 延安 重慶 大連 武漢 その他 
出版点数 175 37 28 18 13 12 142 
 
 
  
 145 
 
凡例 
（１）種類と点の区分。単行本について，同じ訳者による翻訳を 1 種とし，再版を 1 点とす
る。例えば，番号の 008．01（初版）と 008．02（再版），2 点の翻訳を 1 種とする。
雑誌論文について，『馬克思恩格斯著作中譯本（文）第 1版書目』で独立項目として掲
載されている論文を 1 種とする。そのため，同一の雑誌で同じ訳者による異なる翻
訳は 2 種に分けられることがある。連載の論文を 1 種とする。 
（２）単行本の初版と雑誌論文を番号（1 行目），題目（2 行目），著者，訳者，出版社（掲
載誌），刊行年月，印刷数，叢書名（3 行目），底本・参照文献（4 行目），内容（5 行
目）のように示す。再版を著者，翻訳者，題目，出版社，出版年月，印刷数，叢書名
のようにを示す。 
（３）日本語文献から重訳されたものは，文献番号の後ろに◎で，日本語文献を参照訳出さ
れたものは○で，欧露語等の文献の日本語訳から重訳されたものは＊で示す。該当文
献の題目を太字で表示する。 
（４）中国語文献の題目と書誌情報を繁体字で，文献の収録内容を日本語で示す。 
（５）マルクス・エンゲルスの中国語表記は，基本的に該当文献で使われた漢字で示す。 
（６）底本・参照版本を明記しなかった文献は，原則として翻訳者の留学経歴から翻訳底本
を判定する。 
（７）本稿の書目は，まだ一部しか現物を確認していない。 
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001◎ 
「共産党宣言」  
馬爾克斯/因格爾斯著 民鳴譯 東京：『天義報』（NO.15～19），1908． 
幸徳秋水・堺利彦譯「共産党宣言」『社会主義研究』（第 1 巻第 1 号），1906 年． 
『共産党宣言』1888 年英語版序言と第 1 章 
002 
「理想社会主義與実行社会主義」  
恩格爾斯著 施仁栄譯 上海：『新世界』半月刊（第 1，3，5，6，8 期連載），1912.05～07． 
不明 
『空想から科学への社会主義の発展』（抄譯，第 1，2 と第 3 節） 
003◎ 
「共産党的宣言」 
馬克思/恩格斯著 舎譯 北京：『毎週評論』（第 16 期），1919 年 4 月 6 日． 
幸徳秋水・堺利彦譯「共産党宣言」『社会主義研究』（第 1 巻第 1 号），1906． 
『共産党宣言』抄譯 
004◎ 
「労働與資本」 
馬克思著 食力（陳溥賢）譯 北京：『晨報』（連載 1～24），1919 年 5 月 9 日～6 月 1 日． 
河上肇譯「労働と資本」『社会問題研究』第 4 冊所収，京都：弘文堂書房，1919 年 4 月． 
『賃労働と資本』最初の中国語全譯 
005◎ 
「馬克斯和昂格斯共産党宣言」 
馬克斯/昂格斯著 李澤彰譯 北京：『国民』雑誌（第 2 巻第 1 号），1919 年 11 月． 
幸徳秋水・堺利彦譯「共産党宣言」『社会主義研究』（第 1 巻第 1 号），1906． 
『共産党宣言』第 1 章 
006．01＊ 
『馬克思学体系 上』 
馬克思等著 （蘇）薩可夫斯基編 高希聖（高爾松）譯 上海：平凡書局，1920． 
日本語譯（留日経験者） 
マルクス・エンゲルス・レーニンなどの作品集 
006．02 
（蘇）薩可夫斯基編高希聖唐仁葉作舟斎蓀譯『馬克思学体系』上海平凡書局，1930 年 6 月． 
007◎ 
「科学的社会主義」 
衡石譯 上海：『国民日報』，1920 年 1 月 5～8 日． 
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堺利彦譯「科学的社会主義」『社会主義研究』4 号 1906 年 7 月 
『空想から科学への社会主義の発展』（抄譯，第 3 節） 
008．01◎ 
『共党産宣言』 
馬格斯/安格爾斯著 陳望道譯 上海：社会主義研究社，1920 年 8 月．一千部 
幸徳秋水・堺利彦譯「共産党宣言」『社会主義研究』（第 1 巻第 1 号），1906．英語譯． 
『共産党宣言』最初の中国語全譯 
008．02 
馬格斯/安格爾斯著陳望道譯『共産党宣言』上海：社会主義研究社，1920 年 9 月． 
008．03 
馬克斯昴格士著陳望道譯『共産党宣言』広州：国光書社版，1925 年 4 月/1926 年 4 月． 
008．04 
馬克思恩格斯著『共産党宣言』漢口：党化社，1927 年 1 月． 
008．05 
馬克思恩格斯著『宣言』漢口：人民出版社，1938 年． 
009◎ 
『科学的社会主義』 
恩格爾著 鄭次川譯 王岫廬校 上海：群益書社，1920 年 8 月． 
遠藤無水譯『社会的社会主義』文泉堂，1920 年． 
『空想から科学への社会主義の発展』（抄譯，第 3 節） 
010◎ 
「資本論自叙」 
馬克斯著 費天覺譯 北京：『国民』雑誌（第 2 巻第 3 号），1920 年 10 月 
日本語訳（留日経歴者） 
『資本論』第 1 巻第 1 版「序言」 
011 
「英哲爾士論家庭的起源」 
英哲爾士著 惲代英譯 上海：『東方雑誌』（第 17 巻第 19―20 号），1920 年 10 月． 
不明（ロシア語？） 
『家族・私有財産・国家の起源』第 2 章抄譯 
012◎ 
「科学的社会主義與唯物史観」 
恩格爾斯著 徐蘇中譯 上海：『建設』（第 3 巻第 1 号），1920 年 12 月． 
エンゲルス著河上肇譯「科学的社会主義と唯物史観」『社会問題研究』第 17 冊所収，京都：
弘文堂書房，1920 年 7 月． 
『空想から科学への社会主義の発展』（抄譯，第 3 章） 
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013◎ 
「馬克思的唯物史観」 
范寿康譯 上海：『東方雑誌』（第 18 巻第 1 号），1921 年 1 月 10 日． 
日本語訳（日本留学経験者） 
『経済学批判』序言の抄譯 
014◎ 
『工銭労働與資本』 
馬克思著 袁譲（李漢俊）譯 広州：人民出版社，1921 年 12 月． 
河上肇譯『賃労働と資本 労賃，価格及び利潤』，京都：弘文堂書房，1921 年． 
『賃労働と資本』全譯。 
015◎ 
「絶対的剰余價値研究」 
馬克斯著 鄺摩漢（鄺振翎）譯 北京：『今日』雑誌（第 1 巻第 2 号），1922 年 3 月 15 日． 
高畠素之譯『資本論』第 1 巻，大燈閣，1920． 
『資本論』第 1 巻第 3 篇の抄譯 
016◎ 
「相対的剰余價値研究」 
馬克斯著 鄺摩漢（鄺振翎）譯 北京：『今日』雑誌（第 1 巻第 3 号），1922 年 4 月 15 日． 
高畠素之譯『資本論』第 1 巻，大燈閣，1920． 
『資本論』第 1 巻第 4 篇の抄譯 
017◎ 
「絶対的相対的剰余價値研究」 
馬克斯著 鄺摩漢（鄺振翎）譯 北京：『今日』雑誌（第 1 巻第 4 号馬克斯特号），1922 年
5 月 15 日． 
高畠素之譯『資本論』第 1 巻，大燈閣，1920． 
『資本論』第 1 巻第 4 篇の抄譯 
018◎ 
「哥達綱領批判」 
馬克斯著 熊得山譯 北京：『今日』雑誌（第 1 巻第 4 号馬克斯特号），1922 年 5 月 15 日． 
堺利彦譯「ゴータ綱領の批判」『社会主義研究』（第 4 巻第 3 号），1921． 
『ゴータ綱領批判』の抄訳 
019 
「馬克斯的詩」 
馬克斯著 李湘漁女史譯 北京：『今日』雑誌（第 1 巻第 4 号馬克斯特号），1922 年 5 月 15
日． 
不明 
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マルクスの詩作 
020．01○ 
『價値價格與利潤』 
馬克斯 李季譯 陶孟和校 上海：商務印書館，1922 年 10 月，世界叢書． 
英語譯，日本語譯。 
『賃銀・價格および利潤』初の中国語全譯 
020．02 
馬克斯著李季譯『價値價格及利潤』上海：商務印書館，1924 年． 
021◎ 
「徳国労働党綱領欄外批判」 
馬克思著 李達譯 湖南自修大学：『新時代』（第 1 巻第 1 号），1923 年 4 月 10 日． 
堺利彦譯『ゴータ綱領の批判』社会主義研究（第 4 巻第 3 号），1921 年． 
022 
「離開政治的性質」 
馬克思著 抱兮譯 巴里：『少年』（第 10 号），1923 年 7 月 1 日． 
フランス語 
「政治問題への無関心」 
023◎ 
「歴史以前的文化階段」 
恩格斯著 熊得山譯 北京：『今日』雑誌（第 3 巻第 2 号），1923 年 8 月 26 日． 
内籐吉之助譯『家族・私有財産及び国家の起源：リユイス・エチ・モルガンの研究に因みて』，
東京：有斐閣，1922． 
『家族・私有財産・国家の起源』第 1 章 
024◎ 
「国家的起源」 
恩格斯著 熊得山譯 北京：『今日』雑誌（第 3 巻第 2 号），1923 年 8 月 26 日． 
内籐吉之助譯『家族・私有財産及び国家の起源：リユイス・エチ・モルガンの研究に因みて』，
東京：有斐閣，1922． 
『家族・私有財産・国家の起源』第 5，6 章 
025◎ 
「未開與文明」 
恩格斯著 熊得山譯 北京：『今日』雑誌（第 3 巻第 2 号），1923 年 8 月 26 日． 
内籐吉之助譯『家族・私有財産及び国家の起源：リユイス・エチ・モルガンの研究に因みて』，
東京：有斐閣，1922． 
『家族・私有財産・国家の起源』第 9 章 
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026 
「権力の原理」 
恩格斯著 抱兮譯 巴里：『少年』（第 13 号），1923 年 12 月 10 日． 
フランス語 
「権威について」 
027 
「民主革命與工人」 
馬克思恩格斯著 葵譯 北京：『政治生活』（第 14 期），1924 年 8 月 24 日． 
不明 
「1850 年 3 月の中央委員会の同盟員への呼びかけ」 
028 
「空想的及科学的社会主義」 
恩格斯著 麗英女史（柯伯年）譯 上海：『国民日報』副刊「覚悟」（連載），1925 年 2 月 19-
21，24，26-27，3 月 3，5-7，10，12-13 日． 
英語譯 
『空想から科学への社会主義の発展』全譯 
029◎ 
「徳意志労働党綱領批判」 
馬克思著 彭学霈譯 上海：『時事新聞』副刊『学灯』（連載），1925 年 5 月 9，12-15 日． 
水谷長三郎譯『ゴータ綱領批判』，内外出版株式会社，1924． 
『ゴータ綱領批判』 
030 
「一八四十八年六月巴黎無産階級的失敗」 
馬克思著 李春蕃（柯伯年）譯 汕頭：『嶺東国民日報』副刊『革命』（第 3 巻第 4 期），1926． 
英語訳 
「フランスにおける階級闘争の失敗 1848 年 6 月の敗北」（1850） 
031．01 
『通俗資本論』 
馬克思著博洽徳（J.Borschardt）編 李季譯 社会科学院社，1926． 
ドイツ語版（1922 年） 
民衆版『資本論』 
031．02 
馬克思著博洽徳（J.Borschardt）編李季譯『通俗資本論』，社会科学社，1929 年（3 版）． 
031．03 
馬克思著博洽徳（J.Borschardt）編李季譯『通俗資本論』，上海：神州国光社，1949 年 1 月． 
032．01 
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『哥達綱領批評』 
馬克思著 李春蕃（柯伯年）編 上海：解放叢書社，1926 年 1 月，2000 冊． 
英語訳 
『ゴータ綱領批判』抄譯 
032．02 
馬克思著李春蕃譯『哥達綱領批評』，上海：解放叢書社，1939 年 8 月． 
033 
「馬克思的中国民族革命観」 
馬克思著 猟夫譯 北京：『政治生活』（第 76 期），1926 年 5 月． 
不明 
「中国とヨーロッパにおける革命」等 
034 
『馬克思與列寧之農業政策』 
馬克思等 劉書宝編訳 上海：太平洋書店，1928 年 3 月，社会問題叢書． 
不明 
『共産党宣言』第 2 章抄譯（1848）と「ドイツにおける共産党の要求」（1848）抄譯． 
035◎ 
『社会主義底発展』 
恩格斯著 朱鏡我譯 上海：創造社出版部，1928 年 5 月． 
堺利彦譯『社会主義の発展：空想的社会主義から科学的社會主義へ』，白揚社，1927． 
『空想から科学への社会主義の発展』等 
036．01◎ 
『農民問題』 
恩格斯著 陸一遠譯 上海：遠東図書公司，1928 年 5 月． 
宗道太『佛蘭西及び獨逸における農民問題』，東京：同人社，1927． 
「フランスとドイツにおける農民問題」（1894） 
036．02 
恩格斯著陸一遠譯『農民問題』，上海：遠東出版社，1939 年． 
037．01◎ 
『社会主義発展史綱』 
恩格斯著 黄思越譯 上海：泰東図書局，1928 年 8 月． 
堺利彦譯『社会主義の発展：空想的社会主義から科学的社會主義へ』，白揚社，1927． 
『空想から科学への社会主義の発展』 
037．02 
恩格斯著黄思越譯『社会主義発展史綱』，上海：泰東図書局，1929． 
038◎ 
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「哲学的貧困的抜粋」 
李鉄声譯 上海：『思想』月刊（第 2～3 期），1928 年 9～10 月． 
浅野晃譯『哲学の貧困』，京都：弘文堂，1926． 
『哲学の貧困』第 1，2 章 
039 
「恩格爾斯在馬克思墓前的演辞」 
恩格爾斯著 厲譯 『出路』（第 1 期），1928 年 10 月． 
不明 
「カール・マルクスの葬儀」 
040◎ 
『馬克斯主義的人種由来説』 
恩克斯著哥来佛長序 陸一遠 上海：春潮書局，1928 年 11 月，2000 冊． 
日本語訳 
「猿が人間化するにあたっての労働の役割」 
041◎ 
『科学的社會主義』 
恩格爾斯著 黄希聖譯 上海：平凡書局，1929 年，平凡叢書． 
堺利彦譯『社会主義の発展：空想的社会主義から科学的社會主義へ』，白揚社，1928． 
『空想から科学への社会主義の発展』 
042．01◎ 
『工資價格及利潤』 
馬克斯著 朱應祺 朱應会譯 上海：泰東図書局，1929 年 4 月． 
河上肇譯『賃労働と資本；労賃，価格及び利潤』，京都：弘文堂書房，1921．Bernstein のド
イツ語版 
『賃銀・價格および利潤』全譯 
042．02 
馬克思著朱應祺譯『工資價格及利潤』，上海：世界文化出版社，1949 年 7 月． 
043．01◎ 
『工資労働與資本』 
馬克斯著 朱應祺 朱應会譯 上海：泰東図書局，1929 年 5 月，馬克思研究叢書． 
河上肇譯『賃労働と資本；労賃，価格及び利潤』，京都：弘文堂書房，1921． 
『賃労働と資本』全譯 
043．02 
『工資労働與資本』 
馬克思著 朱應会譯 香港：世界文化出版社，1949 年 7 月，馬列主義叢書． 
044◎ 
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『馬克思主義的民族革命論』 
馬克思著 訳者不明 上海：新青年出版社，1929 年 6 月． 
佐野学・西雅雄『支那革命論・民族問題』，東京：スターリン・ブハーリン著作集刊行会，
1928 年． 
「中国とヨーロッパにおける革命」 
045．01○ 
『家族私有財産及国家之起源』 
恩格爾等著 李膺揚（楊賢江）譯 周佛海校 上海：新生命書局，1929 年 6 月． 
底本：Ernest Untermann の英譯，参照：西雅雄譯『家族・私有財産及び国家の起源：リュ
ウィス・エッチ・モルガンの原因に因みて』東京：岩波書店，1929．田中九一譯『マルクス
経済学大綱』，京都：弘文堂書房，1925． 
『家族・私有財産・国家の起源』 
045．02 
恩格斯著李膺揚譯周佛海校『家族私有財産及国家之起源』，上海：新生命書局，1930 年 3 月． 
045．03 
恩格斯著李膺揚譯『家族私有財産及国家之起源』，上海：新生命書局，1931 年 4 月． 
045．04 
恩格爾著李膺揚譯『家族私有財産及国家之起源』，上海：新生命書局，1932 年． 
045．05 
恩格爾著李膺揚譯『家族私有財産及国家之起源』，上海：新生命書局，1934 年第 5 版． 
045．06 
恩格爾著李膺揚譯『家族私有財産及国家之起源』，上海：明華出版社，1938 年 6 月． 
046．01 
『哲学之貧困』 
卡爾・馬克思著 杜竹君（汪澤楷）譯 上海：水沫書店，1929 年 10 月，1500 部． 
Marcel Giard 書店刊行のフランス語版 
『哲学の貧困』最初の全譯 
046．02 
卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：水沫書店，1930 年 10 月（再版），1000 冊． 
046．03 
卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：作家書屋，1946 年 5 月． 
046．04 
卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：作家書屋，1947 年 10 月． 
046．05 
卡爾・馬克思著杜竹君譯『哲学之貧困』，上海：作家書屋，1949 年 2 月． 
047．01 
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『宗教・哲学・社会主義』 
恩格斯等 林超真譯 上海：滬濱書局，1929 年 10 月． 
フランス語譯，ロシア語譯 
「原始キリスト教史によせて」（1894），『空想から科学への社会主義の発展』（1880），『ル
ードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハに関
するテーゼ」（1845）を収録する論文集． 
047．02 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1929 年 12 月，改訂版． 
047．03 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1934 年 3 月． 
047．04 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1936 年 3 月． 
047．05 
恩格斯等著林超真譯『宗教・哲学・社会主義』，上海亜東図書館，1949 年 7 月． 
048＊ 
『社会進化的鉄則』 
馬克斯著 千香譯 上海：启智書局，1929 年 10 月． 
エス・セムコフスキー編集マルクス書房編譯『社会進化の鉄則』，東京：マルクス書房，1928
年． 
『共産党宣言』（1848），『資本論』，『空想から科学への社会主義の発展』（1880）などの抄
譯． 
049．01◎ 
『費爾巴哈論』 
恩格斯著 彭嘉生（彭康）譯 上海：南強書局，1929 年 12 月． 
佐野文夫譯『フォイエルバッハ論』，東京：同人社，1925 年． 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845），『自然辯証法』の論文および断片（1873～1883），『聖家族』第 6
章（1844），『経済学批判』抄譯（1858～59）などの論文集． 
049．02 
恩格斯著彭嘉生譯『費爾巴哈論』上海：南強書局，1932 年 4 月． 
049．03 
恩格斯著彭嘉生譯『費爾巴哈論』上海：南強書局，1935 年． 
050．01 
『宣言』 
馬克斯/恩格斯著 華崗譯 上海：中外社会科学研究社，1930 年 
英語譯（1888） 
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『共産党宣言』（英漢対譯） 
050．02 
馬克斯著華崗譯『宣言』，上海：中外社会科学研究社，1932 年（3 版）． 
050．03 
馬克思恩格斯合著仁子譯『宣言』，上海：春江出版社版，1933 年 2 月． 
051 
『民族革命原理』 
馬克思著 唐傑編集 上海：華興書局，1930 年 1 月 
不明 
「中国とヨーロッパにおける革命」等 
052◎ 
「芸術形成之社会的前提条件」 
馬克思著 洛揚（馮雪峰）譯 上海：『萌芽』月刊（第 1 巻第 1 期），1930 年 1 月 
河上肇・宮川實共譯『経済学批判序説』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 6 冊，京都：弘文
堂，1927． 
〔経済学批判への〕序説 
053 
『馬克斯論文選譯 第一集』 
馬克斯 李一氓著 上海：社会科学研究会，1930 年 2 月． 
英語譯 
『ゴータ綱領批判』（1875），『賃労働と資本』（1849），「〔経済学批判への〕序説」（1857），
『資本論』第 1 巻第 24 章第 7 節，『聖家族』第 4 章第 4 節（1844），第 6 章第 3 節，「中国
とヨーロッパにおける革命」（1853），「六月革命」〔1856 年 4 月 14 日ロンドンにおける『ピ
ープルズ・ペーパー』創刊記念祝賀会での演説〕（1856）などの論文集． 
054．01◎ 
『馬克斯主義的基礎』 
馬克斯/恩格斯著 潘鴻文編 上海：社会科学研究社，1930 年 3 月． 
田畑三四郎譯『マルクス主義の基礎』，白揚社，1929 年． 
「共産主義の原理」，『共産党宣言』，『賃労働と資本』の論文集． 
054．02 
馬克斯恩格斯著彭漢文譯『馬克斯主義的基礎』，上海：社会科学研究社，1938 年 5 月． 
054．03 
馬克斯恩格斯著彭漢文譯『馬克斯主義的基礎』，健全社，1939 年 3 月． 
055◎ 
『資本論 第 1 巻第 1 分冊』 
馬克思著 陳啓修訳 上海：昆侖書店，1930 年 3 月． 
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河上・宮川譯『資本論』第 1，2 分冊，改造社，1927． 
『資本論』第 1 巻第 1 篇 
056 
「在馬克斯葬儀上的演説」 
恩格斯著 致平譯 上海：『萌芽』月刊（第 1 巻第 1 期），1930 年 3 月． 
不明 
「カール・マルクスの葬儀」 
057＊ 
『馬克斯的国家発展過程』 
（獨）柯諾著 朱應祺 朱應会譯 上海：泰東書局，1930 年 4 月． 
ハインリッヒ・クノー著鳥海篤助譯『婚姻及び家族の発展過程』，東京：同人社 1927，ドイ
ツ語版． 
「マルク」等（1882） 
058．01 
『費爾巴哈與古典哲学底始末』 
恩格斯著 向省吾譯 上海：江南書店，1930 年 4 月． 
ドイツ語 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845），『自然辯証法』の論文および断片（1873～1883），『空想から科学
への社会主義の発展』英語版序言（1892），『聖家族』第 6 章（1844），『経済学批判』抄譯
（1858～59）などの論文集． 
058．02 
馬克思恩格斯著向省吾譯『馬克思恩格斯関于唯物論的片断』，上海：江南書店，1930 年 4 月． 
059．01◎ 
『辯証法経典』 
馬克思恩格斯著 程始仁編譯 上海：亜東図書館，1930 年 4 月． 
河上肇編『唯物辯証法』，マルキシズム叢書第 10 冊，京都：弘文堂書店，1927 年 7 月． 
『聖家族』第 5 章抄譯（1844），「フォイエルバッハに関するテーゼ」（1845），『ドイツ・イ
デオロギー』抄譯（1845），『哲学の貧困』第 2 章抄譯（1847），〔経済学批判への〕序説（1857），
『経済学批判』抄譯（1858～59），『反デューリン論』抄譯（1876～1878）などの論文集． 
059．02 
程始仁編譯『辯証法経典』，上海：亜東図書館，1935 年 10 月． 
060 
『関與唯物論的断片』 
馬克思恩格斯著 向省吾譯，上海：江南書店，1930 年 4 月． 
ドイツ語 
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収録内容不明 
061 
『拿破侖第三政変記』 
馬克思著 陳仲濤 上海：南強書店，1930 年 5 月． 
不明 
「ルイ・ボナパルトのブリュメール 18 日」 
062．01○ 
『経済学批判』 
馬克斯著 劉曼譯 上海：楽群書店，1930 年 5 月． 
底本：Stone の英譯，宮川實譯『経済学批判』東京：厳文閣 1926，参照：カウツキーのド
イツ語版（1897）． 
『経済学批判』最初の中国語全訳 
062．02 
馬克斯著劉曼『経済学批判』，上海：棠棣書店復刻，1930 年． 
063．01○ 
『革命與反革命，又名，一八四八年的徳国』 
恩格斯等 劉鏡園（劉仁静 トロツキー派）譯 上海：新生命書局，1930 年 5 月，4000 冊． 
カウツキーのドイツ語版，市川正一譯『革命及び反革命：一八四八年におけるドイツ』，マ
ルクス・エンゲルス政治叢書第 2 冊，希望閣，1928． 
『ドイツにおける革命と反革命』「ケルンの共産党裁判」 
063．02 
恩格斯等著劉鏡園譯『革命與反革命，又名，一八四八年的徳国』，上海：新生命書局，1936
年 5 月，1000 冊． 
064◎ 
「馬克思論出版底自由與検査」 
馬克思著 洛揚（馮雪峰）譯 上海『萌芽』月刊（第 1 巻第 5 期），1930 年 5 月． 
日本語譯（日本留学経験者） 
「第６回ライン州議会の議事．一ライン州人 第１論文 出版の自由と州議会議事の公表
についての討論」（1842），「プロイセンの最新の検閲訓令にたいする見解．一ライン州人」
（1843）． 
065◎ 
「芸術断片談」 
馬克思/恩格斯著 剣青譯 上海：『動力』月刊（第 1 巻第 1 期），1930 年 7 月． 
河上肇・宮川實共譯『経済学批判序説』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 6 冊，京都：弘文
堂，1927． 
「〔経済学批判への〕序説」抄譯，「詩と散文におけるドイツの社会主義」抄譯 
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066＊ 
『社会主義的必然』（上，下） 
馬克斯恩格斯著 塞姆柯甫士基編 劉沁儀譯 上海：春秋書店，1930 年 7 月． 
エス・セムコフスキー編集マルクス書房編譯『社会進化の鉄則』（上，下），東京：マルクス
書房，1929 年． 
『共産党宣言』第 3 章抄譯（1848），『空想から科学への社会主義の発展』第 1，2 章抄譯
（1880） 
067．01 
『社会主義底基礎』 
馬克思等 徳特里希編 巴克（戴介民）譯 上海：山城書店，1930 年 7 月，1500 冊． 
不明（日本語訳？） 
『資本論』『共産党宣言』（1848）『哲学の貧困』（1847）『賃労働と資本』（1849）などの抄
譯集． 
067．02 
馬克思等著徳特里希編巴克譯『社会主義底基礎』，上海：山城書店，1931 年 8 月． 
067．03 
馬克思等著徳特里希編巴克譯『社会主義底基礎』，上海：山城書店，1936 年． 
068◎ 
『自由貿易問題』 
馬克思著 鄒鍾隠譯 上海：聯合書店，1930 年 8 月． 
戸張宏譯『自由貿易問題』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 16 冊，京都：弘文堂，1928 年． 
「自由貿易についての演説」［1848 年（M）］，「保護関税と自由貿易」［1888 年（E）］ 
069 
『従猿到人』 
恩格斯著 成嵩譯 上海：泰東図書局，1930 年 9 月． 
ロシア語 
「猿が人間化するにあたっての労働の役割」 
070．01 
「辯証唯物論的宇宙観與近代自然科学之発展」 
昂格斯著 畏之（トロツキー派）譯 上海：『動力』（第 1 巻第 2 期），1930 年 9 月． 
ロシア語譯 
『自然の辯証法』 
070．02 
杜畏之譯『自然辯証法』上海：神州国光社 1932 年 8 月 
070．03 
杜畏之譯『自然辯証法』上海：神州国光社 1946 年  
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070．04 
杜畏之譯『自然辯証法』上海：神州国光社 1949 年 6 月（5 版） 
070．05 
杜畏之譯『自然辯証法』上海：文源出版社 1949 年 10 月． 
071◎ 
『社会進化的原理』 
馬克思恩格斯著 劉済誾譯 上海：春秋書店，1930 年 10 月 
日本語譯（日本留学経験者） 
『共産党宣言』（1848），『空想から科学への社会主義の発展』（1880）の抄譯． 
072．01○ 
『反杜林論』 
恩格斯著 呉黎平（呉亮平）譯 上海：江南書店，1930 年 11 月． 
河野密・林要共訳『反デューリング論』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 8 冊，京都：弘文
堂書房，1927． 1938 年マルクス・エンゲルス学院が校正したロシア語譯，ドイツ語原本お
よび Burn 譯の英語版． 
『反デュ―リング論』 
072．02 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：筆耕堂書店，1932 年 7 月． 
072．03 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：生活書店，1937 年 8 月・10 月，1938 年
3 月． 
072．04 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：生活書店，1939 年 5 月，4 版． 
072．05 
恩格斯著呉黎平譯『反杜林論』，上海：江南書店 1939 年 11 月． 
072．06 
恩格斯著呉黎平譯『反杜林論』，抗戦書店，1940 年，改訂版． 
072．07 
恩格斯著呉理屏（呉黎平）譯『反杜林論』，上海：生活書店，1947 年 1 月，2000 冊． 
072．08 
恩格斯著呉黎平譯『反杜林論』，北京：三聯書店，1949 年． 
073◎ 
『反杜林格論（上）』 
恩格斯著 銭鉄如（銭納水）譯 上海：昆侖書店，1930 年 12 月． 
河野密・林要共訳『反デューリング論』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 8，京都：弘文堂
書房，1927． 
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『反デュ―リング論』 
074．01◎ 
『政治経済学批判』 
卡爾・馬克思譯 郭沫若著 上海：神州国光社，1931 年 12 月，世界名著譯叢之五． 
N. I. Stone の英譯，猪俣津南雄譯『経済学批判』，社会思想全集第 6 巻，東京：平凡社，1928．
河上肇・宮川実共譯『経済学批判序説』，河上肇編纂マルキシズム叢書第 6 冊，京都：弘文
堂書房，1927． 
『経済学批判』 
074．02 
馬克思著李季譯（誤記，郭沫若譯）『経済学批判』，上海政治経済研究会，1932 年 3 月． 
074．03 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：神州国光社，1932 年 7 月（再版）． 
074．04 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：言行出版社，1939 年． 
074．05 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：言行出版社，1942 年． 
074．06 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：群益出版社，1947 年 3 月． 
074．07 
卡爾・馬克思著郭沫若譯『政治経済学批判』，上海：群益出版社，1949 年 4 月． 
075．01○ 
『徳国農民戦争』 
恩格斯著 銭亦石譯 上海：神州国光社，1932 年． 
1926 年 Moissaye J.Olgin の英譯，D.Riazanov のロシア語譯，西雅雄譯『ドイツ農民戦争』，
マルクスエンゲルス政治論叢書，東京：希望閣，1927． 
『ドイツ農民戦争』 
075．02 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，上海：生活書店，1938 年 7 月． 
075．03 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，各地：生活書店，1939 年 4 月，2000 冊，世界名著譯
叢之五． 
075．04 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，延安：新華書店，1945 年 10 月． 
075．05 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，上海：生活書店，1946 年 5 月． 
075．06 
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恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，光華書店，1947 年 1 月，2000 冊，世界学術名著譯叢． 
075．07 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，上海：生活書店，1947 年 7 月． 
075．08 
恩格斯著銭亦石譯『徳国農民戦争』，新中国書局，1949 年 7 月． 
075．09 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，北京：解放社，1949 年 5 月． 
075．10 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
075．11 
恩格斯著解放社編『徳国農民戦争』，華中新華書店，1949 年 11 月． 
076◎ 
『徳意志農民戦争』 
恩格斯著 李一新譯 上海：楽華図書公司，1932 年． 
西雅雄譯『ドイツ農民戦争』，マルクスエンゲルス政治論叢書，東京：希望閣，1927． 
『ドイツ農民戦争』 
077◎ 
「国民経済学批判大綱」 
恩格斯著 何思敬譯 『社会科学論叢』（広州：中山大学），1932 年 2-3 月． 
遠田吉五郎譯『マルクス主義経済学大綱』，共生閣，1928． 
『国民経済学批判大綱』抄訳（1844） 
078 
『藝術論』（偽装版） 
馬克斯列寧著 王明譯 中外藝術研究社，1932 年 2 月． 
ロシア語訳 
『ドイツにおける革命と反革命』抄譯 
079◎ 
『機械論的唯物論批判』 
恩格斯著 浦列漢諾夫注譯 楊東莼 寧敦伍譯，上海：昆侖書店，1932 年 5 月，1000 冊． 
日本語訳（楊東莼は日本留学経験者） 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845），『自然辯証法』の論文および断片（1873～1883），「『空想から科
学への社会主義の発展』英語版序言」（1892）抄譯，『聖家族』第 6 章第 3 節（1844），『経
済学批判』（1858～59）抄譯，『ドイツ・イデオロギー』（1845）などの抄訳集． 
080○ 
『哲学之貧乏』 
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馬克思著 許徳珩譯 北平：東亜書店，1932 年 7 月． 
底本：M.Giard 書店第 3 版のフランス語原本（パリ 1922），参照：Charles H.Kerr & Company
刊行のZueltz譯英語版（シカゴ 1920），岩波書店刊行の木下半治・浅野晃譯日本語版（1930）． 
『哲学の貧困』全訳 
081◎ 
『資本論 第 1 巻第 2 分冊』 
馬克思著 潘冬舟訳 北平：東亜書店，1932 年 8 月． 
河上・宮川譯『資本論第 1 巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 2～3 篇 
082○ 
『資本論 第 1 巻上』 
馬克思著 王慎明（王思華）・侯外蘆譯 北京：国際学社，1932 年 9 月． 
底本：エンゲルスが編集した第 4 版，参照：高畠素之譯『資本論』，全三巻改造社，1927．
河上・宮川譯『資本論上冊』，改造社 1931． 
『資本論』第 1～7 章 
083 
「佛耶巴赫論綱」 
馬克思著 張申府譯 天津：『大公報』副刊（『世界思潮』第 7 期），1932 年 10 月 
ドイツ語版 
「フォイエルバッハに関するテーゼ」（1845） 
084 
『費爾巴哈論』（英漢対譯） 
恩格斯著 青驪譯 上海：社会主義研究社，1932 年 11 月． 
Austin Lewis による英語訳 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845）． 
085 
『資本論 第 1 巻第 3 分冊』 
馬克思著 潘冬舟訳 北平：東亜書店，1933 年． 
河上・宮川譯『資本論第 1 巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 1 巻第 4 篇 
086 
「自白」 
馬克思著 張申府譯 天津：『大公報』副刊（『世界思潮』第 30 期），1933 年 3 月． 
ドイツ語版 
「自白」（1865） 
 163 
 
087 
「馬克思自訴状」 
馬克思著 瑞麘譯 北京：『晨報』副刊（『学園』第 478 号），1933 年 3 月． 
不明 
「自白」（1865） 
088 
「恩格斯在馬克思下葬時的演説」 
恩格斯著 林平譯 天津：『大公報』副刊（『世界思潮』第 41 期），1933 年 5 月． 
不明 
「カール・マルクスの葬儀」 
089 
『資本論 第 1 巻第 1 分冊』 
馬克思 呉半農譯千家駒校 上海：商務印書館，1934 年 5 月． 
底本：エンゲルスが監修した英訳，校正：エンゲルスのドイツ語版とカウツキーの民衆版． 
『資本論』第 1～2 篇 
090 
「中国革命和欧州革命」 
馬克思 訳者不明 中央蘇区（『闘争』第 68 期），1934 年 7 月 
不明 
「中国とヨーロッパにおける革命」等 
091◎ 
「波斯和中国」 
恩格斯著 胡風（張光人）譯 上海：『譯文』（第 1 巻第 4 期），1934 年 12 月． 
日本語訳（留日経験者） 
「ペルシア―中国」（1857） 
092◎ 
『黒格爾哲学批判』 
費爾巴哈等 柳若水編譯 上海：辛垦書店，1935 年 3 月． 
高橋里美・武市健人譯『哲学概論』，岩波書店，1932． 
「ヘーゲル法哲学批判序説」（1844），『経済学・哲学草稿』抄譯（1844），『自然辯証法』（1873
～1883），『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』第 1 章（1886）な
どの抄訳集． 
093 
「農業的無産階級」 
恩格斯著 陳問路譯 南京：『労働季報』（第 5 期，第 8 期），1935～36． 
不明 
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「イギリスにおける労働者階級の状態」（1844）． 
094．01◎ 
『藝術作品之真実性』 
卡爾著 郭沫若譯 東京：質文社，1936 年 5 月． 
底本：ナウカ社『理論季刊』の訳文，参照：ドイツ語版全集第３巻（1932）． 
『聖家族』第 5 章，8 章抄譯（1844）． 
094．02 
馬克思著郭沫若譯『藝術的真実』，上海：群益出版社，1947 年． 
095○ 
『資本論 第 1 巻』 
馬克思著 玉枢（王思華）・右銘（侯外廬）譯 上海：世界名著譯社，1936 年 6 月． 
底本：エンゲルスが編集した第 4 版，参照：高畠譯『資本論』，全三巻改造社，1927．河上
肇・宮川實譯『資本論第１巻上冊』，改造社，1931 年． 
『資本論』第 1 巻全訳 
096．01 
『馬克思與恩格斯論中国』 
馬克思恩格斯著 方乃宜譯 モスクワ：ソレン外国労働者出版所，1937 年 
ロシア語版（1936 年） 
「中国とヨーロッパにおける革命」（1853），「中国における戦闘についての議会の討論」
（1857），「中国におけるイギリス人の残虐行為」（1857），「イギリスの新たな中国遠征」
（1857），「ペルシア―中国」（1857），「アヘン貿易の歴史」（1858），「イギリス＝中国条約
について」（1858），「イギリス＝中国条約」（1858），「中央アジアへのロシアの進出」（1858），
「新たな中国戦争」（1859），「中国との貿易」（1859），「中国問題」（1862），『資本論』など
の抄譯集． 
096．02 
馬克思恩格斯著方乃宜譯『馬恩論中国』，武漢：中国出版社，1938 年 3 月． 
096．03 
馬克思恩格斯著『馬克思與恩格斯論中国』，延安：解放社，1938 年 5 月． 
097 
『恩格斯等論文学』 
恩格斯等著 趙芳季譯 上海：亜東図書館，1937 年． 
不明 
論文集 
098◎ 
『作家論』 
恩格斯等著 陳北欧（陳北鴎）譯 上海：光明書局，1937 年 1 月，文芸理論叢書第 1 輯． 
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日本語訳（訳者は東京帝大の卒業生） 
「パウル・エルンスト（在ベルリン）へ」（1890 年 6 月 5 日）等 
099 
「社会意識形態概説」 
馬克思恩格斯著 荃麟（邵荃麟）譯 南京：『時事類編』（第 5 巻第 3 期），1937 年 2 月  
不明（ロシア語？） 
『ドイツ・イデオロギー』抄譯 
100．01 
『読書偶譯』 
馬克思/恩格斯著 鄒韜奮編譯 重慶：生活書店，1937 年 7 月． 
英語訳 
『経済学批判』抄譯，『資本論』第二版序文，『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古
典哲学の終結』のエンゲルスによる脚注． 
100．02 
馬克思恩格斯著鄒韜奮編譯『読書偶譯』，哈爾濱：光華書店，1948 年． 
100．03 
馬克思恩格斯著韜奮編譯『読書偶譯』，淮蔭：韜奮出版社，1948 年． 
100．04 
馬克思恩格斯著韜奮編譯『読書偶譯』，北京：三聯書店，1949 年． 
101．01 
『費爾巴哈論』 
恩格斯著 張仲實譯 武漢：生活書店，1937 年 12 月． 
ロシア語譯 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886）「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845） 
101．02 
恩格斯著張仲實譯『費爾巴哈論，原名，費爾巴哈與徳国古典哲学的終結』，上海：生活書店
1938 年 2 月． 
101．03 
恩格斯著張仲實譯『費爾巴哈與徳国古典哲学的終結』，北京：解放社・人民出版社，1949 年
9 月． 
102 
『社会主義入門』 
恩格斯著 訳者不明 延安：民族解放青年社，1938 年 3 月． 
不明 
『空想から科学への社会主義の発展』全譯 
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103◎ 
『論民族革命問題』 
佐野学・西雅雄『支那革命論・民族問題』，東京：スターリン・ブハーリン著作集刊行会，
1928 年． 
馬克思著 李鉄冰編譯 火炬出版社，1938 年 4 月，5000 冊 
「中国とヨーロッパにおける革命」等 
104 
『従空想的社會主義到科学的社会主義』 
恩格斯著 訳者不明 上海・漢口：新漢出版社，1938 年 4 月． 
不明 
『空想から科学への社会主義の発展』 
105◎ 
『史的唯物論』 
恩格斯著 訳者不明 漢口：新漢出版社，1938 年 5 月． 
吉山道三譯『史的唯物論について』，共生閣，1927． 
『空想から科学への社会主義の発展』英語版序文（1892），『聖家族』抄譯（1844），『経済
学批判』抄譯（1858～59）． 
106．01 
『社会主義従空想到科学的発展』 
恩格斯著 呉黎平譯 出版社不明，1938 年 6 月，馬克思恩格斯叢書第 3 種． 
底本：モスクワ・マルクスエンゲルスレーニン研究院の『マルクスエンゲルス選集』ロシア
語版，参照：『選集』英譯． 
『空想から科学への社会主義の発展』 
106．02 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，漢口：中国出版社，1938 年 11 月． 
106．03 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，重慶：生活書店，1939 年 4 月． 
106．04 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，上海・重慶：生活書店，1946 年 5 月，
2000 冊，世界学術名著叢書． 
106．05 
恩格斯著呉黎平譯『社会主義従空想到科学的発展』，生活書店東北版，1947 年 7 月，4000
冊． 
107．01 
『共産党宣言』 
馬克思/恩格斯著 成仿吾・徐冰譯 延安：解放社，1938 年 8 月． 
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ドイツ語版 
『共産党宣言』全訳 
107．02 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1938 年 8 月． 
107．03 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，抗敵報社復刻，1940 年 10 月． 
107．04 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1947 年 11 月． 
107．05 
馬克思恩格斯著成仿吾・徐冰譯『共産党宣言』，漢口：中国出版社，1949 年 6 月，馬列主義
理論叢書． 
108．01○ 
『資本論』全 3 巻 
馬克斯著 郭大力・王亜南譯 上海：読書生活出版社，1938 年 8 月，3000 部． 
底本：マルクス・エンゲルス研究所（モスクワ）が校正したドイツ語版，参照：高畠素之譯，
河上・宮川訳． 
『資本論』初の中国語全訳 
108．02 
馬克斯著恩格斯編郭大力・王亜南譯『資本論』（第 2，3 巻），重慶：読書生活出版社，1939
年 3 月． 
108．03 
馬克斯著郭大力・王亜南譯『資本論』全三巻，上海：読書出版社，1947 年 4 月（2 刷）． 
108．04 
馬克斯著郭大力・王亜南譯『資本論』全三巻，哈爾濱：光華書店，1948 年 8 月～1949 年 5
月，3000 部． 
109◎ 
『労働價値説易解』 
馬克思著 西流（濮清泉）譯 上海：亜東図書館，1938 年 8 月． 
堺利彦譯『價値と價格と利潤』，社会思想全集第 6 巻，東京：平凡社，1928． 
『賃銀・價格および利潤』抄譯 
110．01◎ 
『徳意志意識形態』 
馬克思恩格斯著 郭沫若譯，上海：言行出版社，1938 年 11 月． 
河上肇櫛田民蔵森戸辰男共譯『ドイチェ・イデオロギー』（我等叢書第四冊），我等社，1930
年 5 月． 
『ドイツ・イデオロギー』の「フォイエルバッハ」章 
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110．02 
馬克思恩格斯著郭沫若譯『徳意志意識形態』，上海：群益出版社，1947 年 3 月，1500 冊． 
111 
『中国問題評論集』 
馬克思恩格斯著 楊克斎譯 上海：珠林書店，1938 年 11 月． 
不明 
「中国とヨーロッパにおける革命」（1853），「中国における戦闘についての議会の討論」
（1857），「中国におけるイギリス人の残虐行為」（1857），「イギリスの新たな中国遠征」
（1857），「ペルシア―中国」（1857），「アヘン貿易の歴史」（1858），「イギリス＝中国条約
について」（1858），「イギリス＝中国条約」（1858），「中央アジアへのロシアの進出」（1858），
「新たな中国戦争」（1859），「中国との貿易」（1859），「中国問題」（1862），『資本論』など
の抄譯集． 
112．01 
『法蘭西内戦』 
馬克思著 呉黎平・劉雲譯 延安：解放社―新華，1938 年 11 月，馬克思恩格斯叢書． 
ロシア語訳 
「フランス＝プロイセン戦争についての国際労働者協会総評議会の第 1 の呼びかけ」
（1871），「フランス＝プロイセン戦争についての国際労働者協会総評議会の第 2 の呼びか
け」，「フランスにおける内乱 国際労働者協会総評議会の呼びかけ」（1871）などの論文集． 
112．02 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，漢口：中国出版社，1939 年 2 月． 
112．03 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，上海・重慶：生活書店，1946 年 5 月，2000 冊，世
界学術名著譯叢． 
112．04 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，河北：解放社，1948 年 8 月． 
112．05 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，解放社出版・華北新華書店発行，1948 年 8 月． 
112．06 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，延安：解放社，1948 年 11 月． 
112．07 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，漢口：中国出版社，1949 年． 
112．08 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，瀋陽：東北生活書店，1949 年． 
112．09 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，北京：新華書店 1949 年． 
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112．10 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，宝豊：中原新華書店，1949 年 1 月． 
112．11 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，生活書店出版・大連：新中国書局発行，1949 年 3 月，
3000 冊． 
112．12 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，解放社出版・華北新華書店発行，1949 年 5 月，1 万
冊． 
112．13 
馬克思著呉黎平劉雲譯『法蘭西内戦』，上海：新華書店，1949 年 7 月． 
113．01◎ 
『價値，價格與利潤』 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯 重慶：生活書店，1939 年，世界学術名著譯叢． 
長谷部文雄譯『賃銀・価格および利潤』，東京：岩波書店，1935 年． 
『賃銀・價格および利潤』全譯 
113．02 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，上海・重慶・新加坡：生活書
店，1946 年． 
113．03 
馬克思著 王学文譯『價値，價格與利潤』，哈爾濱：生活書店出版・光華書店発行，1947 年
2 月． 
113．04 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，上海：生活書店，1948 年 2 月． 
113．05 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，大連：生活書店，1948 年 6 月． 
113．06 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，哈爾濱：生活書店，1948 年 9
月，5000 冊． 
113．07 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，大連：生活書店，1949 年 2 月． 
113．08 
馬克思著 王学文・何錫麟・王石巍譯『價値，價格與利潤』，瀋陽：生活書店，1949 年 7 月． 
114．01◎ 
『馬恩科学的文学論』 
馬克斯・恩格斯・希爾莱爾原著 欧陽凡海譯 重慶：読書生活出版社，1939 年． 
日本語訳（日本留学経験者） 
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（M）「フェルディナント・ラサール（在ベルリン）へ」（1859 年 4 月 19），（E）「フェルデ
ィナント・ラサール（在ベルリン）へ」（1859 年 5 月 18 日），（E）「ポール・ラファルグ（在
ル・ペルー）へ」（1888 年 3 月 19 日），（E）「パウル・エルンスト（在ベルリン）へ」（1890
年 6 月 5 日）などの書簡集． 
114．02 
馬克斯・恩格斯・希爾莱爾原著 欧陽凡海譯『馬恩科学的文学論』，哈爾濱：読書出版社，
1948 年 3 月． 
114．03 
馬克斯・恩格斯・希爾莱爾原著 欧陽凡海譯『馬恩科学的文学論』，哈爾濱：読書出版社，
1949 年 2 月． 
115．01 
『恩格斯論『資本論』』 
恩格斯著 閔斯編・章漢夫・許涤新譯 上海：読書生活出版社，1939 年 1 月． 
底本：Kerr 書店の英語譯，参照：ドイツ語版． 
「デモクラシ―ティッシェス・ヴォッへンブラット』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868），
「『フォートナイトリ・レヴュー』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868），「『資本論』第
2 巻第 2 版序文」，「カール・マルクス『資本論』第 1 巻綱要」，「『資本論』第 3 部への補遺」
などの論文集． 
115．02 
恩格斯著 閔斯編・章漢夫・許涤新譯『恩格斯論『資本論』』，哈爾濱・上海：読書出版社 1940
年 3 月． 
115．03 
恩格斯著 閔斯編・章漢夫・許涤新譯『恩格斯論『資本論』』，重慶：読書出版社，1947 年
3 月． 
115．04 
恩格斯著 閔斯編・章漢夫・許涤新譯『恩格斯論『資本論』』，読書出版社出版・哈爾濱：光
華書店発行，1948 年 7 月，5000 冊． 
116◎ 
『論猶太人問題』 
馬克斯著 郭和譯 上海：亜東図書館，1939 年 1 月． 
久留間鮫造・細川嘉六譯『ユダヤ人問題を論ず』，東京：岩波書店，1928． 
「『独仏年鑑（1844）』からの手紙」（1844），「ユダヤ人問題によせて」（1844）などの書簡
集 
117 
「沖峰」 
恩格斯著 焦敏之譯 延安：『八路軍軍政雑誌』（第 2 期），1939 年 2 月． 
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ロシア語版 
「攻撃」（1857） 
118 
「馬克思墓前演説」 
恩格斯著 黎平・石巍譯 延安：『解放』週刊（第 66 期），1939 年 2 月． 
ロシア語版 
「カール・マルクスの葬儀」 
119 
「馬克思小傳」 
恩格斯著 黎平・石巍譯 延安：『解放』週刊（第 66 期），1939 年 2 月． 
ロシア語版 
「カール・マルクス」 
120．01 
『徳国的革命與反革命』 
恩格斯著 王祐銘・柯栢年（李春蕃）等譯 重慶：生活書店，1939 年 3 月． 
英語訳 
『ドイツにおける革命と反革命』，「ケルンの共産党裁判」，「1850 年 6 月の中央委員会の同
盟員への呼びかけ」，「共産主義者同盟の歴史によせて」，「マルクスと『新ライン新聞』」 
120．02 
恩格斯著 王石巍・柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，延安：解放社出版，1939 年 4 月． 
120．03 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，解放社出版，邯鄲・冀中：華北新華書店発
行，1949 年 2 月． 
120．04 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，北京：解放社，1949 年 4 月． 
120．05 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
120．06 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，山東新華書店，1949 年 6 月，1 万冊． 
120．07 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，上海：新華書店，1949 年 7 月，1 万冊． 
120．08 
恩格斯著 柯栢年等譯『徳国的革命與反革命』，解放社出版，長春：東北新華書店発行，1949
年． 
121．01◎ 
『政治経済学論叢』 
 172 
 
馬克思恩格斯著 王学文・何錫麟・王石巍譯 延安：解放社，1939 年 3 月． 
長谷部文雄譯『賃銀・価格および利潤』，東京：岩波書店，1935 年． 
『賃労働と資本』（1849），『賃銀・價格および利潤』（1865），「デモクラシ―ティッシェス・
ヴォッへンブラット』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868），『資本論』第 2 巻序言，『資
本論』第 1 巻第 24 章抄譯，『経済学批判』序言（1858），「カール・マルクス『経済学批判』」
（1859）． 
121．02 
馬克思恩格斯著 呉黎平譯（誤記？）『政治経済学論叢』，上海：生活書店，1939 年 4 月． 
121．03 
馬克思恩格斯著 王学文何錫麟等譯『政治経済学論叢』，上海：生活書店，1939 年 7 月． 
121．04 
馬克思恩格斯著 王学文何錫麟王石巍譯『政治経済学論叢』，山東新華書店，1949 年 8 月． 
121．05 
馬克思恩格斯著 王学文何錫麟譯『政治経済学論叢』，東北新華書店，1949 年 10 月，9000
冊． 
122 
「軍人論」 
恩格斯著 焦敏之譯 延安：『八路軍軍政雑誌』（第 3－6 期，連載），1939 年 3-6 月． 
ロシア語訳 
「軍隊」（1857） 
123．01 
『資本論通信集』 
馬克斯恩格斯著 郭大力譯 上海：読書生活出版社，1939 年 4 月，『資本論』研究叢書． 
底本：マルクス・エンゲルス研究所（モスクワ）が校正したドイツ語版． 
『資本論』に関するマ・エンの書簡 25 通，付録にマ・エン論文 3 本． 
123．02 
郭大力譯『資本論通信集』，上海：読書出版社，1947 年 3 月． 
124．01◎ 
『法蘭西内戦』 
馬克思著 郭和譯 上海：海潮社，1939 年 4 月． 
木下半治譯『巴里コミューン』，春陽道，1931．レーニンが編集したロシア語訳． 
「フランス＝プロイセン戦争についての国際労働者協会総評議会の第 1 の呼びかけ」（1871）
「フランス＝プロイセン戦争についての国際労働者協会総評議会の第 3 の呼びかけ」，「フ
ランスにおける内乱 国際労働者協会総評議会の呼びかけ」（1871） 
124．02 
馬克思著郭和譯『巴黎公社』，上海：海潮社，1940 年 11 月． 
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125．01 
『雇傭労働与資本』 
馬克思著 瀋志遠譯 重慶・上海：生活書店，1939 年 8 月，世界学術名著譯叢． 
1933 年モスクワロシア語譯選集版． 
『賃労働と資本』全譯 
125．02 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，北京：読書・生活・新知三聯書店，1946 年 4 月，2
版，世界学術名著譯叢． 
125．03 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店，1947 年 6 月，3 版． 
125．04 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店出版・哈爾濱：光華書店発行，
1947 年 8 月東北初版，3000 冊． 
125．05 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，上海・香港・新加坡：生活書店，1948 年 2 月． 
125．06 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，上海：読書生活出版社，1949 年 5 月． 
125．07 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』，重慶・上海：生活書店出版，新中国書局発行，1949
年 7 月東北再版，1 万部． 
125．08 
馬克思著瀋志遠譯『雇傭労働与資本』上海：読書・生活・新知三聯書店 1949 年 8 月． 
126．01 
『資本論 提綱』 
恩格斯著 何錫麟譯 延安：解放社，1939 年 11 月． 
ドイツ語版 
「デモクラシ―ティッシェス・ヴォッへンブラット』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868）
「『フォートナイトリ・レヴュー』のための『資本論』第 1 巻書評」（1868）「『資本論』第 2
巻序文」「カール・マルクス『資本論』第 1 巻綱要」，「『資本論』第 3 部への補遺」 
126．02 
恩格斯著何錫麟譯『資本論提綱』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 10 月，馬克思恩格斯叢書
第九種． 
126．03 
恩格斯著何錫麟譯『資本論提綱』，華中新華書店，1949 年 11 月． 
127 
『恩格斯軍事論文選集 第一冊』 
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恩格斯 八路軍抗日戦争研究会編集，焦敬之・曾湧泉譯，延安：八路軍軍政雑誌社，1939 年
12 月，抗日戦争参考叢書． 
不明 
「軍隊」（1857），「歩兵」（1859），「砲兵」（1857），「騎兵隊」（1858），「ヨーロッパの諸軍
隊」（1855）などの論文集． 
128．01○ 
『哥達綱領批評』 
馬克思著 何思敬・徐冰譯，延安：解放社，1939 年 12 月． 
底本：ドイツ語版，参照：ロシア語譯，堺利彦譯『ゴータ綱領批判』，社会思想全集第 6 巻，
東京：平凡社，1928． 
『ゴータ綱領批判』序言，書簡． 
128．02 
馬克思著『哥達綱領批評』，長春：東北書店，1949 年 5 月． 
128．03 
馬克思著 何思敬徐冰譯『哥達綱領批評』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
129 
『『資本論』補遺勘誤』 
郭大力・彭適先編訳 上海：読書出版社，1940 年． 
マルクス・エンゲルス研究所（モスクワ）が校正したドイツ語版． 
「資本生産物としての諸商品」，『資本論』訂正表． 
130 
『英国工人運動』 
恩格斯著 呉文燾譯 延安：中国工人社，1940 年． 
英語譯 
「公平な 1 日の労働にたいする公平な 1 日の賃金」（1881），「賃金制度」（1881）「労働組
合」（1881），「フランスとの通商条約」（1881），「アメリカの食糧と土地問題」（1881），「反
穀物同盟の賃金理論」（1881），「労働党」（1881），「ビスマルクとドイツ労働党」（1881），
「綿花と鉄」（1881），「必要な社会階級とよけいな社会階級」（1881）． 
131 
「馬克思関与工人聯合会的報告」 
馬克思 譯者不明 延安：『中国工人』第 3 期，1940 年 4 月． 
不明 
「個々の問題についての暫定中央評議会代議員への指示」（1866） 
132 
『論弱小民族』 
馬克思著 丁宗恩（陳公琪）編譯 上海：北社，1940 年 5 月． 
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不明 
「インド問題―アイルランドの小作権」（1853），「イギリスのインド支配の将来の結果」
（1853）． 
133 
「資本生産物的商品」 
馬克思著 適先譯 重慶：『理論與現実』（第 1 期），1940 年 5 月 15 日． 
不明 
「資本生産物としての諸商品」 
134．01 
『拿破侖第三政変記』 
馬克思著 柯栢年（李春蕃）譯・呉黎平校 延安：新華書店，1940 年 8 月，1500 冊． 
底本：英語譯，参照：ドイツ語版，校正：ロシア語譯，ドイツ語版． 
「ルイ・ボナパルトのブリュメール 18 日」 
134．02 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，生活書店，1940 年 11 月． 
134．03 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，重慶・香港・新加坡：生活書店，1947
年 9 月，2000 冊． 
134．04 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，解放社出版・華北新華書店発行，1948
年 8 月，2000 冊． 
134．05 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，解放社出版・華北新華書店発行，1948
年 11 月，2000 冊． 
134．06 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，大連：光華書店，1949 年 1 月，5000
冊． 
134．07 
馬克思著 柯栢年譯・呉黎平校『拿破侖第三政変記』，中原新華書店，1949 年 3 月，3000
冊． 
134．08 
馬克思著柯栢年譯呉黎平校『拿破侖第三政変記』華東新華書店 1949 年 4 月，1 万冊． 
134．09 
馬克思著『拿破侖第三政変記』上海：新華書店 1949 年 7 月，1 万冊． 
135．01 
『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』 
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馬克思恩格斯著 何封（賀志芳）等譯 上海：読書出版社，1940 年 8 月． 
不明 
「カール・マルクス」，「カール・マルクスの葬儀」，「六月革命」，「1856 年 4 月 14 日ロン
ドンにおける『ピープルズ・ペーパー』創刊記念祝賀会での演説」等． 
135．02 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，上海：読書出版社，1947 年 5
月，1500 冊． 
135．03 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，読書出版社出版，大連：光華
書店発行，1948 年 5 月，3000 冊． 
135．04 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，読書出版社出版，長春・大連
発行：新中国書局，1949 年 4 月，1 万冊． 
135．05 
恩格斯等著何封等譯『卡爾・馬克思―人，思想家，革命者』，読書出版社出版，蘇南新華書
店発行，1949 年 6 月． 
136．01 
『科学的藝術論』 
蘇聯康敏学院文芸研究所編 適夷譯 上海：読書出版社，1940 年 10 月． 
ロシア語版 
藝術や美学に関するマルクス・エンゲルスの論著 
136．02 
蘇聯康敏学院文芸研究所編適夷譯『科学的藝術論』，重慶：読書生活出版社，1942 年 5 月． 
136．03 
蘇聯康敏学院文芸研究所編適夷譯『科学的藝術論』，上海：読書出版社，1947 年 5 月，5 版． 
137○ 
『従猿到人過程中労働底作用』 
恩格斯著 曹汀譯・何思敬校 延安：八路軍軍政雑誌社，1940 年 12 月． 
黒田房雄『猿の人間化における労働の寄與』，厳文閣，1927． 
「猿が人間化するにあたっての労働の役割」 
138◎ 
『新徳意志帝国建設之際的暴力與経済』 
恩格斯著 曹汀譯・何思敬校 延安：八路軍軍政雑誌社，1940 年 12 月． 
エンゲルス遺稿門木平譯『強力と経済：獨逸帝国建設に際しての強力と経済』，上野書店，
1929 年． 
「歴史における暴力の役割」（1887～88），『反デュ―リン論』の「暴力論」抄譯（1876～78）
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などの抄訳集． 
139 
『論辯証法』 
恩格斯著 張申府譯 重慶：『中国教育』（第 1 巻第 7 期），1941 年 2 月． 
不明（ドイツ語版？） 
『反デュ―リン論』序説の「辯証法」 
140．01 
『家族・私有財産・国家の起源』 
恩格斯著 張仲實譯 上海：学術出版社，1941 年 2 月． 
マルクスエンゲルスレーニン研究所アドラツキーが編集したロシア語譯 
140．02 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，上海：学術出版社，1941 年． 
140．03 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，上海：生活書店，1946 年，1000 冊． 
140．04 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，上海：生活書店，1947 年 1 月，2000 冊． 
140．05 
恩格斯著張仲實譯『家族私有財産及国家的起源』，大連：新中国書局，1949 年 4 月． 
141 
『論馬恩列斯』 
馬克思恩格斯等 解放社編 延安：解放社，1941 年 5 月 
不明 
「カール・マルクス」，「カール・マルクスの葬儀」等 
142 
『徳意志観念体系』 
卡爾・馬克思 佛里特立胥・恩格斯著 克士（周建人）譯 上海：珠林書店，1941 年 7 月． 
労夫（W.lough），麥琪爾(C.P.Magil)によるアドラツキー版の英訳． 
『ドイツ・イデオロギー』第 1 章抄訳，「フォイエルバッハに関するテーゼ」． 
143○ 
『1870－1871 年普法戦争』 
恩格斯著 曹汀譯・何思敬校 延安：八路軍軍政雑誌社，1941 年 9 月． 
荒畑寒村譯『普仏戦争史』，改造社，1936 年． 
『戦況時評』等（1870） 
144．01 
『思想方法論』 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著 馬恩列斯思想方法論編集委員会編 延安：解放社，1942
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年 4 月． 
不明（ロシア語版？） 
マルクス・エンゲルス・レーニン・スターリン作品集 
144．02 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，遼県：華北新華書店，1943 年． 
144．03 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，大連：新中国書局，1949 年 4 月，幹部学
習叢書第 1 輯．」 
144．04 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，冀魯豫新華書店，1949 年． 
144．05 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，延安：解放社，1944 年 9 月． 
144．06 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，安東：東北書店，1947 年 5 月，5000 冊． 
144．07 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，哈爾濱：東北書店，1948 年 10 月． 
144．08 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，哈爾濱：東北書店，1949 年 5 月． 
144．09 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，唐山：冀東新華書店，1949 年 5 月． 
144．10 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，新郷：新華書店，1949 年 8 月． 
144．11 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，北京：新華書店，1949 年 9 月． 
144．12 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著『思想方法論』，東北新華書店遼東分店，1949 年 9 月，
3000 冊． 
145．01 
『法蘭西階級闘争』 
馬克思著 柯栢年（李春蕃）譯 延安：解放社，1942 年 7 月． 
英語訳 
『フランスにおける階級闘争 1848 年から 1850 年まで』（1848～50） 
145．02 
馬克思著柯栢年譯『法蘭西階級闘争』，解放社出版，上海：新華書店発行，1949 年 7 月，1
万冊，馬克思恩格斯叢書 12． 
146．01 
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『共産党宣言』 
馬克思/恩格斯著 成仿吾・徐冰譯 博古校 延安：解放社，1943 年 8 月． 
ロシア語訳（校正） 
『共産党宣言』全訳 
146．02 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，延安：解放社，1943 年 11 月． 
146．03 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，邯鄲：華東新華書店，1946 年 6
月． 
146．04 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，太岳新華書店，1946 年 6 月． 
146．05 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，山東：新華書店，1946 年 9 月． 
146．06 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，莱陽：胶東新華書店，1946 年 10
月． 
146．07 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，荷澤：冀魯豫書店，1948 年 2 月． 
146．08 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，陽信：山東新華書店，1948 年 3
月． 
146．09 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，安東・佳木斯：東北書店，1948
年 10 月． 
146．10 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，太岳新華書店，1948 年 10 月． 
146．11 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，宝豊：中原新華書店，1948 年 11
月． 
146．12 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，平山：解放社，1948 年 12 月． 
146．13 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，北平新中図書公司，1949 年． 
146．14 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，邢台：太行新華書店，1949 年 3
月． 
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146．15 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，上海：華中新華書店，1949 年． 
146．16 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，上海：華東新華書店，1949 年 2
月． 
146．17 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，大連：東北書店，1949 年 3 月． 
146．18 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，華北大学出版社，1949 年 5 月． 
146．19 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，長春：東北書店，1949 年 5 月． 
146．20 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，解放社，1949 年 6 月，［幹部必
読］，10000 冊． 
146．21 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，杭州：浙江新華書店，1949 年 6
月． 
146．22 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，無錫：蘇南新華書店，1949 年 6
月． 
146．23 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，新華書店，1949 年 7 月． 
146．24 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，西安：西北新華書店，1949 年 8
月． 
146．25 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，中国人民解放軍第十五兵団政治
部，1949 年 8 月． 
146．26 
馬克思恩格斯著 成仿吾・徐冰譯・博古校『共産党宣言』，北京：解放社出版新華書店発行
1949 年 11 月（20000 冊 幹部必読）。 
147．01 
『共産党宣言』 
馬克思/恩格斯著 陳痩石譯 『比較経済制度』（下）付録，商務印書館，1943 年 9 月． 
不明（英語譯？） 
『共産党宣言』全訳 
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147．02 
馬克思恩格斯著陳痩石譯『共産党宣言』，1943 年． 
148．01 
『社会主義従空想到科学的発展』 
恩格斯著 博古譯 解放社，1943 年 11 月，『幹部必読』． 
不明（ロシア語版？） 
『空想から科学への社会主義の発展』全譯 
148．02 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，東北書店，1946 年 6 月． 
148．03 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北京：解放社 1948 年 9 月． 
148．04 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，中原新華書店，1949 年 1 月． 
148．05 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，荷澤：冀魯豫新華書店，1949 年 3 月． 
148．06 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，長春：東北書店，1949 年 4 月，幹部
学習叢書第 1 輯． 
148．07 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，唐山：冀東新華書店，1949 年 5 月． 
148．08 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北平：解放社，1949 年 5 月． 
148．09 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，北京：解放社，1949 年 8 月． 
148．10 
恩格斯著 博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，西安：西北書店，1949 年 8 月． 
148．11 
恩格斯著博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，太岳新華書店，1949 年． 
148．12 
恩格斯著博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，華中新華書店，1949 年． 
148．13 
恩格斯著博古校譯『社会主義従空想到科学的発展』，浙江新華書店，1949 年 6 月． 
149．01◎ 
『馬克思主義與文芸』 
馬克思恩格斯等著 周揚編 延安：解放社，1944 年 5 月， 
日本語訳（留日経験者） 
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マ・エン等の作品集 
149．02 
馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，大連：大衆書店，1946 年 6 月． 
149．03 
馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，北京：解放社，1949 年． 
149．04 
馬克思恩格斯等著 周揚編『馬克思主義與文芸』，宝豊：中原新華書店，1949 年 4 月． 
150 
『什麼是共產主義』 
馬克思恩格斯著 譯者不明 新華書店，1945 年． 
不明 
『共産党宣言』第 2 章 
151．01 
『馬恩列斯論婦女解放』 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯 瀋陽：新華書店，1945 年 5 月． 
ロシア語版 
マ・エンの論文集 
151．02 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，唐山：冀東新華書店，1948
年． 
151．03 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，東北書店，1949 年． 
151．04 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，北京：新華書店，1949 年
3 月． 
151．05 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，塩阜：華中新華書店，1949
年 6 月． 
151．06 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，上海：新華書店，1949 年
7 月． 
151．07 
全国婦女連合会籌備委員会編 張仲實譯『馬恩列斯論婦女解放』，済南：山東新華書店，1949
年 8 月． 
152 
『国家與革命』 
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恩格斯 列甯編・博古校 山東新華書店，1946 年 
ロシア語版 
「住宅問題」等 
153．01 
『社会発展史』 
恩格斯等著 訳者不明 香港：新民主出版社，1946 年． 
不明 
「猿が人間化するにあたっての労働の役割」，『家庭・私有財産・国家の起源』抄訳等． 
153．02 
恩格斯著『社会発展史略』，大衆書店，1946． 
153．03 
恩格斯著『社会発展史略』，東北書店，1947 年 5 月． 
153．04 
恩格斯著『社会発展史』，香港：新民主出版社，1947 年 6 月，新民主歴史叢書． 
153．05 
恩格斯著『社会発展史略』，遼北書店，1948 年 10 月． 
153．06 
恩格斯著『社会発展史略』，冀南新華書店，1948 年 12 月． 
153．07 
恩格斯著『社会発展史略』，大連：新中国書局，1949 年 4 月，幹部学習叢書第 1 輯． 
153．08 
恩格斯著『社会発展史略』，東北新華書店遼東総分店，1949 年 7 月． 
154．01 
『思想方法論』 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著 黎述編譯 上海：辰光書店，1946 年 8 月． 
不明（ロシア語版？） 
マルクス・エンゲルス・レーニン・スターリン作品集． 
154．02 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著 黎述編譯『思想方法論』，重慶：読書出版社，1947 年 5
月． 
154．03 
馬克思・恩格斯・列寧・斯大林著 黎述編譯『思想方法論』，辰光書店出版，大連：光華書
店発行，1948 年 9 月，1000 冊． 
155．01 
『馬克思致顧格爾曼的信』 
馬克思著 林超真譯 上海：亜東図書館，1947 年 7 月． 
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ロシア語版 
1862 年 12 月 28 日から 1874 年 8 月 10 日までマルクスからゲルマンへの書簡 62 通． 
155．02 
馬克思著天藍（林超真？）譯『致顧格曼博士書信集』，東北書店牡丹江分店，1948 年 4 月． 
156．01 
『馬恩列斯毛論農民土地問題』 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編 阜平：晋察冀新華書店，1947 年 7 月． 
不明 
土地に関するマルクス・エンゲルス・レーニン・スターリン・毛沢東の論述集． 
156．02 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，渋県：華北新華
書店，1947 年 10 月・12 月． 
156．03 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，沁源：太岳新華 
書店 1947 年 11 月． 
156．04 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，佳木斯：東北新
華書店 1947 年 12 月． 
156．05 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，恵民：渤海新華
書店 1948 年 1 月． 
156．06 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，華中新華書店
1948 年． 
156．07 
馬克思恩格斯等著 中央土地問題研究会編『馬恩列斯毛論農民土地問題』，無錫：蘇南新華
書店 1949 年 9 月． 
157 
『共産党宣言』（香港百周年記念版） 
馬克思/恩格斯著 成仿吾・徐冰譯 喬木（喬冠華）校 香港：中国出版社，1947 年 11 月． 
英語訳 
『共産党宣言』全訳 
158 
『馬恩列文献』 
馬克思・恩格斯・列寧著 譯者不明 陽信：山東新華書店総店，1948 年 5 月． 
不明 
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『共産党宣言』（1848），『空想から科学への社会主義の発展』（1880）等． 
159．01 
『新哲学手冊』 
馬克思恩格斯著 E.朋司編・周建人譯 上海：大用図書公司，1948 年 8 月， 
英語版 
『ドイツ・イデオロギー』第 1 章抄譯（1845），『フォイエルバッハに関するテーゼ』（1845），
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』抄譯（1886），『反デュ―リン
論』抄譯（1876～78），『家族・私有財産・国家の起源』抄譯（1884），『住宅問題』抄譯（1872
～73），『哲学の貧困』（1847）などの抄譯集． 
159．02 
E.朋司編・周建人譯『新哲学手冊』，上海：大用図書公司，1949 年 12 月． 
160 
『馬恩列斯論経済問題』 
馬克思恩格斯等著 譯者不明 香港：新民主出版社，1948 年 8 月． 
不明 
『共産党宣言』抄訳 
161 
『共産党宣言』（モスクワ百周年記念版） 
馬克思/恩格斯著 謝唯真譯 モスクワ：外国文書籍出版局，1949，1 万冊． 
1948 年ドイツ語版 
『共産党宣言』全訳 
162 
『剰余価値学説史』全 3 巻 
馬克思著 考茨基編 郭大力譯 上海：読書・生活・新知三聯書店，1949 年． 
カウツキーが編集したドイツ語版。 
『剰余価値学説史』最初の中国語全訳。 
163 
『幹部必読』 
馬克思恩格斯著 博古校譯 解放社，1949 年． 
ロシア語版 
『共産党宣言』，『空想から科学への社会主義の発展』 
164◎ 
『戲劇資本論』 
馬克斯原著 坂本勝編劇 費明君翻訳 上海：社会科学研究社出版，神州国光社発行，1949
年 4 月． 
阪本勝編『戲劇資本論』，日本評論社，1931 年． 
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『資本論』普及版 
165 
『関与学習「拿破侖第三政変記」的参照材料』 
馬克思恩格斯等著 馬列学院編 1949 年 5 月 
不明 
エンゲルスの書簡，「1856 年 4 月 14 日ロンドンにおける『ピープルズ・ペーパー』創刊記
念祝賀会での演説」（1856），「六月革命」（1848），「ドイツにおける革命と反革命」（1851～
1852）． 
166 
『卡爾・馬克思』 
恩格斯著 林若譯 上海：民間出版社，1949 年 7 月． 
不明 
「カール・マルクス」，「カール・マルクスの葬儀」等 
167．01◎ 
『哲学底貧困』 
馬克思著 何思敬譯 北京：解放社―新華，1949 年 9 月，1 万部． 
岡崎三郎譯『哲学の貧困』，東京：黄土社，1947． 
『哲学の貧困』全訳 
167．02 
馬克思著何敬思譯『哲学底貧困』，北京：解放社，1949 年 11 月（再版），4000 冊． 
168 
『馬克思恩格斯書信選』 
林超真譯 上海：亜東図書館，1949 年 9 月． 
ロシア語訳 
1846～1895 年の書簡 98 通 
169 
『新哲学典范』 
恩格斯著 梁武譯 上海：文源出版社，1949 年 10 月． 
不明 
『反デュ―リン論』抄譯 
170 
『新経済学典范』 
恩格斯著 梁武譯 上海：文源出版社，1949 年 10 月． 
不明 
『反デュ―リン論』抄譯 
171 
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『社会主義』 
恩格斯著 曹真譯 上海：文源出版社，1949 年 10 月． 
不明 
『空想から科学への社会主義の発展』 
172 
『費兒巴赫』 
馬克斯恩格斯著 曹真譯 上海：文源出版社，1949 年 10 月． 
不明 
『ルードウィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結』（1886），「フォイエルバッハ
に関するテーゼ」（1845）． 
173 
「法律家社会主義」 
恩格斯著 何思敬譯 『新建設』（第 1 巻第 7 期），1949 年 12 月． 
大形太郎譯『法曹社会主義批判』，解放社，1946 年． 
『法曹社会主義批判』（1887） 
174．01 
『従猿到人』 
恩格斯著 曹葆華・于光遠譯 解放社［出版地不明］，1920 年（？国家図書館所蔵）． 
174．02 
『従猿到人過程中労働的作用』 
譯者不明 『中国青年』（第 1 期），1931． 
不明 
174．03 
「従猿到人」 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯 『中国青年』（1948 年 1 月），初版の可能性が高い． 
底本：ドイツ語『マルクスエンゲルス全集』モスクワ：ソレン外国工人出版社 1935 年，ロ
シア語版を参照する． 
「猿が人間化するにあたっての労働の役割」 
174．04 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，新華書店（西北・東北），1948 年． 
174．05 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1948 年 9 月． 
174．06 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，冀東新華書店，1949 年． 
174．07 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『労働在従猿到人過程中的作用』，華北大学，1949 年． 
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174．08 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，華東新華書店，1949 年 3 月，1 万冊． 
174．09 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，華北新華書店，1949 年 4 月，7000 冊． 
174．10 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，合肥：皖北新華書店，1949 年 5 月． 
174．11 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1949 年 6 月． 
174．12 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，北京：解放社，1949 年 11 月． 
174．13 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，大連：新華書店，1949 年 7 月． 
174．14 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 8 月，1 万冊． 
174．15 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，瀋陽：東北新華書店，1949 年 10 月，1 万冊． 
174．16 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，解放社出版，上海：新華書店発行，1949 年 9 月，
3000 冊． 
174．17 
恩格斯著 于光遠・曹葆華譯『従猿到人』，解放社出版，上海：新華書店発行，1949 年 10
月，5000 冊． 
175（補充） 
『資本論初版序言』 
馬克思著 李漱石譯 上海：人民出版社 1922 年 6 月 
不明 
『資本論』初版の序言 
 
 
